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　　　　　　　序幕　悪あつ鬼きと少女







「生きるのよ、マイノラ」

　病院の白いベッドに横たわる母の弱々しい声が耳を打つ。

　マイノラと呼ばれたその少女は母に寄り添そい、嚙かみしめるように聞き入っていた。

「あなたが大好きな本に登場する騎き士し様のような人が、いつか必ず現れるから。救いに来てくれるはずだから……生きるのよ、マイノラ」

　なんて温かく愛いとおしい言葉だろう。そう思いながらも、マイノラは悲しげな表情を浮かべた。

（お母様……その言葉はわたしを何度も何度も支えてくれたわ。でもね……もう、十年よ。十年待っても、わたしを救い出してくれる人は現れなかったわ……）







　がたん、と揺ゆれるのを感じ、マイノラは目を開けた。

　そこは夜の暗くら闇やみに沈しずむ車の中。視線を感じて運転席の横からバックミラーを見やると、父親であるハーバートと目が合った。

「マイノラ、眠ねむっていたのか？」

「……違ちがうわ。昔を思い出していただけよ」

「そうか……では話の続きをしよう。明日からお前に護衛をつけることにした。お前の安全は彼に任せることになる。今までの態度を改め、良い関係を築いてくれ」

「安全って……もうすぐわたしが《人殺しの化け物ナイトメア》となるのは分かっていることでしょう？　すぐに駆く除じよ出来るようにしておきたいって、隠かくさずにそう言えばいいじゃない……」

「何度も言っているだろう。もうすぐなのだ。もうすぐ薬が完成する。私はお前のために、必死で研究を進めているのだ。だから、そのようなことを二度と口にするな」

　父親のきつい物言いに胸が苦しくなり、マイノラは胸を押さえた。しかしバックミラーに映る自分の目からは涙なみだ一つ出てこない。まるで人形のようで、生きているという実感がなかった。

（あぁ、心が凍こおりついているみたい……このままじゃ狂くるってしまう……それならいっそ、自分が人であるという実感があるうちに死んでしまいたい……）

　と、そこで車は急に減速をし始めた。顔を上げると、正面の方向から大勢の人々が押し寄せてくるのが見えた。

「何事だ？」

　ハーバートが窓を開けて一人に声をかける。と、彼は唾つばを飛ばして答えた。

「ナイトメアがこっちに来てるんだ！　あんたらも早く逃にげろ！」

「なに？　こんな時に……逃げるぞ、マイノラ」

　ハーバートは運転席から飛び出し、後部座席へ回り込んで腕うでを引っ張ってきた。

　マイノラは急せかされるままにハーバートの後を追って、来た道を戻もどろうとするが、ふらりと足が揺ゆれて転んでしまう。ハーバートが気づいて戻ってこようとするが、人の波に流されて姿が見えなくなった。

「ま、待って、お父様！　誰だれか助け──」

　その時、どん、という鈍にぶい音がすぐ後ろで聞こえた。

　はっとして振ふり返り、見上げなければ視界に収められないほど巨きよ大だいな怪かい物ぶつを目にして、マイノラは小さく悲鳴を上げた。

「君、綺き麗れいなブロンドの髪かみをシているネェ。あァアアぁあアア！　そノ髪で巣すヲ作っタら素す敵てきダろうナァ！　なァ、少シでいいンだ！　少シでイイかラ分けテくれヨ！」

　怪物は胴どう体たいから生える無数の人間の腕を蠢うごめかせ、鋭するどく長い牙きばが生えた大きな口から醜しゆう悪あくな臭においの息を吐はき、にじり寄ってくる。

　マイノラは恐きよう怖ふのあまり声も出せず、必死に逃げようとする。強きよう烈れつな死の予感が満足に動かない足を引きずらせ、ナイトメアに背を向けると助けを求めて手を伸のばした。

　そして、気づく。通りに人の姿がないことに。助けてくれる者など、一人もいないことを。

「────」

　マイノラは、ふと思った。

　逃げ出したところで、生き続けたところで何かが変わるのだろうか。この孤こ独どくから、救われることはあるのだろうか、と。

「…………、いいわ。あげる、この命を」

　ナイトメアに向き直ってぽつりと言うと、ナイトメアは首を傾かしげた。

「わたしもね……あなたと同じように胞ほう子しの光を浴びてしまったの。いずれあなたのように怪物ナイトメアとなって……人を殺し回るようになるわ。そんなのは嫌いや……そうなるぐらいならいっそ、今ここで死んで……お母様のもとへ行ってしまいたい……」

「ん？　ン？　よク分かラナいけド……じゃア貰もらっチャうヨ！　安心シて！　一いつ瞬しゆんでそノ首、引っコ抜ぬいテあゲるからネ！　ネ！」

　唾だ液えきを撒まき散らして大きく開かれたナイトメアの大口に圧あつ倒とうされ、マイノラは目を瞑つぶった。

「これで、やっと楽になれる……」

　頭を垂たれ、マイノラは待った。病から解放され、孤独から救われるその時を──

　だが、不意に一人の声が静かに響ひびいてきた。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　はっとして目を開けると、どこか陰いん鬱うつな気配を漂ただよわせる目と視線が合う。

　目の前に、黒に血を含ふくませたようなダークブラウンの髪かみの少年が立っていた。

「あなたは──」

　と、訊たずねかけた時だった。突とつ然ぜんの乱入者に戸と惑まどいを見せていたナイトメアが少年を見定め、「邪じや魔まダなァ」と殺気立った声を発した。

「っ!?　だ、駄だ目め！　早く逃にげ──」

　しかし、間に合わない。

　ナイトメアの鋭するどく長い牙きばが少年の背後から肩かたに食い込み、骨を砕くだき、胸を貫つらぬいた。

　大量の血が溢あふれ出し、取り落とした彼のトロンボーンケースとマイノラの顔を飛ひ沫まつが汚よごす。どう見ても致ち命めい傷しようだった。

　そう思われたが──

「安心してください。僕は……この程度で死ぬことはありません」

　突とつ然ぜん、少年の右腕うでが赤い輝かがやきを放ち始め、拳こぶしが跳はね上がった。

「グ、ガッ!?」

　裏うら拳けんはナイトメアの顔面を陥かん没ぼつさせ、背後へ吹ふき飛ばしてしまう。

　少年は平然とした様子で踵きびすを返し、転げ回るナイトメアに向かって赤く輝かがやく右腕を翳かざした。

　途と端たん、地面から黒い何かが噴ふき出し、突とつ風ぷうによってマイノラは吹き飛ばされそうになる。

「何が、起こっているの……？」

　少年の影かげから噴ふん出しゆつし竜たつ巻まきのように螺ら旋せんを描えがくのは、無数の黒い手だった。

　子供のもののように細くて小さいそれらは、少年の肉体に鋭い鉤かぎ爪づめを突つき立て、喉のどを締しめ上げると両目を覆おおって押し潰つぶし、あっという間に全身を包みこんでしまう。

　それが破は裂れつするように霧む散さんすると、現れたのはか弱き少年などではなく全く別の存在だった。

「危ないので車の陰かげにでも隠かくれていてください」

　発せられたその声は、先ほどの少年のものと変わりない。

　しかし、振ふり返って見せつけてきたその姿は、まるで黒曜石から乱雑に彫ほり起こしたもののように無骨。食いしばるようにして剝むき出しにしている真しん紅くの牙は獰どう猛もうな獣けもののよう。落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥からは地じ獄ごくの底を思わせる血の色の輝きが放たれ、同じ色に変質した髪の毛が火か炎えんのごとく頭上で揺ゆらめいており、

　──それは、『悪あつ鬼き』と呼ぶべき異い形ぎようだった。

「よ、よくモ、よくモッ!!」

　ナイトメアが立ち上がったことに気づいた悪鬼は、嚙かみつかれた際に足元に落としたトロンボーンのケースを足で跳はね上げた。

　ケースには留め金がかけられておらず、中から黒光りする板金を何枚も重ね合わせた籠手ガントレツトが飛び出してくる。悪鬼はそれを摑つかみ、前ぜん腕わんが赤い結けつ晶しよう体たいに変化した右腕を通した。

「グ、が、ガガ、ガゥアアアアッ!!」

　悪あつ鬼きは怒いかりを露あらわに突とつ進しんしてくるナイトメアを見据すえ、右腕うでを引く。

　すると指を覆おおう板金の隙すき間まから、血液のように紅あかいが透とう過か性せいのある液体が溢あふれ出て、手しゆ刀とうの形にした手に纏まとわりつくと凝ぎよう固こし、刃は物ものとなった。

　その切っ先をナイトメアに向け、そして一気に踏ふみ込み──

「え──？」

　マイノラの目には、悪鬼の姿が消えたように映った。

　だが、違ちがう。凄すさまじい脚きやく力りよくでもって、一いつ瞬しゆんにしてナイトメアの懐ふところまで接近していたのだ。

「!?　マ、待っテ──」

　悪鬼の槍ランスと化した右腕が、ナイトメアの懇こん願がんと同時に腹を貫つらぬく。

　手刀の先せん端たんには灰色の結けつ晶しよう体たいが刺ささっており、それは砕くだけ散って灰色の液体を撒まき散らした。

「ア……ぁァ……」

　ナイトメアはどこか安あん堵どしたような表情を浮かべ、崩くずれ落ちる。

　どすん、と音が聞こえ、マイノラははっと我に返った。

「お……終わったの……？」

　不意に、「マイノラ！　無事か？」と声が背後から聞こえてきた。振ふり返ると、ハーバートがタクティカルベストを着て短機関銃サブマシンガンを携けい行こうし、透とう明めいで分厚い盾たてを持った者たちを引き連れて戻もどってきたところだった。

「ＧＤガーデイアン・デイテイーズ……？」

「あとは街の治安部隊である彼らに任せておけ。すぐにこの混乱の収拾をつけくれることだろう。さあ、邪じや魔まになる前に退たい避ひするぞ」

　しかし、マイノラは立ち上がるとハーバートの手を払はらい除のけ、前へ一歩踏み出した。

「……お父様、教えて。あの人もナイトメアなの？　あの悪鬼のような彼も……」

「悪鬼？　……そうか、お前は初めて見るのか。あれが《人アなウらトざサるイもダのー》だ。ＧＤに所属する特とく殊しゆ隊員であり、ナイトメアに対たい抗こうし得る人間兵器といったところだな」

「わたしと同じく胞ほう子しの光を浴びているのよね？　でも、彼には理性があったわ」

「ごく稀まれに現れるのだよ。ナイトメアと違って殺人衝しよう動どうに支配されず、人の形を保ち、特異な力を自身の意志で操あやつることが出来る者が」

「それが……アウトサイダー……」

「しかし、こんなところで遭そう遇ぐうするとは奇き妙みような縁えんがあったものだ」

「どういうこと？」

「あの悪鬼のようなアウトサイダーが、先ほど説明したお前につける護衛なのだよ」

　マイノラは胸の奥の激しい鼓こ動どうに突つき動かされ、喘あえぐように息を吐はいた。

　打ち倒たおした敵を目の前に月を見上げる悪鬼の顔──元の少年の姿の時に見せた顔は、どこか陰いん鬱うつで、悲しみを湛たたえた目をしていた。

　それはまるで、鏡の中に映る自分の顔のようで──

「彼が……わたしに会いに来てくれる……」

　胸が苦しくなり、目が熱くなる。

　頰ほおに、涙なみだが伝った。涸かれ果ててしまったのだと思っていた涙が、溢あふれ出して止まらない。

「お母様……十年も待ったけど……ようやく出会えました……」







「お疲つかれー。さっき心臓をぶち抜ぬかれてたように見えたけど、平気？」

　悪あつ鬼きは背後を振ふり返り、ライトブラウンの髪かみを後ろで纏まとめている女性が近づいてくるのが見えると、ほっと息を吐はいた。

　それからぐっと体に力を込める。途と端たん、外がい殻かくに罅ひびが入ってばらばらと崩くずれだし、悪鬼の姿に変異していた少年──イオトは、本来の肉体を現した。

「フェルさん、来てたんですか」

「同どう僚りようが無茶してないかと思ってね」

　フェルは屈かがみ、ブラウスの裾すそを結んでヘソを露あらわにしている腰こしに手を当てると、イオトの胸をじろじろと観察し始める。服に穴は開いているが、肉体には傷らしい傷は一つもない。

「さすがの治ち癒ゆ力だけどさ、籠手ガントレツトは最初から装備しておきなさいよ。右腕うでのコアを壊こわされたら、あんたが力失うんだからね」

「分かってます。必要ないかと思って」

　微ほほ笑えんでみせると、フェルはどこか不満そうな表情を浮かべて小さく息を吐いた。

「……いつも通りね。任務の内容も、あんたのその表情もさ」

「表情？　ええっと……そうですね。今日も楽な仕事でした」

　巨きよ大だいな担たん架かで運ばれていく気絶したナイトメアに目を向け、そこで気づく。

　野や次じ馬うまの向こう側がわに白いワンピースを着た一人の少女が、まるで夜の闇やみに浮き出るかのように立っている。彼女は拭ぬぐうこともせずぼろぼろと涙を流し続け、悲しみというよりは歓かん喜きに打ち震ふるえるかのような表情をしていた。

（さっきの子か……そんなに怖こわかったのかな……？）

　その時、「全員退たい避ひ！　胞ほう子しが来るぞ！」と大声が響ひびき渡わたった。

　すぐに警けい鐘しようが街のあちこちに設置されているスピーカーから鳴り始め、野や次じ馬うまたちと普通の人間であるＧＤの隊員たちが色めき立つ。「まずい、まずい！」「早くしろ、どけ！」と声を荒あらげながら近くの建物の中に避ひ難なんすると、室内を密閉するように窓の鎧よろい戸どを閉じ、シャッターを下ろす音を響かせた。

　それから間もなくして、拳こぶし大だいほどの綿毛のような物が頭上に現れた。海岸から漂ただよってきたそれらは風がないにも関かかわらず、ふわり、ふわり、と内陸へと進み、薄うつすら放つ怪あやしげな輝かがやきで夜の空を照らし出している。

「あらら、大群ね。まるで天の川みたい。近いうちにまた一仕事あるわよ、きっと」

「その時は戦うまでです。僕たちは、アウトサイダーなんですから」

　ふと思い出したように振ふり返るが、少女の姿はなく、その通りは閑かん散さんとしていた。

（怪け我が、してなければいいけど……）

　何となしに少女がいたところを眺ながめていると、目の前に一つの胞ほう子しが下りてきた。

　そっと手で触ふれると、胞子は銀色とも白とも判別がつかない独特な輝かがやきを放った。

「……無む駄だだよ。僕はすでに、人じゃないから……」

　イオトは胞子を握にぎり潰つぶし、空を見上げて心の中で呟つぶやく。

　……今日も多くの人が殺され、そして『殺して』しまったのだろう、と。
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　　　　　　　第一幕　二人の始まり







　昨晩の狂きよう騒そうの余よ韻いんも消え、水平線から昇のぼってきた太陽の光のもとに人々が各おの々おのの生活の営みを始めた頃ころ。《胞ほう子し災さい害がい対策機関》──通つう称しよう《ＧＤ》のホールに荒あら々あらしい声が響ひびき渡わたった。

「そうじゃねえだろ！　分からねえのか？」

　そう言って唾つばを撒まき散らしているのは、建築系部署の一団を率いるリーダー格の男だった。

　早朝とはいえ、その巨きよ大だいな建物は職員の他ほか、胞子災害の被ひ害がい者しやが解決の依い頼らいに詰つめかけているため、怒ど鳴なられているイオトは注目の的だった。

「ほ、本当にすみません。以後、余よ所そ見みして歩かないよう気をつけますから」

「だぁから、肩かたがぶつかったことを言ってるんじゃねえ！　俺が言いたいのは街のことだ！　一週間前の戦せん闘とうで家屋一ひと棟むねおじゃんにしやがっただろうが！　それだけじゃねえ、その前もその前の前も、建て直したばっかりのものをよお……！」

「ですが、相手はナイトメアです。他のことを気にする余よ裕ゆうはありません」

「ああ、そうだろうさ！　だからこそ、ＧＤは各分野に特化した部署を置いてんだ！　お前たちが存分に戦えるようにな！　だが、お前さんの礼れい儀ぎと誠意の欠いた破は壊かいありきの戦い方は──」

　終わりの見えない男の文句に困り果て、「どうしたものだろう」と考えていると、人だかりから飛び出してくる者がいた。

「あ、フェルさん……」

「何よ、何の騒さわぎ？」

　フェルの一ひと睨にらみで男は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せたが、しかし尚なおも口を閉ざそうとはしない。

「いくら嬢じようちゃんだからって邪じや魔まはさせねえぞ！　今こいつに説教かましてんだ！　今日という今日は言ってやらなきゃ気が済まねえ！」

「屈くつ強きような男たちが子供一人囲んでたら、弱い者イジメにしか見えないわよ。ほら、これでも眺ながめて落ち着きなよ」

　フェルが拳こぶしを突つき出した瞬間、手の中から色とりどりの花が顔を出し、男の鼻をくすぐった。

　すると、彼だけではなく背後で静観していた男の仲間たちと観衆の表情も強こわ張ばり出す。

「……馬ば鹿か言うんじゃねえよ。弱者は俺たちの方だろうが。嬢ちゃんのように体から植物を生やすことも出来なければ、こいつと違って心臓を貫つらぬかれたら死んじまうんだから……」

　男は深く息を吐はき、額の青筋を引っ込めると背を向けた。

「ちっ、冷めちまったぜ……とにかく、だ。ナイトメアを倒たおすだけが、街や人を守るってことじゃねえってことを肝きもに銘めいじておけ。それだけだ」

　男が去っていくと、仲間たちが慌あわてて後に続いた。その際、一度フェルに顔を向けて笑え顔がおを浮かべるなり手を振ふってみせるなりするのだが、イオトには険しく厳しい顔だけを見せ、「……人のフリしてんじゃねえぞ。死神が」と、捨すて台詞ぜりふを吐はく者もいた。

「気にすんじゃないわよ、イオト」

「平気です。いつものことですから」

「ならいいんだけど。そんじゃ行きましょ、署長が待ってるわ」

　言うや否いなや、フェルはさっさと歩いて行ってしまうので、イオトは慌てて彼女の後を追った。

「あの、ありがとうございました。困っていたので助かりました」

「あんたしょっちゅう絡からまれるわね。一昨日おとといは捜そう査さ系の部署に怒ど鳴なられてなかったっけ？」

「僕の変異した姿に怯おびえた新人が辞やめてしまったそうです」

「で、今日は街を壊こわすなと文句を言われたわけだ」

　イオトは頷うなずき、思わず溜ため息いきを吐ついてしまった。

「活かつ躍やくすれば待たい遇ぐうが良くなるんですから、不都合はないと思うんですが……」

「今はほら、市長が推おし進めてる歴史復元キャンペーンのせいで大変なのよ。街を修しゆう繕ぜんするにしても、今までにない様式で直さなくちゃいけないから手間がかかるんだってさ」

　フェルの視線を辿たどって廊ろう下かの窓から外を見やれば、石いし畳だたみの道、そして駒こま形がた切きり妻づま屋根の建物が立ち並ぶ統とう一いつ的で古風な街が広がっている。

「数年でよくここまで綺き麗れいに出来ましたよね」

「あのぼろ臭くさくて、色んな様式の建物が混ざり合ってる街並みが好きだったんだけどな。血税使ってなにやってんだか……」

「え、血税って？」

「あんた、大だい災さい害がい前の世界地図見たことある？」

「いえ」

「まるで異世界の地図に見えるわよ。海岸沿いにあるこの街なんて、昔は内陸に存在したんだから」

「なら、大災害前の街並みなんて復元しようがないんじゃ……」

「そう、そうなのよ！　なのに市長のやつ、自分の懐かい古こ趣しゆ味みのためにあたしたちの税金で無茶苦茶やってるわけ！　腹立たない!?」

「そ、そうですね」

「まあとにかく、建築系の部署は苦労してんのよ。とはいえ、絡まれるのはあんた自身のせいでもあるんだからね。みんな怖こわがってんのよ、あんたのことを。だから過か剰じように反応しちゃうのよ」

「怖こわい、ですか……」

　まあ、仕方がないことか。イオトはそう思うのだが、それを読みとったかのようにフェルが言う。

「……一応言っておくけど、ナイトメアと同一視されてるってことじゃないからね」

「違ちがうんですか？」

「理性の有る無しの判断は難しいけど、体を異い形ぎよう化させて元に戻もどるところを見れば、誰だれだってナイトメアとは別物だって分かるじゃん。ナイトメアはもう人には戻れないんだから」

「じゃあ、どうして僕だけが過か剰じように怖がられるんでしょうか……」

「あんたってさ、傷だらけにされても平然として、変異したら悪あく魔まみたいな怖い姿になって、でも普ふ段だんは愛想笑いを浮かべてハッキリものを言わないじゃない。ギャップがあり過ぎて気味悪がられてんのよ。もっと素す直なおに生きないと」

「……確かに、裏表のないフェルさんは慕したわれてますよね」

「ま、あたしは綺き麗れいでグラマーな大人の女だから黙だまってても人が集まっちゃうんだけどねぇ」

「大人って……まだ二十一でしょう？」

「十七歳のあんたよりは大人よ──と、ようやく到とう着ちやくね。あーもう、かったるいんだから」

　二人は廊ろう下かの最さい奥おうに辿たどり着き、フェルは【オフィス　ブリット・サービス】と書かれたプレートが貼はりつけられたアルミの扉とびらを開いた。

「署長、そろそろ移動の申しん請せいしようよ。中央棟とうから遠過ぎ。だるくて仕方ないわ。それに……油と火薬臭くさいのよね」

　フェルと小階段を下りると、小階段下の仮か眠みん室に入ろうとしていたぼさぼさ頭の白衣の男が振ふり向き、眼鏡を押し上げて文句を言ってきた。

「ようやく来たか。指定した時刻を十分も過ぎているぞ」

「すみません、ケィニッドさん……緊きん急きゆうの用ということでしたけど、任務ですか？」

「そうなんだが、少し待っていてくれ。これを届けたら話そう」

　紅茶が注がれたティーカップを翳かざしてみせ、彼は仮眠室へと入っていく。そして漏もれ聞こえてくるのは二人分の声。

「──具合はどうだい？」

「──横になったら少し良くなったわ」

「──それは良かった。パックだけど紅茶を用意したよ。さあ、どうぞ──」

　イオトは「来客ですか？　珍めずらしいですね、直接依い頼らいしてくるなんて」とフェルに訊たずねてみるのだが、彼女はすぐには返答せず、肩かたを竦すくめてみせた。

「いや、預かってるだけ。誰かは聞かないでよ。ＧＤ内で名前を口にするなって命令だから」

「フェルさんは事情を知ってるんですか？」

「どこかの誰かさんと違って、きっかり集合時刻にここにいたからね」

　フェルはそう言うと壁かべ際ぎわの穴の開いたソファに寝ね転ころび、傍そばのラックから雑誌を手に取って眺ながめ始めてしまう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになったイオトも仮か眠みん室の前から離はなれ、習慣通りソファの横へと向かった。デスクに置かれている液えき晶しようディスプレイの画面に触ふれ、起動を確かく認にん。備えつけのカードリーダーに自分のＩＤカードを通して認証を済ますと、画面には《ブリット・サービス》へ届いた依い頼らいの一いち覧らんが表示される。

　胞ほう子しの飛来をいち早く街に知らせるための海上観測部署から、胞子に触れてしまった隊員の病院への移送を願う依頼が一通。ナイトメア捜そう索さくを専門とする部署から、ナイトメアとの遭そう遇ぐうの可能性があるために同行を求める内容の依頼も来ている。

　しかし、イオトはより緊きん急きゆう性があり危険度が高いものを探した。

　すると、ナイトメア発見の報告と『至急』と書かれた依頼を見つける。

（昨晩みたいに楽な任務じゃなければいいけど……）

　そう願いつつ、受理するために操作しようとしたところ、

【不正アクセスを検出　このＩＤは現在凍とう結けつされています】

　という不気味な文字列が表示された。

「な、何だこれ？」

「やれやれ、やっぱりか」

「うわっ！」

　大きな溜ため息いきに驚おどろいて振ふり返ると、いつの間にか険しい顔をしたケィニッドが立っていた。

「イオト君。残念なことだが、君の期限付きの謹きん慎しん処分が決まった」

「えっ、どうしてですか!?」

「ＧＤ内の百近い部署と約一万人の構成員で、たった三十人足らずのアウトサイダーの取り合いが起きているのは知っているだろう？　それをやめさせ、活動リスクを平均化するために、サポート専門の《ブリット・サービス》が存在するんじゃないか。だというのに戦せん闘とう部隊ばかりから依頼を受けていたら、そりゃ問題になるさ」

「待ってください。文句を言われただけで処分だなんて、おかしいじゃないですか」

「いやいや、文句じゃないんだ。君の精神状態を疑われたんだよ」

「はい？」

「ここ一ヶ月、君は幾いくつの戦闘任務をこなしてきたと思う？　遠えん征せいも含ふくめると四十三件だ。一いつ睡すいもせず日を跨またいで任務に就つくこともあっただろう。試験的とはいえ、レスポンスを速めるために依頼選別の権利を与あたえているのは確かだが……しかし君は危険任務に偏かたより過ぎだ。基本給以外の報ほう酬しゆうが貰もらえるわけでもないのにその数をこなし続けたとなると、異常と思われても仕方がない」

　ケィニッド自身もそう思っているらしく、向けてくる眼まな差ざしは鋭するどい。

「幾いくら傷を負っても影かげの中の手が治してくれるので命の危険はないですし、体力には自信があります。申し立ては無意味ですよ」

「ああ、そうだろうな。しかし、理解されていなければ意味がない」

　イオトは溜ため息いきを吐つき、不吉な文字を映し続けるモニタを見やった。

「……それで、こんなトラップをしかけられていたんですか」

「『任務後二十四時間以内に危険任務を引き受けようとした場合、謹きん慎しん処分とする』──と、私が強ごう引いんに押し通さなければ、問答無用で精神科に連れていかれるところだったんだ。感謝してくれよ」

　と、それまで静観していたフェルが雑誌を放ほうり出して訊たずねてきた。

「んじゃあ、あたしら今後どうなんの？　この後、確か倉庫街の捜そう索さくに加わるはずよね？」

「フェル君に制限はかからないから、イオト君の謹慎が解けるまでは私と二人で活動を続けることになる。で、イオト君には頭を冷やすついでに、ある任務に就ついて欲しい。あ、いや任務というか……ごく個人的な頼たのみなんだ。ある人の護衛を頼みたくて、その対象は──」

　そこでケィニッドは「おーい、こっちへ来てもらえるかい？」と仮か眠みん室に呼びかけた。しかし反応がなく、「おかしいな」と呟つぶやいた彼は仮眠室へと向かった。

　イオトとフェルも後に続き、裸はだか電球で照らし出された簡素で狭せま苦くるしい部屋へと踏ふみ入った。

　奥にはベッドが置かれており、ケィニッドは跪ひざまずいて寝ねている者の顔を覗のぞき込んでいる。近づいて覗き込むと、そこには上品な白いワンピース姿の美しい少女が横たわっていた。

「あれ、この子……」

　背せ丈たけは百六十センチほど。波打つ長いブロンドの髪かみに、きめ細かく綺き麗れいな白い肌はだ。整った顔立ちと少し鋭えい利りな大きな目──芸術的な美び貌ぼうだが、人間味のある可か憐れんさも内包しているその姿は記き憶おくに新しい。

「何よ、あんた。知り合い？」

「いや、知り合いというか、昨晩の任務の現場で見かけて──、っ!?」

　不意に何かが頰ほおに触ふれた。見れば、玉たま汗あせを流して苦しそうにしている少女が目を見開いており、鮮あざやかな淡あわいブルーの瞳ひとみをイオトへと向け、その小さな手を必死に差し伸のべていた。

「あぁ……ようやく……」

　少女はそう言うと力なく手を布ふ団とんに落とし、意識を失ってしまった。

「一体、何なんですか？」

　ケィニッドは少女の手首の脈を測って黙だまり込み、イオトの問いに答えない。

　そしてすぐに、「これはまずいな……」と切せつ迫ぱくした声を発し、険しい顔で指示を飛ばした。

「二人とも、すぐに出るぞ。戦せん闘とう準備を怠おこたるな」







「《ブリット・サービス》の支し援えん者の娘むすめ……ですか」

　石いし畳だたみの僅わずかな段差に揺ゆれるワゴン・カーの中。後部座席のイオトはオフィスから持ち出したトロンボーンケースから籠手ガントレツトを取り出し、右腕うでに嵌はめて調子を確かく認にんしながら隣となりのシートに横たわる少女を見やった。

「マイノラちゃんよ。訳あってとある団体に命を狙ねらわれているんだと」

　おざなりにそう言った助手席のフェルは、スライドに『Kassothaカソーサ,always with meいつも一緒よ』と刻まれた三十八口こう径けい自動式拳銃オートマチツクのマガジンの中身を確認していた。特とく殊しゆなメッキ加工を施ほどこした銀色の銃じゆう身しんは、陽光を浴びて桃もも色いろの輝かがやきを見せている。

「そういうことならオフィスで匿かくまっていれば良かったのでは？」

　訊たずねると、ケィニッドが「そうもいかない」と口を開いた。

「様子を見るに、持病の発ほつ作さが起きてしまったようなんだ。対処出来る彼女の父親のもとへ届けなければならない。しかし、何というか、うーん……」

「何ですか？」

「頭を冷やすついでにと言ったが、正直、この仕事を任せるのは不本意なんだよなぁ」

　イオトは「どういうことでしょうか？」という念を込めてフェルに視線を向けるが、彼女は「さあ」とでも言うように肩かたを竦すくめるだけだった。

「よく分かりませんが……とにかく、早く終わらせましょう」

「ん？　早くって、何か用事でもあるのかい？」

「ええ、本部の監かん察さつ委員に」

「あ～……謹きん慎しん解除を訴うつたえに行くってことか。言っておくが、たとえ謹慎が解けたとしても護衛任務は決定事じ項こうだ。続けてもらうよ」

「具体的にいつまでですか？」

「答えられない。秘密ということではなく、いつになるか判然としない、という意味だ」

　何だそれはとイオトは頭を抱かかえそうになった。

「すみません、ケィニッドさん……僕にはどうしても、力の無む駄だ遣づかいとしか思えません」

「どういう意味だい？」

「近代兵器が通じない以上、ナイトメアを倒たおせるのは僕たちだけです。護衛のように他ほかの人でも出来ることは他の人に任せて、僕は戦うことに専念するべきでは？」

　そう訴えると、ケィニッドとフェルが一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。すぐに正面へ向き直るが、バックミラーに映る彼らの表情には哀あわれみが含ふくまれていた。

「スポンサーの意向なんだよ。断れるものなら断っているさ──と、随ずい分ぶんと混んでるな」

　街の北西部の住宅街に差し掛かかったところで渋じゆう滞たいにぶつかってしまい、ケィニッドはハンドルを切って無理やり横の路地へとワゴンを進ませる。

「……拒きよ否ひ権はない、ということでしょうか？」

「そういうことだ、諦あきらめてくれ。君の凄せい惨さんな過去を思うと……戦うことに固こ執しつしてしまうのはよく分かるがね」

「っ！　それは──」

　不意に血の臭においが鼻を突つき、イオトは言葉を飲み込んだ。

　さっと周囲に視線をめぐらすが、自分、フェル、ケィニッド、そして少女にも出血した様子はなく、幻まぼろしの臭いでしかなかった。それはすぐに消えてなくなるものの、口元に血の臭いが蟠わだかまっているような気がして、微かすかな吐はき気けに顔を俯うつむけた。

「どうしたのよ？　体調不良？」

「いえ……何でもありません」

「そう？　なら良かった。これから一仕事ありそうだから安心したわ」

　フェルの視線がサイドミラーに向けられていることに気づき、イオトは背後を振ふり返った。すると、並べられている拳銃ハンドガン、短機関銃サブマシンガン、小銃ライフルの向こう側がわ、トランクの小窓から一台のバンが見えた。

「ねえ署長、なんか変じゃない？　こんな住宅街で渋じゆう滞たいなんて」

「裏通りに入ってから、あのバンしか見かけていないこともな。ふむ、車体には清せい掃そう会社のロゴが見えるが──」

　と、ケィニッドが言いかけた時、通りかかった路地から人ひと影かげが飛び出し、ベルトのようなものを転がしてきた。

　それを踏ふんだ途と端たん、強きよう烈れつな破は裂れつ音とともに車体が沈しずみ、タイヤから煙けむりが立ち上ってきた。

「きゃっ、パンク!?」

「くそっ、スパイクベルトを踏まされた！　イオト君、マイノラ君を押さえていてくれ！」

「もうやってます！」

　ケィニッドが暴れる車を路ろ肩かたに停とめると、イオトたちは揃そろって背後へと振り返った。

　スパイクベルトの手前で停車したバンから男が四人。そして、ベルトを投げてきたと思われる一人が路地から現れ、こちらに向かってきていた。統一された青い衣服と鍔つば付き帽ぼう子しという格好は清掃業者に見えなくもないが、彼らの手には清掃用具の代わりに拳銃が握にぎられている。

「どこで嗅かぎつけてきたのやら……用意はいいな、二人とも」

　それまでの柔にゆう和わな顔つきをがらりと変え、ケィニッドは鋭するどい眼まな差ざしを向けてきた。

「このまま大通りに出ると事故を起こしかねない。したがってここで対処するが、相手は人だ。当然、殺してはならない。しかし、ここには守らなければならない存在がいる。フェル君は防ぼう御ぎよ、イオト君は攻こう撃げき。その役割を全まつとうしつつ規則を遵じゆん守しゆし、全力で事に当たれ」

　イオトはフェルに目配せし、彼女とともに言った。

「「了りよう解かい」」

　二人は同時に車から飛び降り、イオトは一人、躊ちゆう躇ちよなく襲しゆう撃げき者たちに向かって駆かけ出した。

　彼らは驚おどろきを見せるが、しかし反応は早い。すぐに銃じゆうを構え、容よう赦しやなくトリガーを引いた。

　数発がイオトの体に吸い込まれるように着ちやく弾だん。被ひ弾だんによる凄すさまじい衝しよう撃げきは体中を駆かけ巡めぐり、骨を砕くだく。脇わき腹ばらや頰ほおの肉を抉えぐり取り、大だい腿たい部ぶに穴を開け、血が飛び散った。

　イオトはたたらを踏ふみ、衝撃で体が後ろに流れるが──しかし、倒たおれることはない。

「────ッ！」

　右腕うでに力を込めた途と端たん、籠手ガントレツトに包まれている前ぜん腕わん部が結けつ晶しよう体たい──《コア》と化し、赤い光を放ち始めた。

　コアによって生み出される魔ま的な力によって地面の影かげが溶とけて広がり、そこから無数の手が溢あふれ出した。それらは溶けるかのように傷に入り込むと弾丸を押し出し、ぷつりと地面から切り離はなされると、傷口の中で肉へと変へん貌ぼうして完全に傷を塞ふさいだ。

「なっ、アウトサイダーか……!?」

　襲撃者の驚きの声に応こたえるように、イオトは影に命令を送って無数の手を体に纏まとわりつかせた。衣服ごと全身を包み込み硬化することで外殻が形成され、そして周囲で螺旋を描く黒い手たちが弾けるように消え去ると、現れたのは悪あつ鬼きの姿──

　襲撃者は果か敢かんにも再び銃を構えるが、それよりも早く、フェルがワゴンを盾たてに銃弾を撃うち放った。弾丸は襲撃者よりも手前に着弾し、潰つぶれた弾頭からフェルの能力で生み出した種子が撒まき散らされると、凄すさまじい速度で成長して太い幹となる。

　それは様々な種類の花を実らせた枝を複雑に伸のばし、両者を隔へだてる壁かべとなった。

「くそ、退たい避ひだ、退避！」

　襲撃者たちが後退しようとした時、すでにイオトは立ち並ぶ建物の壁面を駆け抜け、そして襲撃者を飛び越こえるように跳ちよう躍やくしていた。

　太陽を背に空中で体勢を整えると、左手を添そえて籠手を装備した右手を突つき出す。

　内部機構によって体液と凝ぎよう固こ剤ざいを混ぜ合わせ、掌てのひらの射出口から連続射出──

　凝固した体液は巨きよ大だいな真しん紅くの針となり、雨のように降り注いで襲撃者たちの銃を撃ち落としていく。

「──ッ！」

　くるりと回転して着地すると、籠手の手の甲こうの部分の板金が跳はね上がり、中のシリンダーのような穴から空になった凝固剤のケースが弾はじき出される。それが地面に落ちて金属音を鳴らす中、イオトは針のむしろの中で立たち往おう生じようしている襲撃者を睨にらみつけた。

「観念して投降してください。少し押し出すだけで、深い傷を負いますよ」

　驚かせるパフォーマンスとしてはこれで十分のはず。イオトはそう高を括くくっていた。

　だが、襲撃者たちは視線で合図をしあうと、軽かろやかな身のこなしで針を飛び越こえてバンへと逃にげていく。

「逃がすかッ！」

　咄とつ嗟さに追いかけ、最さい後こう尾びの男の襟えりを摑つかもうと手を伸のばすが、体を捩よじるだけで躱かわされてしまう。

「なっ!?　この──」

「深追いはしなくていい！　これ以上の市街地での戦せん闘とうは危険だ！」

　ケィニッドの制止に足を止め、その間に襲しゆう撃げき者たちはバンに乗り込んで去って行ってしまう。まだ間に合うが、植物の壁かべの隙すき間まから送られてくるケィニッドの鋭するどい視線によって引き止められ、イオトは渋しぶ々しぶ襲撃者たちを見送った。

「拍ひよう子し抜ぬけするぐらい呆あつ気けなかったわね。ま、当然っちゃ当然だけど」

　パチンと指を鳴らす音が聞こえると、道に生えていた植物が地面へと吸い込まれるように消え、フェルがケィニッドを連れて姿を現した。

「ですが、随ずい分ぶん訓練されていたようです……一体何者なんですか？」

　ケィニッドを見やると、「今のはただの傭よう兵へいだろう」と彼は言った。

「問題の雇こ用よう主ぬしは『胞ほう子し信しん奉ぽう者しや』という連中なんだが、知ってるかい？　世界は終末へ向かっているとして、滅ほろびを受け入れた宗教団体だ。胞子の光を浴びることで苦く悩のうから解き放たれ、幸福のままに死ねると信じているらしい」

「そんな団体がどうして一人の少女を……？」

　ケィニッドが答えようとしたその時、背後から物音が聞こえてきた。振ふり返ると、ワゴンから降りてきた少女がドアに寄りかかって体を支えていた。

「気がついたみたいですね」

　と、そこで少女の体がふらりと揺ゆれた。

　イオトはすぐに彼女のもとへ駆かけつけ、崩くずれ落ちたところを間かん一いつ髪ぱつで受け止めることに成功する。しかし目は閉ざれ、ブロンドの髪かみがかかる顔は血の気が引いており、肌はだの白さと相まって生きているようには見えない。

　まさか、と首の脈を測ろうと手を伸のばすと、不意に切れ長の目が開いた。ほっとしかけるが、美しい目は泳ぐように彷徨さまよって定まらない。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声をかけると、少女は真まっ直すぐイオトを見据すえた。

　そしてうな垂だれるように首を垂らし、苦しそうな声を上げ、

「──え？」

「……ぁ……ァア！」

　その瞳ひとみが、突とつ如じよとして禍まが々まがしい金色に輝かがやき出す。

　少女は呻うめきとも咆ほう哮こうともつかない声を上げ、両腕うでを突つき出してきた。

「っ、ナイトメア!?」

　はっとして避よけるも、鋭するどく尖とがるように変化した爪つめに頰ほおを抉えぐられてしまう。

　少女を突き飛ばして一歩後退すると、再び気を失って倒たおれふす少女に向けて籠手ガントレツトを構える。

　すると、「ま、待て待て！　攻こう撃げきしちゃ駄だ目めだ！」とケィニッドが目の前に飛び出してきた。

「ケィニッドさん!?　危険です、早く離はなれてください！」

「大だい丈じよう夫ぶだから構えを解け！　これは命令だ！」

「どうしてですか!?　早く無力化しないと、市民に犠ぎ牲せいが──」

　言いかけたところで、第三者の声が割って入ってきた。

「すぐにその腕うでを下ろせ。その子はナイトメアではない」

　はっとして振ふり返ると、銃じゆうを構えているフェルの背後にジープを一台引き連れた高級車が停とめられており、スーツ姿の男が降りてくるところだった。

「ケィニッド、まだ説明していないのか？」

「すまない、急いでいたものでね。しかし、どうして私たちの居場所が分かったんだ？」

「マイノラには発信機を持たせてあるのだ。こちらに向かうと連れん絡らくがあって監かん視ししていたのだが、突とつ然ぜん動きがなくなったので迎むかえに来た。しかし、心配は無用だったようだな」

　スーツ姿の男はイオトたちの横を通り過ぎ、気を失って倒たおれている少女を抱かかえ上げると車へと運んでいく。

　横を通り過ぎる際、不ふ審しんげに見守っていたイオトは、少女の変化に気づいた。

「指先が、元に戻もどってる……？」

　その言葉にハーバートは反応を示し、立ち止まって振り返ってきた。

「この子は特別なのだ。だから守らねばならない。よろしく頼たのむよ、イオト君」

　覗のぞき込んでくるその目は少女と同じ美しいブルーだというのに、どこか淀よどんでいる。

　眼まな差ざしの鋭えい利りさと、そこに宿る暗い何かを感じ取ったイオトは寒さむ気けのようなものを覚え、「は、はあ」と中ちゆう途と半はん端ぱな返事をすることしか出来なかった。







　市街地から離はなれたイオトたちは街の北西部に向かい、古い墓地を抜ぬけた先の深い森の中にあるハーバートの屋や敷しきへと向かった。

　少女──マイノラを自室のベッドに寝ねかせて何かの薬を投とう与よし、応接室に移動して一息吐ついた後、「まず私について話しておこう」というハーバートの一言から事態の説明が始まった。

「私はハーバート。君たち《ブリット・サービス》の支し援えん者しやであり、マイノラの父親だ。同じくＧＤに所属し、ＡＨＤ発はつ症しよう者のための薬品開発に携たずさわっている」

　イオトはソファの上で居住まいを正し、「あの、ＡＨＤとは？」と向かい側のハーバートに訊たずねた。

「胞ほう子しの光を浴びた者の身に起こる、肉体の形態変異メタモルフオーゼや特異能力を身につける症状のことだ。巷ちまたでは『ナイトメア化』などと言われているようだが、正しくは《アラン・ハルゼイ病》──略してＡＨＤと呼ぶ。ちなみに、君たちもその病気に罹かかっているということになる」

　するとなぜか、ハーバートの横に立っていたケィニッドが誇ほこらしげな表情を浮かべた。

「こいつがまた稀き代だいの天才でね。今現在、ＡＨＤ治ち療りよう薬やくを開発しているところなんだ」

「治療薬？　それって、あたしたちを普ふ通つうの人間に戻もどす薬ってこと？」

　イオトの隣となりに座るフェルが訊たずねると、ハーバートは神しん妙みような顔をして語り出した。

「私の娘むすめがＡＨＤを発はつ症しようしているのは、先ほど見てもらった通りだ。しかし、あの子の症状はもう何年もフェイズ２の末期状態のまま進行していないのだよ。先ほどは発ほつ作さが起きてしまったようだが、普段はしっかりと理性を保っているのだ」

　それを聞いて「フェイズ２……？」とイオトは呟つぶやき、眉まゆをひそめた。

「ＡＨＤの症状には段階があるのだ。発熱で意識を失った状態をフェイズ１、意識を取り戻してから人格変異が起こり、殺人を衝しよう動どう的に行う状態になるとフェイズ２……そして肉体が人ならざる異い形ぎようへと形態変異メタモルフオーゼすると、ナイトメアと呼こ称しようされるフェイズ３と判断されるのだよ」

「す、すみません、それは知っています。ただ、それに照らし合わせると彼女はフェイズ３相当に思えたので、少し引っ掛かかったんです」

　疑ぎ惑わくの目を向けると、ハーバートは自身の首をトントンと指で叩たたいてみせた。

「彼らナイトメアが意図的に隠かくすため、目にする機会が少なくＧＤ内でもあまり浸しん透とうしていないのだが……ナイトメアの首には必ず、《燃え上がる目レツドアイ》と呼ばれる、黒く縁ふちどられた赤い目のような痣あざが現れる。首輪のように、一周する形でだ。マイノラにはなかっただろう？」

「そういえば……では、彼女はアウトサイダーなんですか？」

「いや、あの子がナイトメア側がわであることは間ま違ちがいない。理性の回復と人格の復元、そして小規模の変異が治るのも、私が開発した薬によるものだ。この意味が分かるかね？」

　するとフェルが、「ちょ、ちょっとそれすごいじゃん！」と声を上げた。それもそのはず、ＡＨＤは不治の病であり、未いまだ治療薬はなく、症状を遅おくらせることが精せい一いつ杯ぱい──それがイオトたちの常識だった。

「しかし、停てい滞たいしたままかなりの月日が経たっている。教義に反するとして胞ほう子し信しん奉ぽう者しやどもが妨ぼう害がいするものだから、更さらに遅れが出始めているのだ。私だけならまだどうとでもなるが、研究成果を一身に受ける娘むすめも攻こう撃げき対象らしく、非常に困っていたのだよ。だからイオト君、君に護衛を任せたいのだ」

「どうして僕なんですか？　ＧＤに依い頼らいすれば、幾いくらでも人員を割さいてくれるはずです」

「私の研究内容が外部に漏もれたのは、ＧＤで極ごく秘ひに活動していた以上、組織の中に内通者が紛まぎれ込んでいるからとしか考えられん。その者がどれほど中ちゆう枢すうへ食い込んでいるのか分からない今は、組織そのものを相手取る気持ちでなければならない」

「ＧＤの一員である僕に依い頼らいするのも、同じように危険だと思うんですが」

「ケィニッドは私の知る中で最も信頼出来る男だ。その彼に雇やとわれているのだから、君も同様に安全な存在に違ちがいない。私はそう考えている。しかしそれよりも、だ。不死性に近い能力と高い戦せん闘とう能力は護衛にうってつけであり、ＧＤ内ではアウトローというのがまた都合が良い。諜ちよう報ほう員と接せつ触しよくしている可能性が限りなく低いとなれば、これ以上ないほどの逸いつ材ざいなのだよ」

「あ、アウトローって……」

　咄とつ嗟さに否定しようとするが、思い返してみれば、ＧＤ内で言葉を交かわす関係にあるのは同じ部署のフェルとケィニッドだけだった。

「戸と惑まどうのは分かる。が、君にとってメリットのある仕事のはずだ」

「メリット？」

「知っての通り、コアは力を発現する際に結けつ晶しよう化するが、普ふ段だんは肉体に擬ぎ態たいしている。このコアが擬態している肉体の細さい胞ぼう──コア細胞と私は呼んでいるのだが、その細胞内のＤＮＡには必ず一定パターンの異変が生じる。そして──」

　そこでハーバートは身を乗り出し、淀よどんだ眼光を真まっ直すぐに向けてきた。

「マイノラの肉体のあらゆるところから細胞を採さい取しゆし、調べたところ、その全すべてに近しい変化のパターンが見受けられた」

「っ!?　それはつまり、全身がコア化するということですか……？」

「その可能性もあり、部分的にしか変化しない場合も考えられる。しかし問題なのは、それがとてつもなく強力なナイトメアとなる可能性でもあることだ。数、大きさ、そして生命活動に重要な器官がどれほどコア化しているのかで、ＡＨＤ発はつ症しよう者たちの力の差が決まるのだからな。アウトサイダーの力が必要なのは、こういった理由もあるのだ」

　そして、ハーバートは更さらに言葉を重ねる。

「……君は戦うことを使命と考え、そうすることを強く望んでいるそうだな。ならば君にとってこの依い頼らいは、引き受けるべきもののはずだ。そうだろう？」

　まるで心の中を見透すかしたかのような彼の言葉に、心臓がどくんと跳はねた。

　ハーバートの目には確信が浮かび上がっており、そのことが気味悪かったが、しかしそれでもイオトは答えた。

「……確かに、その通りです」

「ならば、引き受けてくれるね？」

「はい」

　握あく手しゆを交かわすと、「まったく、これじゃあ謹きん慎しんになった意味がないな」とケィニッドはぼやいた。

「良い機会だから休きゆう暇かを取るべきだと思っていたんだが……仕方ないか。さて、話も纏まとまったところで私たちは行くとしよう。フェル君、任務に向かうぞ」

「あれ、もうそんな時間？　はぁ、仕方ない。いっちょ行ってくるわ。イオト、無理しないようにね」

　二人が部屋を出て行くのを見送り、今度はハーバートが立ち上がった。

「さて、そろそろ薬が効いて目を覚ます頃ころだろう。私も仕事に戻もどらなければならないのだが、その前に君たちには顔合わせを済ませてもらいたい。ついて来たまえ」

　イオトは頷うなずき、ハーバートに続いてビロードの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた廊ろう下かへと出た。

「この屋や敷しきの防犯体制は？」

「窓は防ぼう弾だんガラスで、各所に防犯カメラを設置してあり、カメラの監かん視し、屋敷の周囲、屋敷まで道を隠かくす森の中の監視は私設の警備隊に任せてある」

「厳重ですね……あの、関係ないことですが、もう一つ聞いていいでしょうか」

「なんだ？」

「使用人とか、その……掃そう除じをする人たちは雇やとっていないんですか？」

　窓まど枠わくや防犯カメラの上もそうだが、見れば周囲に設しつらえられているステンドガラスのランプや絵画の枠にまで埃ほこりが積もっており、館内は静まり返っている。

「ああ、五人ほど雇っている。そのはずなのだが……」

「そのはず？」

「もしや、マイノラがまた……」

　と、そこで、「そういえば」と何かを思い出したようにハーバートが顔を向けてきた。

「君とフェル君は『不殺のコンビ』として有名らしいな。未いまだ一人とてナイトメアを殺さずに捕ほ縛ばくしているという話ではないか」

「フェルさんが生み出した植物がコアの場所を暴あばいてくれるので、そこを潰つぶすことで無力化しています」

「ふむ……ナイトメアも元は人間。人格は復元されないために元の関係を築くことは出来ないだろうが……しかし、家族と再会出来るということそれ自体は実に素す晴ばらしいことだ」

　イオトは差し掛かかった中央階段を上り、二階に上がったところで核かく心しんに触ふれた。

「それはあくまでもフェルさんの力によるものです。なので、もしもの話ですが……マイノラさんがナイトメア化した場合は、覚かく悟ごしてください」

「……構わん。その時は一ひと思おもいにやってくれて。しかし、殺したことのない君に出来るのか？」

「それは……」

　イオトは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってしまうが、しかし小さく息を吐はいた後、静かに答えた。

「心配ありません……人なら、殺したことがありますので……」

　ハーバートは一度イオトを見やり、逡しゆん巡じゆんするかのような間を空けてから「……そうか。そうだったな」と口にした。

「出来るのならば、それで良い。だが、これだけは守って欲しい。可能な限り、人の形を崩くずさないで欲しい」

「は、はあ……崩さない、ですか？」

　意味が分からず真意を訊たずねるべきか迷っていると、突とつ如じよとして悲鳴が聞こえてきた。

　廊ろう下かの一番奥のマイノラの部屋の扉とびらが、バタンッ、と大きな音を立てて開かれ、エプロン姿の中年女性が顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめて飛び出してくる。

「っ！　二人は下がっていてください！」

　早さつ速そく自分の出番か、と意識は即そく座ざに鋭するどくなり、体は瞬しゆん時じに戦せん闘とう態勢となる。

　イオトはコアを起動し、開け放たれた入り口の前に立つと右腕うでを構えた。

　すると突とつ然ぜん、視界は真っ白な何かに埋うめ尽つくされた。

「え、……ッ!?」

　顔面に何かが直ちよく撃げきし、ばふっ、と気の抜ぬけた音を鳴らす。

　そして、少女の大声が鼓こ膜まくを揺ゆらした。

「さっさと出て行って！　そんなに嫌いやなら辞やめてしまって結構よ！　……って、あら？」

　顔から剝はがれて床ゆかに落ちたのは、真っ白な枕まくら。そして、開けた視界には美しい少女が一人。先ほどまで気を失っていたマイノラが、しっかりと目を見開いて深い青の瞳ひとみを露あらわにし、ベッドの上できょとんとしている。
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「あ、れ……？　ナイトメアは？」

　困こん惑わくしていると、背後からけたたましい女性の訴うつたえが聞こえてきた。

「もう無理です！　もう我が慢まんなりません！　今日この時をもって辞めさせていただきますからね！　給料はちゃんと払はらってくださいよ！　いつもの口座に！　今日の分も！」

　女性が去って行くと、ハーバートはやれやれと溜ため息いきを吐つき、部屋の中に踏ふみ入って自分の娘むすめに向かって言った。

「マイノラ、また脅おどかしたのかね」

「……ごめんなさい。でも、あの人と話していると虚むなしくなってくるんだもの……それより、ようやく会えたわね！」

　マイノラの生命力が輝かがやく力強い視線を向けられ、イオトは反射的に姿勢を正した。

「あっ、えっと、僕はＧＤの──」

「説明は不要よ。名前はイオト。そうでしょう？」

「ええ、はい……どうして僕のことを？」

「お父様から聞いたのよ。わたし、あなたが来てくれるのをとても楽しみにしていたの」

「そ、そうなんですか」

「ええ、そうなのよ」

　ふふっ、とマイノラは笑ってみせる。頰ほおにほんのりと赤みが差す様は、まるで精せい巧こうな人形が生命を得て人間となったかのようである。

「さて、無事顔合わせが終わったところで、私もそろそろ仕事に戻もどるよ。すまないが、外に配置してある警備隊との連れん携けいは君たちで図はかってくれ。といっても、君はマイノラの傍そばから離はなれず、彼女の言う通りにしてくれるだけでいい」

　ハーバートの視線を受けてイオトは了りよう承しようを口にしようとするが、それよりも早く、「ちょっと待って」とマイノラが言った。

「お父様、わたしの世話は誰だれがしてくれるのかしら？　先ほど使用人が全すべて辞やめてしまったけれど」

「全てだと？　あれだけいたというのに……後日新たに雇やとい入れるとしても、それまでをどうしたものか」

　するとマイノラは良いことを思いついたとばかりに顔を輝かがやかせ、父親にとんでもない提案をし出す。

「ねえ、イオトに任せたらどうかしら」

「っ!?　ぼ、僕ですか……？」

　まさか、と思いつつハーバートに顔を向けると、彼は「やむを得ないな」と言い出す。

「では、イオト君。しばらくの間、娘の世話もよろしく頼たのむ」

「……あの、初対面の人間に頼んでいいことじゃないように思えますが」

「それだけ信用していると思ってくれて構わない。すまないが、ついでだと思って頼まれてくれ。報ほう酬しゆうは君の望む額を出そう」

　では、と一方的に言い残し、ハーバートは部屋を出て行ってしまった。

　しばし呆ぼう然ぜんとするイオト。言葉を失っていると、「ねえ」とマイノラが声をかけてきた。

「え？　……あ、ああ、すみません。ご用でしょうか？」

「そんなに畏かしこまらないで。敬語なんか使わなくていいのよ」

「そういうわけには……依い頼らい人にんのご家族ですから」

「あなた、歳としは幾いくつなの？」

「十七です」

「わたしは十六歳よ。ほとんど同い歳のようなものだし、一応わたしの方が歳下なんだから、敬語を使うなんて変よ」

「そうもいきません。仕事ですので」

　イオトはつい癖くせで愛想笑いを浮かべてしまう。

　すると、マイノラはさっと表情を曇くもらせた。

「あなたも……そんな顔を向けてくるのね……」

「えっと……すみません、何か気に障さわりましたか？」

「いえ、気にしないで……」

　そうは言うが、しかし彼女の表情は深い悲しみに染まっていた。

　謝罪しようにも原因が分からず、気まずい空気が流れる。それに耐たえられなくなり、「ちょ、ちょっと席を外します」と断って部屋を出た。

　廊ろう下かに出てすぐ、左耳の裏、エラのつけ根あたりの柔やわらかい部分を押す。埋うめ込んである小型通信機のスイッチが入り、雑音が頭の中に響ひびいた。

「ケィニッドさん、聞こえてますか？」

　誰だれもいない虚こ空くうに向かって話しかけると、すぐに頭の中で声が聞こえてきた。

『どうしたんだい？　何かあったのか？』

「その……マイノラさんはどういった人なんでしょうか？　いきなり機き嫌げんを損そこねてしまったみたいで……どうにか機嫌を取り戻もどさせたいんですが、何か助言を──」

『え？　何だって？　すまない、今ちょっと立て込んでるんだ。また後で聞いてあげるよ』

　ぶつ、と音が聞こえたきり、ケィニッドの声は聞こえなくなってしまう。

（ただの護衛任務のはずだったのに、どうしてこうなった……？）

　途と方ほうに暮れていると、室内から悲鳴が上がった。イオトは咄とつ嗟さに部屋の扉とびらを開け放ち、右腕うでを構える。

　しかしそこにはナイトメアも襲しゆう撃げき者の姿もない。ベッドから下りたところで転んでしまったらしく、シーツを体に巻きつかせてじたばたしているマイノラの姿だけがあった。

「や、やだ！　こんな見っともない姿、まじまじと見ないで！」

　イオトは、構えた右腕に装備されている籠手ガントレツトを見やり、それから思わず天を仰あおいでしまった。













　　　　　　　第二幕　焦こがす感情







　目の前にはアルミの簡素な扉とびら。そして【オフィス　ブリット・サービス】のプレート。

　イオトは深々と息を吐はき、決意のこもった眼まな差ざしを真まっ直すぐ扉に向けて押し開く。するとソファに寝ねそべっていたフェルが、読んでいた雑誌の陰かげから顔を出して声をかけてきた。

「あら、イオト。一週間ぶり……って、何かやつれてない？」

「色々ありまして……」

　イオトは小階段を下りると、すぐに部屋の中央にある作業台へと向かった。台の反対側がわでケィニッドが籠手ガントレツトを弄いじり回しており、こちらには気づいていない。

「あの、ケィニッドさん」

「……ん？　やあ、来てたのか。ちょうど今『小さな鍛冶屋リトル・スミス』の修理が終わったところだ」

　ケィニッドは顔を上げ、籠手を差し出してきた。

　イオトはそれに腕うでを通し、掌てのひらを開閉したり手首を折り曲げたりしてみる。各関節ともスムーズに動き、特に問題は見当たらない。

「念のため撃うってみてくれ」

　ケィニッドが台の上の操作盤ばんのスイッチを押すと、奥の壁かべが迫せり上がりその奥の広々とした空間が露あらわになった。分厚いガラスの板で仕切られたボックスが並んでおり、奥には人型の的が立てられている。

　イオトはコアを起動し、肉体を悪あつ鬼きへと形態変異メタモルフオーゼさせるとボックスに入り、眼前に右腕を構えて左手を添そえてぐっと力を込めた。

　ダンッ、と凄すさまじい音を鳴らし、掌中心の大きな射出口とそれの周りに設けられている複数の小さな射出口からも同時に紅あかい針が射出される。点は集まれば面となり、奥の人型の的が一いつ瞬しゆんで跡あと形かたもなく消し飛んでしまった。

「射出も問題ないですし、体液の凝ぎよう固こも上う手まくいっているようです。問題ありません」

　イオトは変異を解き、砕くだけた針が昇しよう華かして立ち込める赤い煙けむりを蹴け散ちらしてボックスから出る。すると、ケィニッドの渋しぶい顔が待ち受けていた。

「おいおい、『体液』だなんて締しまらないだろ。君のその外がい殻かくの中に満ちているのは、肉、骨、内臓に脳まで混ぜ合わさった超ちよう不思議液状物質──液状生命物質エリクシルだ。ぜひとも格好つけてそう呼んでくれたまえ」

「き、機会があれば……」

「それにしても、籠手が郵ゆう送そうされてきた時は驚おどろいたよ。マイノラ君の世話だけで砂じや利りを詰つまらせるとは思いもよらなかったからな。それで、どうしてそんなことになったんだい？」

「その……水たまりに落としてしまったんです」

「は？　水たまり？」

「鳥を捕つかまえる際に邪じや魔まになって外したんですが、その時に手元が狂くるいまして……」

「んん？　一体どんな状じよう況きようなんだ？」

　イオトは説明しようとするのだが、口から出てきたのは深々とした溜ため息いきだった。

「あー……聞かないでおくよ。しかしイオト君、君は籠手ガントレツトをずさんに扱あつかい過ぎる」

　ケィニッドは机からマグカップを取り、冷め切ったコーヒーを啜すすりながら続けた。

「君の右腕うでのコアは類たぐい稀まれな大きさを誇ほこる。だが、惜おしいことに露ろ出しゆつ型だ。何かの拍ひよう子しに傷つけてしまう可能性があるし、コアが力の源だと知っている者が相手の場合、狙ねらい撃うちにあう。それを防ぐために開発したのがその籠手だ。それが君の生命線であることを忘れないでくれ」

「……ええ、分かってます。修理、ありがとうございました」

「うむ。今後ともよろしく頼たのむよ、エース」

「はい」

「それで、今日は籠手の受け取りの他ほかに、何か私に話したいことがあるんだったよね？」

「はい。仕事を辞やめさせてもらおうと思って」

　ケィニッドはコーヒーを盛大に噴ふき出し、びちゃびちゃと床ゆかや白衣を汚よごして大きく咽むせた。

「おいおい、よろしく頼むって言ったばかりじゃないか！　なのに辞意表明って、そりゃないだろう！　何だ？　どういうことだ？　もしかして他の部署からスカウトでもされたのか？」

「え？　あっ！　そういうことではなくて、護衛任務のことです！」

　ケィニッドは何度か目を瞬しばたたかせ、コーヒーまみれの眼鏡を押し上げた。

「おいおい、結果的には自分で引き受けた依い頼らいだろう」

「すみません……ですけど、どうも僕では務まらないようなんです」

「どうしてそう思うんだい？」

「何と言うか、その、相性が悪いようでして……」

　歯切れ悪く言うと、「あんたたち、相性がどうこう言う関係まで進んじゃったの？」とフェルが水をさしてくる。睨にらみつけると、「やん、怖こわい」と彼女は雑誌で顔を隠かくした。

「言い方が悪かったかな。個人の頼みとはいえ、これは契けい約やくなんだよ」

「どうしてそんなことに？」

「この部署は私が上に掛かけ合って創設したものということは知っての通りだが、幾いくらアウトサイダーだからって、成人して間もない女の子と未成年の少年の二人だけで一部署を立ち上げられなくてね。ハーバートを頼たよったのだが、必要な時にイオト君を貸し出すことを条件に出されたんだ」

「…………、今まで隠していた理由は？」

「活動に専念してもらうため、余計な情報は耳に入れない方針であることが一つ。まさか部下に命令を拒きよ否ひされるとは思わなかったというのが、もう一つの理由だ」

　ケィニッドの眼まな差ざしが鋭するどくなったのを感じ、イオトはそれ以上何も言えなくなってしまう。またも溜ため息いきを吐つくと、フェルが雑誌の陰かげから顔を出して訊たずねてきた。

「そんなにマイノラちゃんのこと嫌きらいなの？」

「いえ、むしろ嫌われているのは僕の方だと思います」

「はあ？　どうしてよ？」

「分かりません。精せい一いつ杯ぱいやってるつもりなんですが……」

　時計を見やると、もうすぐ九時になるところだった。あと数十分で許可を得た二時間の暇いとまが終わってしまう。憂ゆう鬱うつで仕方がなかったが、イオトは作業台に立てかけられていたトロンボーンケースに籠手ガントレツトを仕し舞まい、それを手にオフィスの出口へと向かった。

　そして今まさに出ようとした時、はっと何かに気づいたようにフェルが声を上げた。

「あんたもしかして、あんなか弱い子に手ぇ出したの？　だから嫌われたんでしょ！」

「…………、違ちがいます」







　イオトの苦く悩のうは一週間前──護衛開始日のマイノラの一言から始まった。

「ねえイオト、笑ってみせて」

「笑う……ですか。それにどんな意味が？」

「意味なんてないわ。でも笑ってみせて」

　何だそれはと思わずにはいられなかったが、命令ならば、とイオトはいつもの愛想笑いを浮かべてみた。

　するとマイノラは小さく驚おどろき、「あの……ごめんなさい」と後こう悔かいするような素そ振ぶりを見せた。

「急にどうしたんですか？」

「その……怒おこらせてしまったようだから」

「え、怒る？」

「だって、すごく強こわ張ばった顔しているんだもの」

「い、いつも通りやったつもりだったんですが……」

「……怒ったわけじゃないの？」

「ええ」

「じゃあ、別のお願いをしていいかしら」

「はい、どうぞ」

　するとマイノラはいたずらを思いついた子供のような笑えみを浮かべた。

「本が読みたいわ。取って来てくれるかしら」

「タイトルは？」

「それは秘密。あなたの勘かんで探し当ててみて」

「勘、ですか？　それはその……いくら何でも無茶かと」

「無茶でもやって」

「ですが、あまり傍そばから離はなれるのは危険ですので……」

「ここは防犯システム完備の建物よ。外には警備隊もいるのだし、たとえこの屋や敷しきのことが知られていても、そう簡単には襲おそって来られないわ。だから安心して探しに行ってきて」

　それきりマイノラは口を閉ざしてしまったため、仕方なくイオトは屋敷中を探すことになった。

　建物の構造を何も知らされておらず、とにかく一部屋一部屋の扉とびらを開けて、ようやく書しよ斎さいを見つけたのが二十分後のこと。

「う、噓うそだろ……？」

　一階の端はしにあったその部屋は、壁かべを取り払はらって部屋を三つほど繫つなげたぐらいの大きさを誇ほこっていた。そこにある膨ぼう大だいな量の本に啞あ然ぜんとしてしまうが、とにかくやるしかないとイオトは適当に引き抜ぬいて部屋に戻もどった。

　だが、

「わたしが読みたい本は、この中にはないわね」

　その一言で書斎に逆戻りとなる。

　今度は好まれそうな一いつ般ぱん小説を選び、一度目の倍の量を運んでみるが、どれも外れ。ならばと形態変異メタモルフオーゼして最大限の力を発揮し、一つの本ほん棚だなの中身を全すべて引き抜いてごっそりと運んだ。

　最終的には書斎の全ての本を移動することになったのだが、マイノラは本の山に手をつけることすらせず、どこか不満げだった。

「……どれも違ちがうわ。わたしが読みたいのは童話よ。囚とらわれたお姫ひめ様を助けるために、王子様が伝説の十字の剣けんで魔ま王おうを打ち倒たおすの」

　それを最初に言ってくれ、と思いつつ、イオトは書斎に戻るのだが、そこにあったものを全て運び出したのだから、当然本棚は空である。

「振ふり出だしに戻っただけか……」

　目当ての物を見つけたのは、妙みような頭痛に苛さいなまれながら部屋へと戻る途と中ちゆうのことだった。

　窓から差し込む木こ漏もれ日びの中、革かわ表紙の一冊さつが廊ろう下かの窓まど枠わくにぽつんと置かれていた。タイトルは『一九二五年の騎士ナイトたち』。手に取って開いてみると、目に飛び込んできたのは十字の剣を持つ騎き士しの挿さし絵えである。

　部屋に戻もどり手て渡わたすと、マイノラは心底嬉うれしそうな顔をして本を抱だきしめた。

「そう、これよ。良かったわ、見つかって。足の調子が悪くて、探しに行きたくても行けなくて困っていたのよ」

「そんなに面おも白しろいんですか？」

「世界を滅ほろぼそうと海から現れた魔ま王おうを倒たおすため、とある騎き士し様と仲間たちが立ち向かう──という内容の、よくあるヒロイックストーリーよ。でも普ふ通つうのファンタジーじゃないの。ほら、タイトルに『一九二五年』と入っているでしょ？」

「世界を大だい災さい害がいが襲おそった年ですね」

「そうよ。この物語の中ではね、世界を崩ほう壊かいさせた原因不明の大おお嵐あらしとか地じ震しんは魔王の魔法のせいになってるの。そして災害後に現れた胞ほう子しは魔界に咲く花の花粉なんですって。ユニークだと思わない？」

「運んだ本の中に似たようなものが幾いくつかあったはずですが……」

「他ほかのでは駄だ目め。お母様に買ってもらったこれじゃないと。いつだってわたしの心を支えてくれる、大切なものだから」

　大おお仰ぎような言い方が気になり、イオトはベッドの横のナイトテーブルの写真立てに視線を向けた。そこには今よりもずっと若いハーバートと幼いマイノラ、そしてもう一人、母親と思おぼしき大人の女性が写っている。

「なら、どうしてあんなところに放置していたんですか？」

「いつもあそこで絵を描かいているのよ。この童話をモチーフにしたものをね。想像力を膨ふくらませるために、描く時は傍そばに置いているの」

「そういうことでしたか……」

「ねえ、何かわたしに言いたいことはないのかしら？」

「言いたいこと？」

「いきなり笑ってなんて言われたり、当てもなく本を探させられた感想というか、その……あなたの気持ちのようなものよ」

　マイノラの眼まな差ざしからは期待のようなものが感じられたが、それが何を指すのか分からず、イオトは困こん惑わくしてしまう。

「気持ち、ですか。えっと……見つかって良かったと思っています」

　無難な答えを口にして愛想笑いを浮かべてみるが、しかしそれを見たマイノラは表情を曇くもらせた。

「す、すみません。何か気に障さわりましたか？」

「……そういうことではないわ。気にしないで。それより、絵を描くから道具を用意してきてくれるかしら？」

　マイノラはそれが当たり前のように道具の在あり処かは言わず、黙だまって本を開くと紙面に視線を落とした。

　その様子は何かを訴うつたえているように思えたが、やはりイオトには読み取れない。気まずくなって探しに出るのだが、見つけられずに初日は屋や敷しきの探たん索さくだけで終わってしまった。

　その日の夜、イオトは館内と外回りの巡じゆん回かいをしながら、昼間の理り不ふ尽じんな命令の数々を思い出し、どういうつもりだったのだろうかと考えを巡めぐらせた。

　単純な我わが侭ままのようでもあり、ただ構って欲しいだけのようでもある。だが、どこか大人びた雰ふん囲い気きがあるため、それは違ちがうような気もする。混乱して考えはまとまらず、とにかく明日どういうことか聞くことにしようと決め、イオトは仕事を終えると寝しん室しつに充あてられた客室の一つで眠ねむりについた。




　──しかし翌朝、マイノラの部屋へ向かうと、待ち受けていたのは怒ど涛とうのごとく発せられる命令の数々だった。




「クロワッサンが食べたいわ。焼いてきてくれるかしら」

「今からですか？」

「紅茶も用意して。ロイヤルミルクティーよ」

「は、はい。先に用意しま──」

「その前に着き替がえるわ。クローゼットからお洋服を出してきて」

「パンと紅茶は？」

「先に日光浴をしようかしら。一番日当たりの良い窓を探してきてちょうだい」

「えっと……何から始めたらいいのでしょうか」

「あ、見て。窓の外の鳥、綺き麗れいな羽をしているわ。ねえイオト、傍そばで見てみたいの。お願い出来るかしら？」

「……は、はい」

　勢いに流されて命令に取り掛かかり始めると、その忙いそがしさのあまりに昨晩の決意など頭から弾はじき出され、代わりに「あぁ、これは心を殺さないとやっていけないぞ」という理解で頭が一いつ杯ぱいになった。




　──それからは黙もく々もくと命令をこなし続ける日々が続いた。




　日を重ねるごとに命令の内容は大掛かりなものとなっていくが、元々体力があるだけに出来ないことはほとんどなく、屋敷の構造に詳くわしくなると大たい抵ていの命令はすぐにこなせるようになった。だというのに、マイノラの機き嫌げんは悪くなる一方だった。

「……あの、何か機嫌を損そこねるようなことしましたか？」

「いいえ……あなたはよくやってくれているわ。十分過ぎるほどに」

　それは労ねぎらいの言葉であるようだが、しかし初日の爽さわやかで温かな笑え顔がおは幻まぼろしだったかのように、酷ひどく消しよう沈ちんしていた。

　そうして彼女は黙だまり込む。イオトはそれ以上どうすることも出来ず、次し第だいに不満を募つのらせていった。それでも、彼女がナイトメアになる可能性がある限りは任務を放ほう棄きするわけにはいかない、と必死に堪こらえていた。




　──しかし、わざわざオフィスを訪おとずれてまで申し立てを行ったのは、任務七日目である昨日の夕食時に起こったことが原因だった。




「……今すぐ作り直してきて」

　食しよく卓たくに料理を並べたところ、彼女はシチューをたった一口飲み込んでそう言い放った。

　一週間も理り不ふ尽じんな目にあえば慣れてくるもので、イオトは不満を抱いだくことすらなく「分かりました。何か食べたいものはありますか？」と訊たずねる。

　するとなぜか、マイノラは表情を険しくて目を潤うるませるのだった。

「どうして簡単に……引き受けてしまうのよ……」

「えっ、それは作り直してこいと言われたので……」

「わたし、たった一口しか食べてないのよ？　それなのに作り直せなんて、とても無礼なことだし、あなたにとってとても負担になるじゃない……」

「それは……確かにそうですが」

「ならどうして黙って従っているの！」

「ええ？」

　怒おこられているのか気き遣づかわれているのか──果たしてどちらなのだと戸と惑まどっていると、突とつ然ぜんマイノラは席を立ち、ダイニングルームを出て行こうとする。

「あの、食事は？」

「もう結構よ！　今日はもう寝ねるわ！」

「寝るって、そんなにお腹なか鳴らしたままですか？」

「っ、そういうデリカシーのない発言はやめて！　あと、その敬語をいい加減──」

　と、わざわざ振ふり返ったところ、マイノラの体がふらりと揺ゆれる。

　そのまま床ゆかに崩くずれ落ち、マイノラは苦しそうに喘あえぐと自らの肩かたを抱だいた。

「──っ！」

　肩を握にぎりしめる彼女の手が痙けい攣れんし、指先が不気味に蠢うごめいていた。先日襲おそわれた時の鋭するどく尖とがった指先が思い出され、イオトは一歩退き、迎むかえ撃うとうと身構える。

　しかし形態変異メタモルフオーゼは起こらず、マイノラの体の震ふるえや手の痙攣は治まってしまった。

　そして、ゆっくりと振り向いたマイノラは酷ひどく傷ついた表情を浮かべており、とうとう涙なみだを溢あふれさせてしまった。

「あっ……すみません、これはその！」

　咄とつ嗟さに弁明しようとするが、マイノラは首を振ふってそれを制した。

「あなたもそうなのね……あなたなら、もしかしたらと思ったのにっ……！」

　マイノラは立ち上がると部屋を出て行こうとするので、イオトは護衛のために後を追った。

「その……手伝いましょうか？」

　マイノラの足取りは覚おぼ束つかなく危なっかしいが、しかし彼女はイオトの申し出を無視し、壁かべに寄りかかりながら黙もく々もくと自室へと歩いていく。

　そして部屋の前へと辿たどり着くと、マイノラは振り返らずに小さく訊たずねてきた。

「……あなたもＡＨＤ発はつ症しよう者なのよね」

「ええ、ハーバートさんの話によると」

「……わたしも発症者よ。ある意味、わたしたちは近しい存在じゃないかしら」

　その言葉の意味するところが分からず、イオトは返事をすることが出来なかった。

「…………っ、もう結構よ！　おやすみなさい！」

　マイノラは叫さけぶように言うと、部屋へと入ってイオトの目の前で扉とびらを閉め切った。

　その一いつ瞬しゆん、彼女の顔は悲しみに暮れ、大おお粒つぶの涙をぼろぼろと零こぼしていた。

（一体、僕に何を期待しているんだろう……）

　屋や敷しきの中は静まり返っており、マイノラのすすり泣く声はよく響ひびいていた。

　自分の落ち度は分からずとも罪悪感に駆かられ、翌日に当たる今日、イオトはオフィスに足を運んだのだった。







　護衛の辞退に失敗してＧＤ本部を出た後、急いでハーバートの屋敷に戻もどったものの到とう着ちやくした時には九時半を少し過ぎていた。

　イオトはすぐにマイノラの部屋へと向かったのだが、扉の前でしばし足を止める。どう機き嫌げんを取ろうか考えてみるが思いつかず、代わりに彼女の大粒の涙が思い出された。

（まずは謝罪からだろうな……）

　イオトは心に決めると、そっと扉を開いた。

「おはようございます。あの、昨晩はすみませ──あれ？」

　室内にマイノラの姿はなく、ベッドの掛かけ布ぶ団とんは捲めくれたままになっている。

「どこに行ったんだ……？」

　外に出ていないか警備隊の者に聞こうと通信機を起動したところ、遠くから陶とう器きの割れる音が聞こえてきた。

　屋や敷しき内にある陶器は、一階のキッチンの食器類だけしかない。急いで階段を駆かけ下り、ダイニングから続く厨ちゆう房ぼうの扉を開くと、部屋の中央に置かれた作業台の向こうにブロンドの髪かみが見えた。

「一体何があったんですか!?」

　呼びかけると、ブロンドの頭がびくっと跳はねた。それきり反応はなく、イオトは不ふ審しんに思って台の向こう側がわへと回り込む。

「……何してるんですか？」

「…………、見ひぇの通りよ」

　マイノラは床ゆかに座り込み、台に寄りかかって昨日イオトに作らせた数々の料理を貪むさぼっていた。傍そばには空になった器うつわが転がっており、今はパンを口に含ふくんで顔を真っ赤にしている。

「一体どうしてそこで食べてるんです？」

「その……マナー違い反はんなのは分かっているわ。でもお腹なかが空すいてここまで来られたのは良かったのだけれど、調子の悪い日みたいで足が動かなくなってしまったのよ」

　見れば、彼女の足は微かすかに痙けい攣れんしている。

「こんな真ま似ねはしたくなかったのだけど、空腹に耐たえられなくて、つい……」

「……無事なようで、一ひと先まず安心しました。ところで、食器が割れる音が聞こえましたけど」

「え!?　き、聞こえていたの？」

「ええ、まあ」

「そ、そうなの」

「ええ、はい」

「…………」

「…………？」

「……割った皿はわたしの……お尻しりの裏よ。台の下にあるわ」

　しゃがんで台の下を覗のぞき込むと、確かに陶器の欠片かけらが散らばっていた。

「ごめんなさい、咄とつ嗟さに隠かくしてしまったのよ。誰だれも聞いていないと思って」

「でも、護衛の僕がいることは知っているじゃないですか」

「あなた、朝呼びに来なかったじゃない。嫌いや気けが差して辞やめたのだと思っていたのよ」

　マイノラはそう言って、嫌がらせめいた命令を下していた人間のものとは思えない、寂さびしげな表情を浮かべた。

「申し訳ないのだけれど、割れた皿の片づけを任せてもいいかしら？」

「……え？　ああ、分かりました。では、ダイニングに移動してもらえますか」

「ちょっと待ってくれるかしら」

　ふぅ、と息を吐はき、マイノラは台に手をかけて、それを支えに立ち上がった。顔は苦しそうに歪ゆがみ、足は震ふるえている。それでも彼女は助けを求めようとしない。

　昨晩の無言の拒きよ絶ぜつを思い出すが、汗あせを流してもまともに歩くことが叶かなわず跪ひざまずいてしまう姿を見てしまったら、さすがに放ほうっておくことは出来なかった。

「肩かた、お貸ししますよ」

　必死なマイノラに手を差し伸のべると、彼女は大おお袈げ裟さに驚おどろき、その大きな目を向けてきた。

「ど、どうしました？」

「……あなた、わたしのことを怖こわいとか、不気味だとか思わないの？」

「いえ、別にそういった感情はありませんが」

「そ、そうなの？　ふふっ、そうなのね」

　薄うつすらと頰ほおを染め、マイノラはどこか嬉うれしそうである。なぜそうなのかイオトには分からなかったが、とにかくダイニングへ連れて行って椅い子すに座らせた。

「ごめんなさい、わたし、とんでもない誤解をしていたみたい」

「は、はあ……誤解、ですか？」

「あなたも飛び出していった使用人たちと同じように、私のことを蔑さげすんでいるのかなって思っていて……でも、あなたはただ真ま面じ目めで誠実なだけなのね」

　マイノラは呟つぶやくようにそう言うと、その青い瞳ひとみを真まっ直すぐ向けてきた。

「ねえ、イオト。食器の片づけは後にして、外にお出かけしましょう」

「それは……出来かねます。命を狙ねらわれているからここに匿かくまっているわけですから」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなた、とても強いじゃない。先日の襲しゆう撃げきだってあなた一人で返かえり討うちにしたんでしょう？」

「いえ、一人というわけでは……」

「実はお父様から許可を得ているのよ。あなたと警備隊を引き連れて行くことを条件にね」

「なら確かく認にんを取りますので、少し待っていてください」

　イオトは左耳の裏を押し込んで通信機を起動。それから更さらに数回スイッチを押し込んで特定の通信機に繫つなげると、微かすかな雑音の後に声が響ひびいてきた。

『こちらハーバート。何の用だね、イオト君』

「お聞きしたいことがあります。マイノラさんが、あなたから外出の許可を得ていると言っているのですが……本当ですか？」

『ああ、そのことか……それは事実だ。そのことについて説明しようと思うのだが……声が聞こえないよう、マイノラから距きよ離りを置いてくれるかね』

「僕の通信機は骨こつ振しん動どう式なので、周囲に音は漏もれない仕様ですが」

『しかし君の声は聞こえるだろう。念のためだ』

「……分かりました」

　ダイニングから廊ろう下かへ出て、入り口から中のマイノラを視界に収めつつ「どうぞ」とハーバートに合図を送った。

『では続きだ。今の時期は控ひかえるべきだろうが……しかし、かれこれ十年も自由を与あたえていないのだ。願いを叶かなえてやってくれ』

「待ってください……十年？　それは……マイノラさんがＡＨＤを発はつ症しようしてから、という意味ですか？」

『そうだ。検査で研究所へ連れて行くこともあるが、不測の事態が起きない限り外へ出歩くことを禁止している。学校にも行かせておらす、病に冒おかされた時は私と使用人だけで対処してきた。驚おどろいたかね？』

「え、ええ……途と方ほうもない数字だったもので」

『軟なん禁きんは、複雑な立場であるがために必要な処置だった。おかげでどうにか生き延びさせることが出来たが、十年という歳さい月げつは思春期の少女の心が耐たえ得るものではなかったようでな。最近は悲観に暮れてばかりで、自殺願望を口にすることも……』

「じ、自殺!?　そんな様子は見受けられませんでしたが……」

　イオトはダイニングに視線を向け、退たい屈くつそうにしているマイノラを見やった。

『念願だった外出の許可が出て、少しばかり気が晴れたのだろう』

「そう……だったんですか」

『危険なのは理解している。しかし、精神の状態が悪いとコア細胞の活動が活発になり、薬の効き目が薄うすくなる。なので出来るだけ健康に保ちたいのだが、私は研究で忙いそがしい身だ。代わりに君があの子の願いを叶かなえてやってくれ。任務の内だと思ってくれていい』

「分かりました。そういうことでしたら……」

『マイノラは扱あつかいづらい子だろうが、どうかよろしく頼たのむ。これが最後の自由になるとも限らんからな』

「そんな、最後だなんて……安心してください。傭よう兵へいだろうと、先日程度の相手に後おくれをとることはありません」

　するとハーバートは一いつ拍ぱく置き、『そうではない』と返してくる。

『いつナイトメアとなり、君に対処してもらわなければならなくなるのか分からんということだ』

「……そういう意味でしたか」

『まさか忘れていたとは言わないだろうな？』

「いえ、そういうことでは……ナイトメアになる兆候があまり見られないので、現状での脅きよう威いは信しん奉ぽう者たちかと思っていたものですから……」

『ならば良い。では、後は頼むぞ』

　イオトは返事をして通信を切ると、たまらず息を吐はいた。

「どう？　許可は貰もらえたのかしら？」

　声が聞こえて顔を上げてみれば、いつの間にかマイノラが目の前まで来ており、顔を覗のぞき込んできた。

「ええ、まあ……」

「本当？　良かったわ！　それじゃあさっそく準備に取り掛かからないと！」

　嬉うれしそうに顔を輝かがやかせるマイノラを見て、イオトは気まずさのあまり口を閉ざす。

（彼女の十年など、僕には関係ない。僕はただ戦うだけなんだから……）

　そう考えるものの、いつか殺すことになるかもしれない少女の姿から目が離はなせなかった。







　外は快晴であり、程ほど良よい風が吹ふいている。散歩日和びよりと言っていい日だった。

　だが、わざわざお気に入りの白のワンピースに着き替がえてきたマイノラは、不ふ貞て腐くされるように後部座席のシートに体を埋うずめていた。

「……これのどこが外出なのかしら。ただのドライブじゃない」

「ドライブも外出の一種かと」

　隣となりの席で地図を眺ながめていたイオトがそう言うと、マイノラは不満そうに鼻を鳴らした。

「外はとても心地ここち良さそうなのに、見上げるとこんな灰色の天てん井じようだったらそれも台無しだわ。ねえ、危険なことは分かっているのよ。でもお願い、もう限界なのよ……外に出して」

「もう少し待ってください。今は偵てい察さつ隊からの連れん絡らくを待っているところで──」

　と、言いかけたところで、運転席の警備隊隊長が片手を上げてみせた。

「……第二、第三班より、配置に就ついたとのことです」

　地の底から響ひびいてくるような声で報告した彼は、目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しの鍔つばの下から落ち窪くぼんだ目を覗のぞかせ、視線をバックミラー越ごしに寄越してきた。

「分かりました。第一班からも連絡がありましたので、適当なところで停とめてください」

　隊長はぎこちなく一つ頷うなずいてみせると、川沿いの道の路ろ肩かたに寄せて滑なめらかに停車させた。それからイオトは籠手ガントレツトの入ったトロンボーンケースを手に取り、車を降りると反対側がわに回り込んでマイノラのためにドアを開いた。

「手を貸してくれるかしら」

「どうぞ」

　彼女の手を取り、外へとエスコートする。しかし彼女の足は主人の意志を反映せず、腰こしに腕うでを回さなければ転んでしまうところだった。

「ありがとう。ふふっ」

「どうしました？」

「いいえ、何も」

　マイノラは自分の足だけで立つと、すぐ傍そばのギャリスンストリート橋の方へと歩いていく。潮しお風かぜによる劣れつ化かが激しい鉄製の欄らん干かんの前で目を閉じ、胸一いつ杯ぱいに息を吸い込んでみせた。

「やっぱり外って気持ちが良いわね。何だか空気が清らかな気がするわ。でも何かしら、この爽さわやかな香かおりは」

「下流からの風が磯いその香りでも運んで来ているのでは？」

「そうかもしれないわね。とにかく、とても心地良いわ。太陽の下に出てこられたのは本当に久しぶりだもの」

　南に浮かぶ太陽が建物の隙すき間まから顔を出しており、川かわ面もからの照り返しは穏おだやかな水面の動きに合わせて銀河のように瞬またたいている。その煌きらめきは彼女の青い瞳ひとみを鮮あざやかに照らし、そこに宿る彼女の生命の輝かがやきがより増したように見えた。

「わたしの顔に何かついてる？」

「あ、いえ……元気そうだな、と思っただけです」

「そうね、今はとても調子が良いわ。きっと外に出られたことが良い影えい響きようをもたらしたのよ」

「満足でしょうか」

「あなたがもっと朗ほがらかだったら申し分なかったわね。どうしてそんなに淀よどんだ顔をしているの？」

「ふ、普ふ通つうにしているつもりなんですが……」

「それが普通だとしても、やっぱり変よ。随ずい分ぶんすれて見えるわ」

　マイノラは、横を通り過ぎて行く鞄かばんを提さげた少年たちとイオトを見比べた。

「彼らはきっとわたしたちと同じぐらいの歳としよね？　学生かしら」

「近くに高校ハイスクールがあるので、おそらくそこの生徒でしょう」

「高校……そう、近くに……」

　そう呟つぶやくと、不意に彼女は学生たちの流れに逆らって歩き始める。イオトは慌あわてて通信機で警備隊について来るよう連れん絡らくし、彼女の後を追って橋を渡わたった。

「危険ですから、一人での行動は控ひかえてください」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなたがいるんだから」

「そういう問題ではないんですが……ところで、どこに向かっているんですか？」

「高校よ」

「それなら、方向が違ちがいますけど」

「いいの、散歩も兼かねているから」

　マイノラはそう言って街を眺ながめ、標識のポールを撫なでてその冷たさに驚おどろいたり、楓かえでの街路樹の間を潜くぐると、微ほほ笑えんでみせた。

「楽しそうですね」

「ええ、もちろん。だって、ずっと夢見てきたんだもの。好き放題歩き回ることをね」

　しかし、しばらく歩き続けると、次し第だいに彼女の表情は曇くもっていく。

「……まるで知らない街にいるみたい。大昔に戻もどろうなんて……空に向かって話しかければ遠くの人と話せる時代にはそぐわない試みに思えるわ」

「空に話しかける？　なんですか、それ？」

「さっきから警備隊の人と話す時にあなたがやっていることじゃない」

「ああ、耳の裏に通信機が埋うめ込まれているだけですよ」

「それも凄すごい技術のように思えるけれど。あれだって、ほら」

　マイノラの視線の先にはオレンジ色の作業着姿の集団がいた。先日ＧＤのホールで絡からんできた建築系の部署の者たちである。

　彼らは歩道の罅ひびに灰色の粉を詰つめ込み、棒の先せん端たんに取りつけられた発光する輪を近づけた。途と端たん、罅に埋うめられていた粉はどろりと溶とけて固まっていき、継つぎ目めが見当たらないほどに完かん璧ぺきに周囲と同化した。

「ＧＤが特別なだけです。様々な分野の専門家を独どく占せんしているから、技術力は民間と比べると何世代も先を進んでいるんです」

「そうだとしても、街が変わってしまったことには変わりないわ……」

　話していると、奥に赤レンガ造りの高校の校舎が鎮ちん座ざしている大きな敷しき地ちへと辿たどり着いた。

　するとマイノラはぱっと顔を輝かがやかせ、「ここは変わらないわね」と敷地を囲う鉄てつ柵さくから中を覗のぞきこんだ。

「子供の頃ころ、この近くに住んでいてね、ここに通う日を心待ちにしていたわ。赤レンガ造りが魅み力りよく的だったし、生徒たちの大人びた姿に憧あこがれていたのよ。どう？　わたしがこの学校にいても変じゃないかしら？」

　マイノラはわざわざ体を正面に向けてきて、スカート部分を摘つまみ上げてみせた。

　イオトは授業を終えて帰路に就つくところであろう生徒たちの列を観察し、彼女らとマイノラを比ひ較かくした後、こう答えた。

「少し子供っぽいかもしれません」

　マイノラはきょとんとした後、「言ってくれるわね」と口を曲げてみせた。

「ねえ、わたしたちはここに通っていて、ここで出会っていたのかもしれないのよね……」

　静かなその言葉には諦てい念ねんが含ふくまれ、眼まな差ざしは寂さびしげだった。今幼く見えると答えたばかりのイオトだったが、その表情は通り過ぎる生徒の誰だれよりも大人びているように感じられた。

「年ねん齢れい的に考えれば……そうですね」

「わたしはここで美術の勉強をしようと思っていたわ。絵を上手に描かけるようになりたかったということもあったのだけど、美術史にも興味があったの。残念ながら叶かなわなかったけれど……あなたは、どう？　何か学びたかったことはなかった？」

「そうですね……昔、僕は経営学を専せん攻こうしようと思っていました」

「あ、分かったわ。あなた料理が上手だし、レストランでも開きたかったんじゃないかしら？　違う？」

「いえ、料理は当番制だったから覚えただけです。経営学を学びたかったのは夢があったからで──」

　流れのままに、心の奥深く仕し舞まいこんでいた過去を掘ほり起こしてしまう。

「っ！」

　我に返ったところで、もう遅おそい。

　血の臭においが鼻び腔こうを突つき、吐はき気けと眩暈めまいに襲おそわれ、ふらりと体が揺ゆれた。

「イオト？　どうしたの、顔が真っ青よ？」

「…………、何でも、ありません。あの、すぐにここを離はなれましょう……」

　イオトは頭を振ふって余計な思考を排はい除じよすることに努つとめるが、しかし血の臭いが纏まとわりついて離れない。

　通うはずだった目の前の学校。同おない歳どしなのに何かが決定的に違ちがってしまった自分と生徒たち。その全すべてが記き憶おくを掘ほり起こす要因となってしまいそうで、困こん惑わくするマイノラを急せかしてその場を離れようとする。

　と、早足で数歩踏ふみ出したところで、道路の舗ほ装そう作業を終えたらしい建築系の一団と鉢はち合あわせてしまった。

「おやおや、死神様じゃないですか！」

　剣けん吞のんな声を上げたのは、一団の中で一番若い男──前回、ＧＤのホールで会った時に暴言を吐き捨てた者だった。

「昼間っから女とデートですか？　良いご身分ですね。俺たちゃあ、これから一週間前にお前さんが開けた道路の穴を塞ふさぎに行くとこなんですよ。あなた様が報告を怠おこたったせいで、住民はここ数日大変困っていたそうでねえ、苦情の嵐あらしなんですわ」

　謝罪をしようとしても、喉のどが痙けい攣れんして上う手まく言葉を発することが出来ない。

　そんなイオトに代わり、マイノラが一歩前に出て作業着姿の男と相対した。

「あなた、イオトが苦しんでいるのが見て分からないの？」

「あ？　何だいきなり。死神様と違って随ずい分ぶん威い勢せいがいいな」

「その死神というのはどういう意味？　もしかして、侮ぶ辱じよくなのかしら？」

「とんでもない。ただの事実さ。お嬢じようさん、これは警告だが、そいつには気をつけた方がいいぜ。一いつ緒しよにいると不幸になるぞ。何せこいつは、二年前に起こったあの有名な──」

　どくん、と心臓が跳はねた。視界がぶれ、目の奥がずきりと痛む。

　彼の言葉がわんわんと耳の中で鳴り響ひびき、視界は赤く染まっていく。

「……やめてください……その話は、聞きたくない……！」

　気づくと、男の胸むな倉ぐらを摑つかみ、宙に持ち上げていた。

　男はじたばたと暴れ、数秒前と打って変わって酷ひどく取り乱している。

「ま、待て、待て！　わ、悪かった、悪かったって！」

　手の力が抜ぬけ、男を落としてしまう。尻しり餅もちをついた彼にリーダー格の男が駆かけ寄ってきて助け起こすと、「後で叱しかっておく。だから許してやってくれ」と懇こん願がんを残して去って行った。

　イオトはついに立っていられなくなり、学校を囲う鉄てつ柵さくを摑み、地面に膝ひざを突ついてしまう。

　脳裏に連続でフラッシュバックする、過去の記き憶おく。

　大きな建物。そして大勢の子供たち。

　それらは唐とう突とつに赤く塗ぬり潰つぶされる。

　赤い水たまり。そこに浮かぶ肉にく塊かい。その向こうに少女が一人。

　おぞましい姿。怪かい物ぶつ。ナイトメア──

「……戦いに戻もどらなきゃ……早く、戦わなきゃ……」

　業ごう火かのような焦しよう燥そうに心の底を炙あぶられ、イオトは歯を食いしばって必死に耐たえた。

　そうしていると、強く体を揺ゆさぶられ、イオトは驚おどろいて目を開いた。

「イオト、イオト！　どうしてしまったの!?」

　すぐ横にマイノラの顔があり、心配そうにしていた。

「……すみません。何でもないので気にしないでください」

「何でもないという風には、とても思えないのだけれど……」

「本当に大だい丈じよう夫ぶです。慣れてますので……それより、どこか行きたいところはないんですか？　どこへでも案内しますよ」

「そう言われても……なら、休きゆう憩けいにしましょう。どう見ても大丈夫そうではないもの」

　遠えん慮りよはいらないと言おうと思ったが、まだ血の臭においが鼻の中に残っていた。

　イオトは一度ぎゅっと目を閉じ、深呼吸する。

「……分かりました。ではちょうどいい場所が近くにあるので、そちらに案内します」

　そう言って、イオトはマイノラとともに歩き出す。

　一度振ふり返り、学校やその周辺を見回すが、異常は何もない。

　そこにあるのは、自分の影かげだけ。

　イオトはそれに一いち瞥べつをやり、寒々とした思いを引きずったまま背を向けた。







　それからイオトはマイノラを連れて数分歩き、住宅街の中にある噴ふん水すいを中心とした広場へと向かった。

　広場に着く頃ころには血の臭いは失うせ、気分は大分落ち着いていた。しかし座れる場所を探していると、不意にマイノラがよろめいた。

「どうしたんですか？」

　慌あわてて抱だき留めると、「ごめんなさい……今度はわたしの番みたい」と言ってマイノラは微ほほ笑えんでみせたが、彼女の手足は微かすかに痙けい攣れんしている。

　イオトはさっと広場に視線を走らせたが、昼食時ということもあって飲食店はどこも満席状態。仕方なく噴水の傍そばに設けられたベンチへとマイノラを案内し、二人並んで座った。

「介かい抱ほうしてあげるはずだったんだけど……まさかわたしが発ほつ作さを起こすなんて」

「驚かせてしまったからでしょうか」

「関係ないわよ。この発作はいつ起きるか分からないんだから。でも、本当に驚おどろいたわ。急に崩くずれ落ちてしまうんだもの。慣れていると言っていたけれど、よくあることなの？」

「……最近、多くなってきました」

「何が原因なのかしら」

「……護衛についてあまりにも生活が変わってしまったから、だと思います」

「そういえば、護衛は初めてと言っていたわね」

「ええ。アウトサイダーになってから今までの二年間、ナイトメアを追って裏路地や下水道などの暗がりを駆かけ回ることしかしてこなかったんです。ですが……」

　イオトは溜ため息いきを吐つき、広場を見渡わたした。

「今目の前にあるのは明るくて平和な広場で、聞こえてくるのは銃じゆう声せいやナイトメアの咆ほう哮こうではなく、市民の笑い声で……まるで別世界にいるかのようで、落ち着かないんです……」

「大おお袈げ裟さね。休日の日にはこうしてのんびりすることもあったでしょう？」

「いえ、休きゆう暇からしい休暇を取ったことはありません。任務が終わればその辺で休んで、すぐに次の任務に向かってました」

「……知らなかったわ。アウトサイダーってとても大変なのね」

「でも、それが良かったんです……余計なことを考えず、過去を思い出さずにいられますから」

　マイノラは少し間を置き、「そう……何か辛つらいことがあったのね」と言って気まずそうに視線を地面に落とした。

　しばし沈ちん黙もくが下り、噴ふん水すいの静かな水音や、行き交かう人々や近くのテラスカフェで食事を取っている若い集団の声、傍そばで言い争っている男女のけたたましい声が二人の間に流れる。

　だが、そのうちマイノラは落ち着きをなくし、膝ひざの上で指をもじもじと絡からませながらこっそりと視線を寄よ越こしてきた。

「な、何でしょうか？」

　顔を向けて訊ねると、彼女は誤ご魔ま化かすように視線を逸そらした。が、視線に耐たえられなくなったのか、はにかむような笑えみを浮かべて目を合わせてきた。

「あなたがさっき、ＧＤの人たちに怒おこっていたことを思い出していたの。あなたでもあんなに感情的になることがあるのね」

「…………、せっかく外に出てきたんですから、僕の話ではなく買い物でもしたらどうですか？　ここにはブティックや本屋もありますし、昼食を取りに行くのもいいんじゃないかと」

「こうしてあなたと話している方がいいわ。知らない人と接するのは怖こわいもの」

「人見知りなんですか？」

「いいえ……もっと人とお話がしたいと思うし、一人でいるのは寂さびしいわ。でも、怖いのよ。発はつ症しよう者だと知られて嫌きらわれることが。それまで築いてきたものを全すべて壊こわされて突つき放されるのは、もう嫌いやなのよ……」

　呟つぶやくように言う彼女の悲痛な表情は、過去にそのようなことがあったのだと物語っていた。

「なら、外出なんてしなければ良かったのに……」

「そんなことないわ。外の空気を吸いたかったし、陽ひの光を浴びたかったのは本当だったもの。それに、場所を変えないと分からないこともあるじゃない」

「例えば？」

「あなたが外でどんな顔をして、どんなお話をしてくれるのか、とかね」

　調子が良くなってきたのか、彼女は小さく足をばたつかせて微ほほ笑えみを向けてきた。

「それは……命令ですか？」

「そうではないけれど、でもあなたのことをもっと知りたいの」

「そう言われても、何を話したらいいのか……」

「せっかくだから、あなたがムキになった話の続きでもしましょうよ。命令を淡たん々たんとこなす姿しか見てこなかったから、とても新しん鮮せんだったわ」

　イオトは少しばかり躊躇ためらった後、視線をマイノラから逸そらして口を開いた。

「……向きになっていたわけじゃありません。単純に、言わないでくれと頼たのんだだけです」

「そういえばあの時、あの男の人は何かを言いかけていたわね」

「……ある事件について口にしようとしていたんでしょう」

「事件？」

「胞ほう子しによって何十人もの人が死んで、たった一人生き残った僕がアウトサイダーになった……簡単に言うと、そんな事件です」

　マイノラは目を瞬しばたたかせ、「ごめんなさい。わたしったら……」と顔を強こわ張ばらせた。

「もしかして、あなたが死神と呼ばれていたことと関係が……？」

「その時の記き憶おくはあまりないのですが、僕は変異した姿のまま、血だまりの中に突つっ立っていたそうです。それを目もく撃げきした誰だれかが僕をそのように呼び、一人歩きしていったようです」

「そんなの、酷ひどすぎるわ……命がけで戦ってくれている人にそんな侮ぶ辱じよくを口にするなんて」

「侮辱……なんでしょうか。僕はそう思われても仕方がないと思います。僕の周りでたくさんの人が死んで、そして僕だけが生き残った……それは事実なんですから」

　マイノラは、「でも……」と何かを言いかける。イオトはそれを遮さえぎり、話を続けた。

「それに命がけといっても、僕は感謝されたいから戦っているわけではありません。そうしなければいけないと思うから、望んで戦うんです」

「どうして？　あなたは力をコントロール出来るのだから、夢を追うことも出来たでしょう？」

「……大勢亡なくなった中、僕だけが生き残り、しかも死とは真ま逆ぎやくの不死めいた力を得たんです。それは亡くなった大勢の人たちを助けることが出来たはずの力で……まるで何も出来なかった罪を償つぐなえ、と誰だれかに命令されているような気がしたんです」

「…………、神様か何かに使命を与あたえられたと、そう思ってるのね」

「ええ。僕の力は戦せん闘とう向きですから、きっと戦うことが使命なんだと思うんです」

　その答えは、イオトを支える芯しんの部分。揺ゆるぐことのない根本的な意志のはずだった。

　だが、

「本当にそうなの？」

　訊たずねてくる彼女の眼まな差ざしがあまりにも真まっ直すぐだったため、イオトはうろたえてしまう。

「苦しんでいた時、あなたは『早く戦わなきゃ』って呟つぶやいていたじゃない。その言葉と、今のあなたの言葉には……上う手まく言えないけれど、大きな違ちがいがあるような気がしたわ。もっと別の何かがあるような雰ふん囲い気きだったように思えたけれど……」

「そ、そんなことは──！」

　思わず立ち上がると、マイノラはびくりと肩かたを震ふるわせた。

「あ……す、すみません、驚おどろかせて」

「いいのだけれど……わたし、不ぶ躾しつけだったかしら？」

「い、いえ……あの、そうだ、何か飲み物を買ってきます！　この場から離はなれないでください！」

　隣となりのベンチに視線を送り、そこにいる目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶった警備隊の一人に目配せしてから近くの屋台へと向かう。

　そしてカウンターの前で立ち止まると、大きく息を吐はいた。

「どうしたっていうんだ、僕は……」

　マイノラの言葉は決して否定ではなく、ただの感想に過ぎない。だというのに心の深くに突つき刺ささり、感情的になりかけてしまった。

　振ふり返ると、視線に気づいたマイノラが少し気まずそうにしながらも笑え顔がおを向けてきた。その姿からは特別感じるものはない。

（……戦っている間は余計なことを考えずに済むし、訳の分からないことで悩なやまされることもないのに……）

　戦いの日々に戻もどりたいという気持ちが強まり、戦いへの渇かつ望ぼうが強まるのを感じる。しかし、次に戦う相手は視線の先の少女かもしれないことを考えると、どうにも落ち着かなくなってしまう。

（……思えば、戦う相手の素す性じようを知っているのは初めてだな。僕は、戦えるのか……？）

　マイノラが十年もの間軟なん禁きんされていたことをハーバートから聞いた時、どのような苦しみがあったのかと想像し、同情が芽生えてしまった。

　そんなものを抱かかえてマイノラと戦う自分が想像出来ず、今までどうやって戦っていたのかも思い出せない。まるで長い眠ねむりから覚めてしまったような感覚があり、自分の中の何かが変わり始めている気がした。

「おい兄ちゃん、何も買わないならどいてくんねえかな？　商売の邪じや魔まだぜ」

　声が聞こえて振ふり返ると、屋台のカウンターから髭ひげ面づらの男が厳しい顔を突つき出していた。気づくと周りには人だかりが出来ており、苛いら立だたしげな顔を向けてきている。

「あっ、すみません！　すぐに済ませますので！」

　イオトは慌あわててカウンター横のコルクボードのメニュー表を見やり、文字を追う。

　そして注文しようとしたところで何者かが横からぶつかってきた。

「っ、何だ？」

　たたらを踏ふみ、謝罪もなしに通り過ぎていった者たちを見やると、先ほどから近くで言い争っていた二人組の男女が摑つかみ合いになっていた。

「ちょ、ちょっと離はなして！　離してよ！　あんた頭おかしいんじゃないの!?」

「何で……何でだよ……少しぐらい……穏おん便びんに済ませようって言ってんだからさぁ！　もう限界来てんだよ！　我が慢まん出来ねえんだよぉっ！」

「気持ち悪いのよッ！　ナンパしてきたと思ったら『骨を齧らせてくれ』とか、イカれてんのかっての！　ナイトメアみたいで気持ち悪いのよ!!」

　その言葉に触しよく発はつされたかのように男の体がびくりと跳はねる。

　そして、周囲を忙せわしなく見回し、突とつ然ぜん体を苦しげに折り曲げた。

「お前……お前、俺のこと……あぁあ……ァアアッ！　必死に襲おそうの耐たえてたっていうのに……オ前のセいでＧＤのやつラが来チまうダろうがヨォ!!」




　次の瞬しゆん間かん、男の背中が弾はじけ、八本の太い触しよく腕わんのようなものが飛び出した。




「っ！　ナイトメア!?」

　男の体が形態変異メタモルフオーゼするとともに、コートの襟えりから覗のぞく首筋に燃え上がる目レツドアイが浮き出てくる。

（ナイトメアになったばかりか……？　なら、肉体の変化に慣れていない今のうちに──！）

　イオトは対処するべく駆かけ出し、すぐさまコアを起動させるが、

「ひっ、いやあああアアアアッ!!」

　女が上げた悲鳴を皮切りに、広場にいた者たちが恐きよう怖ふの叫さけびを上げながら押し寄せてきた。

「どいてください！　早く助けないと──！」

　ナイトメアは触腕で女を拘こう束そくし、口角が裂さけて露あらわになった無数の鋭するどい牙きばで今にも齧かじりつこうとしている。

（くそっ、間に合わない……!?）

　ひやりとした感覚が体に駆け巡めぐり、イオトは青ざめる。

　──が、その時、聞き慣れた銃じゆう声せいが響ひびいてきた。

「ガッ!?　グゥゥぁあアあア!!」

　ナイトメアの男は腕うでを押さえて悲鳴を上げ、転げ回る。そこへＧＤの文字が刻まれた装備を身につけた者たちが駆かけつけ、ナイトメアを取り囲んだ。

「ちょっと、あんた何やってんのよ！」

　振ふり向くと、すぐそこにフェルが立っていた。

「フェルさん！　どうしてここに？」

「任務であの男を追ってきたのよ──って、そんなことより、あんたは自分の任務を放ほう棄きしてなに突つっ立ってんのよ!?　ほら、早くあの子と逃にげなさい！」

　フェルが拳銃カソーサで示した先には、「イオト、イオト！」と叫さけび、ふらふらと歩いてこちらに向かってくるマイノラの姿があった。

「っ！　ですが、ナイトメアが──！」

「それはあたしらに任せて、早く行けっての!!」

　フェルに怒ど鳴なられ、イオトは「くそっ！」と吐はき出し、駆け出した。

　何人かとぶつかりながらもマイノラのもとへと辿たどり着き、腕を伸のばしてきた彼女を抱かかえ上げ、ベンチの横に置いておいた籠手ガントレツトの入ったトロンボーンケースを摑つかみ上げる。

　人の流れに乗り、「こちらにお逃げください！　ここが指定避ひ難なん場所です！」という指示に従い、近くの銀行へ飛び込んだ。それと同時に、背後でガシャンと派手な音が鳴る。振り返ってみれば、頑がん強きようなシャッターが外と室内を隔へだてていた。

「ここは安全なのかしら……？」

「……避難場所に指定されているぐらいですから、恐おそらく安全かと」

　イオトは壁かべ際ぎわに移動し、マイノラを下ろすと周囲を見回した。

　警備隊の何人かの姿が見え、ハンドサインで『こちらの監かん視しを行う』と示すと建物奥へ続く廊ろう下かに移動していく。警護が継けい続ぞくされていることは良かったのだが、口から漏もれ出る溜ため息いきは安あん堵どではなく、不満が込められていた。

（あれさえなければ、戦いに行けるのに……）

　そう思いシャッターを睨にらみつけていると、「ねえ、あれ……」とマイノラが受付を指し示した。

　見れば何人かの男たちが女性銀行員と言い争っており、「いいから見せろ！」「いけません！　混乱を招きます！」と聞こえてくる。

「……こんな時に一体何をしているのかしら？」

「おそらくモニタを奪うばおうとしているのかと」

　説明していると、「俺たちも確かく認にんしとかないと、いざって時に動けねえだろうが！」と一人が叫び、受付からモニタを引っ張って避難してきた市民の方へと向けた。

　モニタにはフェルが映し出されており、フェルの拳銃から撃うち出された特とく殊しゆ弾だんがナイトメアに当たったところだった。

　潰つぶれた弾だん丸がんから種子が飛び散り、銃じゆう創そうから蔦つたが生え始める。ナイトメアの体を拘こう束そくし、腹を突つき破って百ゆ合りの花を咲かせた。

　その花の根元には、ナイトメアの弱点──コアが存在している。

（何で僕はあそこにいないんだ……）

　体はいつものように、ナイトメアのコアを砕くだこうと反応している。モニタの向こうにはこれまでの日常が存在していた。しかし駆かけつけることは出来ず、もどしかしさのあまり拳こぶしを握にぎりしめた。

「イオト……手を、握ってくれないかしら」

　震ふるえる声が耳を打ち、イオトは我に返った。

　見れば、マイノラはすっかり青ざめ、凍こごえるかのように身を縮ませていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。フェルさんがいるから、あのナイトメアが入って来ることはありません」

　しかし、マイノラは首を横に振ふるとズボンを摘つまんで引っ張ってくる。訴うつたえに従って座ってみると、彼女は答えを待たずに手を握ってきた。

（一体どうしたんだ……？）

　マイノラを窺うかがっていると、不意に周囲の人たちの囁ささやき声ごえが耳に入ってきた。

「……ちくしょう……ナイトメアに遭そう遇ぐうするの、今月二度目だぜ……」

「……俺、間近で見るの初めてなんだけど、マジで化け物なんだな……」

「……やだ、気持ち悪い……あんなの人じゃないわ……」

「……なあ、ＧＤのやつらと一いつ緒しよに戦ってるあの女……あいつも化け物じゃねえか……？」

「……知らないの？　あれがアウトサイダーよ。一応味方だけど、気味悪いよね……」

　その蔑さげすむ言葉の数々は、イオトには聞き慣れたものだった。

　しかし、マイノラは一言一言に反応を示し、苦し気に顔を歪ゆがめている。

「わたしもいつか、あのナイトメアのように人を傷つけてしまうかもしれない……周りの人たちの言葉は、わたしに向けられているも同然よ……」

「それは……」

　慰なぐさめの言葉を探すイオトだったが、マイノラは遮さえぎるように言った。

「実際、発ほつ作さを起こして使用人に怪け我がを負わせてしまったことがあるの……その時も言われたわ。化け物、死んでしまえって……いえ、その時だけじゃない……いつも、いつだって……陰かげでわたしはずっとそう言われ続けていた……望んで病気になったわけじゃないのに……」

「…………、そうでしょうね……」

　イオトはモニタに映るナイトメアを見やった。

　触しよく腕わんを振り回し、ＧＤの隊員とフェルを殺さんとしている。だが、ＡＨＤによって正気を失い、人格が破は壊かいされ、理性を喪そう失しつしているだけでしかない。

　だが、人々からは罵ののしられ、死を求められる。残ざん酷こくな光景だった。

「でも……本当に良かったわ。今ここに、あなたがいてくれて」

「え？」

「一人じゃないって、思えるから……」

　小さく微ほほ笑えむ彼女を見て、イオトはふと思い出す。昨晩、「ある意味、わたしたちは近しい存在じゃないかしら」と彼女が言っていたことを。

（もしかして、寂さびしかっただけなのか……？）

　そう考えると、幾いくら命令をこなしても機き嫌げんを悪くしていたことに合が点てんがいく。義務的な対応は、マイノラにとっては孤こ独どくを増ぞう幅ふくさせる心の壁かべにしか感じなかったはずだ。

「…………」

　イオトはモニタを再度見やり、戦いへの渇かつ望ぼうが未いまだ胸の奥で燻くすぶっていることを感じた。

　だが、一度息を吐はいた後、深く傷ついている少女に向かって言った。

「…………、帰りましょう」

「え？」

「出口を探して、最悪窓を破ってでも裏通りに出ましょう。フェルさんが引きつけているうちは安全のはずです。隊長と合流して、屋や敷しきに戻もどりましょう」

「……ええ、そうしましょう。そうしたいわ」

「では、少し待っていてください。警備隊の人たちを集めます」

　イオトは左耳の裏に手を伸のばし、通信機で警備隊の者に呼びかける。

　しかし応答はなく、ノイズ音ばかり響ひびいていた。

「？　……ここで待っていてください。確かく認にんに行ってきます」

　立ち上がって先ほど目配せした警備隊員を探すが、見当たらない。

　悪い予感があり、消えた警備隊が監かん視ししていた通路へ駆かけつけ、曲がり角の奥を慎しん重ちように覗のぞき込む。一人として姿はなく、静せい寂じやくが蟠わだかまっていた。

「一体どこに──、っ!?」

　その時、視界の中で動くものがあった。

　一いつ瞬しゆんのことだったが、まるで倒たおれた人間が何者かに引っ張られたように、靴くつ底ぞこが奥の曲がり角に消えていったように見えた。

　その靴が規定装備として警備隊が履はいていたものだということに気づき、イオトは慌あわてて引き返すと、何事かと驚おどろいた表情をするマイノラを一声かけることもせず抱かかえ上げた。

「きゃっ！　ど、どうしたの？」

「急いで逃にげます！　しっかり摑つかまっていてください！」

　ホールからは左右に通路が伸のびており、今覗き込んだばかりの右の通路を避さけ、左の通路へ飛び込む。

　構造が分からず勘かんで進むしかなかったが、奥の角を曲がったところで窓を発見する。非常時は完全封ふう鎖さされるはずだというのにシャッターは下げられていない。少し躊ちゆう躇ちよするが、背後から足音が聞こえてきたため、窓を開けてマイノラを抱かかえたまま枠わくに足をかけた。

「ね、ねえ、何があったの？」

「……警備隊の一人がやられました。これは恐おそらく、僕たちを狙ねらった襲しゆう撃げきです」

　窓を飛び越こえて地面に着地したところ、近くの路地から二人組みの男が姿を現した。

　シャツとジーンズという何の変へん哲てつもない格好の通行人に見えるが、その鋭するどい目から発せられる敵意が自分たちに向けられていることにイオトは気づく。急いで駆かけ出し、一度振ふり返ってみると、予想通り男たちは後を追ってきていた。

「すみませんっ、僕の左耳の裏を押してもらえますか！」

　マイノラは恐きよう怖ふで顔を強こわ張ばらせていたが、それでもこくこくと頷うなずき、指示に従う。

　頭に砂すな嵐あらしのようなノイズが木こ霊だまする。呼びかけてみるも、誰だれからも反応がない。

　そうしているうちに、正面から見覚えのある清せい掃そう会社のバンが現れ、複雑に枝分かれするあちこちの路地から次々に人ひと影かげが湧わき出てきた。

「わ、わたしたち、どうなってしまうの……!?」

「大だい丈じよう夫ぶです！　決して僕から手を離はなさないでください！」

　そう言って、イオトはコアを起動させた。形態変異メタモルフオーゼをするには抱えているマイノラが邪じや魔まになってしまうので、身体能力の強化を図はかる。

　そして足に力を込め、加速した。

「す、すごい……！」

　あまりの速さにマイノラが感かん嘆たんの声を漏もらす。しかしイオトは内心、焦あせっていた。

　向かう先々で怪あやしげな男たちが姿を見せ、その度たびに角を曲がらなければならず、どんどん裏通りの奥へと追い込まれていた。

　それが分かっていても、マイノラを抱えたまま全力を出すわけにはいかない。

　どうすることも出来ず、ただひたすらに駆けるほかなかった。







　追つい跡せきから逃のがれてイオトたちが辿たどり着いたのは、街の東部の海沿いに位置する建造物群だった。

　災さい害がい後の混乱期に作られ、後にコンクリートに改築されたその建造物群は複雑に組み合わさっていることで迷宮化している。内部に侵しん入にゆうするとすぐに方角を見失ってしまったが、襲撃者を撒まくために奥深くに入り込んでいき、窓から建造物群を一望出来る高層階まで来てようやくマイノラを下ろした。

「こ、ここまで来たのならもう大丈夫よね？」

「まだ油断出来ません。ここへは誘さそい込まれたんです。どこに何があるか分からないので、気をつけてください」

　言いながらマイノラの横に腰こしを下ろし、銃じゆう弾だんが掠かすってできた首筋の傷に影かげから引き出した黒い手を入り込ませる。

　完全に肉が塞ふさがっていることを手で確かめていると、左腕うでを引っ張られた。マイノラが腕に縋すがりついてきており、すっかり怯おびえて忙せわしなく辺りを見回している。

「あの、とりあえずこの近辺には人の気配はないので、一息吐つくぐらいは平気かと」

「な、なら怖こわがらせるようなこと言わないで！」

「す、すみません……」

　ケースから籠手ガントレツトを取り出し腕に装着し、頭の中を戦せん闘とう態勢に切り替かえようと試みる。が、どうにも熱が上がらない。

　どうしたものかと思っていると、「ごめんなさい……わたしが我わが侭まま言ったせいでこんなことに……」とマイノラが急にしおらしくそう言った。

「急にどうしたんですか？」

「だってあなた、すごく不ふ機き嫌げんそうなんだもの」

「別にそんなことは……いや、確かにこの現状に不満があるのは確かです。相手は普ふ通つうの人間ですから。僕の力はこんなところで使うものじゃないっていうのに……」

「あの人たちと戦うつもりなの？」

「当然です。すぐそこまで迫せまってきているんですから」

　するとマイノラは、「逃にげる、という選せん択たく肢しだってあるはずなのに……」と語ご尾びを濁にごした。

「今日ようやく、少しだけあなたのことを理解出来たと思ったのだけれど……でも、戦いのこととなると、途と端たんに分からなくなってしまうわ……」

「……どういうことですか？」

「そうしなければならないと思うから戦っていると言っていたけれど、でも今のあなたを見ていると……そうしたいから戦おうとしているみたいに見えるのよ」

「その通りです。先ほど説明した通り、使命を全まつとうするために戦いたいと──」

　言いかけたところで、マイノラはそれを遮さえぎった。

「本当にそうなの？　その執しゆう着ちやく……いえ、その『執念』は、もっと別のところから来るもののように感じられるのだけれど」

　籠手の調整を終えてマイノラの方を向けば、そこに悲しげな眼まな差ざしがある。

「…………、どうしてそんな目をするんですか？」

「あなたが本当のことを語ってくれないから、拒きよ絶ぜつされているみたいに感じられて……何だかとても悲しいのよ」

　イオトは一度ゆっくりと息を吐はき、それから言った。

「……人は誰だれだって、触ふれられたくないことの一つや二つ抱かかえているものです。君がしていることは、そこに触ふれるようなものです」

「ごめんなさい……でも、わたしはもっとあなたと分かり合いたいの。だって……十年も待って、ようやく出会えたのだから……」

「？　それはどういう意味──」

　と、訊きき返そうとした時、




「おいッ、ガキどもォ！　ここにいるのは分かってる！　さっさと出て来いッ！」




　唐とう突とつに響ひびいてきた野の太ぶとい大声に妨さまたげられた。

「っ!?　だ、誰だれかしら……？」

　怯おびえるマイノラを手で制し、イオトは壁かべに背を張りつけ、横の窓らしき穴から外を窺うかがった。

　建造物群の中心部は背の低い建築物ばかりで谷間のようになっており、中央には広場と思おぼしき更さら地ちが存在している。その中心に黒いコートを着た男が一人、立っていた。髪かみは灰色、肌はだは浅黒く、高身長。筋骨隆りゆう々りゆうな肉体。黒光りするサングラスが物々しさを演出している。

「ここら一帯は完全に包囲している！　さっさと出て来やがれ！　でなきゃァ──」

　と、言って大男は大きく息を吸い、体に力を入れた。

　途と端たん、男のコートの装飾と思われた両りよう肩かたのリングから、そして額の十字型の傷から、内側がわに薄うす緑色の輝かがやきを宿した突とつ起き物──角としか言いようのない結けつ晶しよう体たいが飛び出した。
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「な、ナイトメアっ!?」

　マイノラは怯おびえた声を出すが、イオトは首を振ふってみせる。

「襟えり元もとから首筋が見えましたが、痣あざがありませんでした。それにあのコア……薄うつすらと緑色をしています」

「色が何だっていうの？」

「ナイトメアのコアは灰色めいた透とう明めいなんです。でも、僕の右腕うでと同じく有色であるというのなら──アウトサイダーってことです」

　それを証明するように、黒衣の男は理性ある言葉を発した。

「丸まる焦こげになりたくなけりゃあ、さっさと出て来るこった！」

　そして男は突とつ如じよ拳こぶしを振り上げると、地面に叩たたきつけた。

　瞬しゆん間かん、拳の先から閃せん光こうが放たれる。爆ばく発はつしたような音が鳴り響ひびき、周囲は黄光に包まれた。

「────っ！」

　光が消え失うせ、男の周囲が露あらわになる。地面には男の拳を中心に爆発があったような焦こげ跡あとが残り、バチッ、バチッ、と電光が弾はじけている。

　その凄すさまじい威い力りよくを目まの当あたりにし、イオトは目を見張った。

「い、イオト、は、早く逃にげないと！　……ねえ、イオトったら！　何とか言って！　どうしたの？　何でぼうっとして──」

「……黙だまっていてください」

　イオトは一つ呟つぶやき、マイノラの手を振り払はらった。

　彼女は驚おどろいて目を丸くし、「イ、オト……？」と名を呼んだ。

「敵が……戦うべき相手がそこにいるんです。しかも、アウトサイダーだなんて……こんな機会を逃のがすなんて、そんなこと……いや、そうじゃない……僕は戦わなくちゃならない義務があるから……だから、戦わなくちゃ……」

　心臓が高鳴るのをイオトは感じていた。だが、心の底はどこまでも冷え込んでいく。

　まるで感動するかのようにイオトは喉のどを詰つまらせ、息を震ふるわせた。

「一体どうしてしまったの？　どうするつもりなの？」

「どうするって、説明したばかりでしょう……戦うんですよ」

　すぐそこにいる敵は、噴ふん水すい広場にいたナイトメアとは比べ物にならないほどに強力であると、コアの大きさと数、そして先ほどのデモンストレーションではっきり感じ取っていた。

　ならば、逃げるという選せん択たく肢しはありえない。

「違ちがう！　そうじゃないわ！　そうじゃなくて──」

　そこでマイノラは躊躇ためらうような間を空け、震えた声で言った。




「──どうして、笑っているの？」




　撃うち抜ぬかれたようにその言葉が頭に響ひびき、イオトは呆ぼう然ぜんとマイノラを見やった。

「は……？　笑ってる？　僕が？」

　否定しようとするが、マイノラが浮かべる困こん惑わくの表情には真に迫せまるものがあった。

「あなた、もしかして……」

　マイノラは何かを言いかけるが、躊躇ためらいを見せて口を閉ざす。

　イオトはじれったくなり、マイノラから顔を背そむけて窓まど枠わくに足をかけた。

「……君は逃にげてください。僕があいつを引き寄せます」

「っ、行っちゃダメ！　あなたは戦うべきじゃ──」

　マイノラの言葉は背後へと流れて聞こえなくなる。イオトはすでに宙に身を躍おどらせていた。

　コアを起動。横の建物に映る影かげが蠢うごめき、そこから引き出した無数の手を身に纏まとって悪あつ鬼きへと変異する。

　ごうごうと風を切る音が耳元で鳴っていた。凄すさまじい勢いで黒衣の男に迫せまり──

　そして見事広場に着地する。衝しよう撃げきで地面は抉えぐれ、破片が辺りに散ったが、イオトはしっかりとその足で着地を成功させていた。

「随ずい分ぶんと派手な登場じゃァねえか。お前がハーバートの娘むすめっ子こを護衛してるっていうアウトサイダーか？」

　正面を見据すえると、仁に王おう立だちした黒衣の男が腕うでを組んで余よ裕ゆうの笑えみを浮かべていた。

「……その通りです。そして、あなたは胞ほう子し信しん奉ぽう者に雇やとわれた傭よう兵へいですね？」

「まあ、そんなところだ。お約束ってやつで一応訊きくんだが……ハーバートの娘っ子をどこに隠かくした？」

「…………」

「はっは、まあ教えるわけねえわな！　しかし、せっかくだからこれも言わせてくれ。死にたくなければ居場所を教えな」

「…………、本気で言ってるんですか？」

「大人ってなァ、色々と制約が多くて大変なんだよ。一応だ、一応」

「……なら、もういいですよね？」

　言うと同時に、イオトは黒衣の男に突とつ進しんしていた。

　相手が反応するよりも早く肉にく薄はくし、その腹目め掛がけ、籠手ガントレツトを装備した右手の掌しよう打だを繰くり出す。

　そして当たる瞬しゆん間かん、問答無用に『散さん弾だん射しや撃げき』を放った。

「────ァアアッ!!」

　爆ばく音おん、そして衝撃が全身を襲おそう。右腕が吹ふっ飛びそうになるが、緩かん衝しよう機構がそれを阻そ止しし、開いた手の甲こうの板金から凝ぎよう固こ剤ざいのストックが一つ吐はき出された。

　砕くだけた針が昇しよう華かして立ち込める赤い煙けむりを突つっ切って飛び出すと、正面奥の建物の壁かべが崩くずれて瓦が礫れきの山が出来上がっていた。

「……噓うそだろ？　もう終わりなのか？」

　確かく認にんのために瓦礫へ駆かけ寄り、様子を窺うかがおうとするのだが──

「──いきなりたァ、ひでえじゃねえか」

　そんな声が聞こえた瞬しゆん間かん、瓦礫の山が弾はじけ飛び、男の腕うでが飛び出してきた。

　意い趣しゆ返がえしのつもりか、掌しよう打だがイオトの右脇わき腹ばらを打ち据すえる。凄すさまじい打だ撃げき力りよくによってイオトの体は宙に浮き、そして背中から墜つい落らくした。

「うッ──!?」

　衝しよう撃げきに息を詰つまらせて顔を下げた時、イオトは気づく。掌打を食らった右脇腹に、象しよう形けい文も字じのような奇き怪かいな紋もん様ようを内包する、円形の黄色い印が浮かんでいることに。

（能力によるものか……？）

　と、そこで、瓦礫を蹴け散ちらして黒衣の男が姿を現した。散さん弾だん射しや撃げきによってコートが破れているが、露あらわになっているのは穴だらけになった肉体ではなく、少しだけ傷のついた金属製の防具プレートだった。

「アウトサイダーと戦うなんて珍めずらしいことだからよォ、何か面おも白しろい話でも出来るかと期待してたんだが……いいだろう、そんなに戦いてえなら相手してやる！」

　男の両肩かたと額の角の内側がわに灯ともる薄うす緑色の輝かがやきが強まり、角を中心に電光の輪が発生する。

　そして黒衣の男は屈かがみこみ、ボールを転がすかのごとく地面を指先で撫なでつけた。

　途と端たん、指先と地面の接地面から黄色く発光する物体が現れ、ジジジジ、と音を鳴らしながら地面を伝って迫せまってきた。

　異様な気配を感じ、咄とつ嗟さに針で吹ふき飛ばそうと籠手ガントレツトを構えるのだが、

「なっ──！」

　突とつ然ぜん、発光体が地面を跳とんだ──いや、飛び上がった。

「ギィィィイイッ!!」

　発光体は奇き怪かいな鳴き声を上げると、爬は虫ちゆう類るいのような胴どう体たいから生えているコウモリに似た羽を高速で羽ばたかせ、黒緑の目が輝く頭からイオトの右脇腹の黄の印に突っ込む。

　すると印に吸い込まれるように消え、その瞬間、肉体が粉々になるような電流がイオトを襲おそった。

「ッッ──ぐぅァアッ!?」

　気を失いそうになるがすんでのところで意識を呼び戻もどし、どうにか踏ふみ留とどまるものの、体に力が入らず膝ひざを突ついてしまう。

「こいつは驚おどろいた！　それをまともに食らって倒たおれないやつは初めてだぜ！　しかし──こいつはどうかな？」

　黒衣の男が地面を拳こぶしで叩たたき割ると、同時に拳と地面の接地面から無数の発光体が発生し、先の一体とは比べものにならない凄すさまじい速度で迫せまってきた。

「くっ──このッ！」

　咄とつ嗟さに飛び退のいて躱かわすが、発光体たちはすぐに方向転てん換かんして向かってくる。イオトは右脇わき腹ばらの黄の印を見やり、直感に従って窓から建造物群の中へと飛び込んだ。

　そして、少しだけ奥へと入り込んだところですぐに反転。予想通り同じ窓から発光体の怪かい物ぶつが追ってきており、そこへ向けて籠手ガントレツトを構え、散さん弾だん射しや撃げきを繰くり出す。

　針は面となって発光体たちを襲おそう──が、その時、壁へき面めんに黄の印が幾いくつも浮かび上がった。すると怪物たちはそちらに進路を変え、壁かべの中へと吸い込まれるように消えていく。

　途と端たん、ぐらりと地面が揺ゆれ動き、周囲の壁から帯電する鉄筋が暴れ出てきた。

「なっ!?」

　床ゆかが抜ぬけ、崩くずれた天てん井じようや壁の瓦が礫れきが降りかかり、イオトは階下へと墜つい落らくする。

　地面に叩たたきつけられ、瓦礫に埋うもれたイオトは暗くら闇やみの中に閉じ込められてしまった。

「ぐっ……くそ……！」

　瓦礫に押し潰つぶされ、身動きが取れない感覚に焦あせりを覚える。このような危機的状じよう況きようは、今までに経験したことがなかった。

（……やっと戦場に戻もどってきた。しかも相手は強い。なのに……何かがおかしい。何かが嚙かみ合ってない……）

　そのように頭の中で思考を巡めぐらせていると、黒衣の男の声が響ひびいてきた。

「この建造物群と俺の能力は非常に相性がいい。ここに誘さそい込めた時点で俺の勝ちだ」

「な、に……？」

　イオトは瓦礫を押し退のけて這はい出てくると、上階の穴の縁ふちに立つ男を睨にらみつける。

「この広さだ。人一人探すのは骨が折れる。だからさっさと降参して、娘むすめっ子この居場所を教えてくれねえか？　勝ち目がねえことも逃にげても無む駄だだってことも、今ので分かっただろう？」

「…………、逃げる？　僕が……？」

　思い起こせば発光体に追撃されていた時、躱すことに必死になり、確かに逃げ惑まどっていた。身の危険を察知し、本能的に攻こう撃げきを避よけていたのだ。

　これが違い和わ感の原因だとイオトは気づく。逃げるなど、初めての経験なのだ。

「この状況でぼうっとするたァ随ずい分ぶんと余よ裕ゆうじゃねえか。もしかして諦あきらめちまったのか？」

　背後に下り立った黒衣の男のコアの周辺で電光が迸ほとばしり、周囲の瓦礫から鉄筋が浮き出てきた。

　それらは宙でくるくると回っていたが、不意にぴたりと止まると、先せん端たんを向けてくる。

　イオトはぼんやりと振ふり返り、殺意のこもったそれらに身を晒さらした。

「お、まだやる気か？　なら──躱してみろッ!!」

　その怒ど号ごうを合図に、凄まじい速度で鉄筋が放たれた。




　──しかし、イオトは身動き一つ取らず、その全すべてを体で受け止める。




　一本目は外がい殻かくが弾はじいたものの衝しよう撃げきによって背後の壁かべに叩たたきつけられ、続けて飛んできた数本が足や腹、そして喉のどを貫つらぬいた。

「まだ若いってのに可哀かわい想そうだが……これも仕事だ。成じよう仏ぶつしてくれ──ん？」

　そこで黒衣の男は、それまでの余よ裕ゆうの表情を消した。

「おいおい、どうなってんだァ？　お前さんの体はよォ」

　男が驚おどろいたのは、影かげから伸のびてきた黒い手が鉄筋を引き抜ぬき、イオトが平然と踏ふみ出してきたからである。だが、嫌けん悪お感を浮かべたのは、その真っ黒な肉体の体表が流体のごとく蠢うごめき、寄せ集まるように穴を塞ふさいでいく様があまりにもおぞましかったからだった。

　イオトは、調子を確かめるように首を捻ひねり、拳こぶしを開閉してみせる。

　それから深く深く息を吐はくと、その地じ獄ごくの底のような眼がん窩かを男に向けた。

「この程度で──殺せると思うなッ!!」

　叫さけぶと同時に影の中の黒い手を黒衣の男に差し向けた。

　それらは男の手足を摑つかみ上げ、身動きを封ふうじる。そこへイオトは一気に踏み込み、反応しきれていない彼の顔面目め掛がけ拳を繰くり出した。

　だが、

「う、ぉ──ラァッ!!」

　黒衣の男は咆ほう哮こうとともにコアから電気を発生させ、辺り一面を強きよう烈れつに照らし出す。すると黒い手たちが繫つながっているイオトの影が乱れ、同時に手たちは霧む散さんしてしまった。

「お、ヤケクソだったんだが正解みたいだな」

　黒衣の男はイオトの一いち撃げきを間かん一いつ髪ぱつのところで躱かわし、にやりと笑った。

「さあ、もう一度落ちてもらうぜ!!」

　男が拳を地面に叩きつけた途と端たん、地面から鉄筋が暴れ出て、床ゆかが崩くずれ出す。そして、イオトはまたも宙に投げ出された。

　しかし、イオトが落ちていく地下に当たるらしい部屋には暗くら闇やみが蟠わだかまっている。

　また、頭上から光が差し込んでいることで、イオトの影はその暗闇と同化していた。

「来いッ!!」

　その叫びに応じて地下の暗闇が蠢き、無数の黒い手たちが溢あふれ出てくる。それらは降り注ぐ瓦が礫れきを摑み、支えることで足場に変えた。

　イオトはその一つに着地し、次々と黒い手が支える瓦礫を踏みつけ、上階へと舞まい戻もどった。

「な、何なんだその能力は？」

　黒衣の男は動どう揺ようを示しながらも、鉄筋とともに発光体を差し向けてくる。

　鉄筋は体を貫かん通つうし、発光体は体内で暴れまわった。意識は遠とお退のき、体の力を奪うばわれるが──それでもなお倒たおれず、籠手ガントレツトを構えて真しん紅くの針を連射する。

「その大きさのコアなら、その数なら、この程度のはずがないだろ!?　本気を出せッ!!」

　血の臭においが、蘇よみがえる。イオトや黒衣の男のものではない、幻まぼろしの臭い。

　それはイオトの意識を過熱させ、しかしどこまでも心を凍こおりつかせていく。

（この痛み、この頭が真っ白になっていく感覚……そうだ、これが僕の日常だ！　ようやく自分を取り戻もどせた……！）

　咆ほう哮こうを上げて影かげの手とともに襲おそい掛かかるイオトの猛もう攻こうを躱かわしながら、黒衣の男は「ちっ」と舌打ちを鳴らす。

「やれやれ、攻こう撃げきは多た彩さいで不死身となると、厄やつ介かいどころじゃァねえな。だが──」

　男は肩かたと額のコアから電でん撃げきを発生させ、影の中の手たちを霧む散さんさせると真まっ直すぐ突つっ込んできた。

「──ァァァアアアッ!!」

　イオトは黒い手とともに、纏まとわせた体液エリクシルを凝ぎよう固こさせて槍ランスと化した手しゆ刀とうの突きで迎むかえ撃うつ。男はコアを発光させて黒い手を消し去り、目くらましによってイオトの突きも躱すと、電撃を纏った拳こぶしで籠手を殴なぐりつけた。

　強きよう烈れつな電流が内部で暴れまわり、内部機構の電子制せい御ぎよ部がショートしてしまう。更さらには凝固剤ざいが熱で膨ぼう張ちようし、ケースが破は裂れつして手の甲こうの板金をも吹ふき飛ばした。そのせいでフレームが歪ゆがんでしまい、手首と指の関節が曲がらない。

「くそっ、邪じや魔まだ！」

　イオトは咄とつ嗟さに脱ぬぎ捨てようとし、そこで思い出す。

　籠手はコアを守るものであり、外せば弱点を晒さらすことになる、というケィニッドの言葉を。今やろうとしていることは、彼の言う通り命を曝さらけ出すことに違ちがいない。

　自身を守ろうと思うならば、警告に従って外すべきではない。

　だが──

「僕には……必要ないッ!!」

　イオトは何の躊躇ためらいもなく、あっさりと籠手を脱いだ。

　そして、露あらわになるのは赤い輝かがやきを放つコア──

「ビンゴ……やっぱりそこか」

　黒衣の男はにやりと笑うと、踵きびすを返して逃にげていく。

「逃がすか──!!」

　イオトは籠手を横へと投げ捨て、駆かけ出した。

　コアが剝むき出だしになっている右腕うでの拳を、立ちはだかるコンクリートの壁かべに叩たたきつけ、打ち壊こわし、足音を追う。そして幾いくつかの壁を破は壊かいして飛び出したそこは、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた最初の広場。同じく黒衣の男も待ち受けていた。

　イオトは雄お叫たけびを上げて猛たけり、食らいつかんと大きく踏ふみ出す。だが、勢いをつけ過ぎたがために地面を突つき破って斜ななめに迫せり出してきた鉄筋に自ら突っ込んでしまった。

「がっ……！　くそッ──!?」

　咄とつ嗟さに後退しようとするが、周囲三百六十度から次々と鋭えい角かくに突き出てきた鉄筋に串くし刺ざしにされ、その場に繫つなぎ止められてしまった。

「こんなもの──」

　影かげから黒い手を引き出し、鉄筋を引き抜ぬこうとした時だった。

　地面から突き出てきた鉄筋の一本が、右腕うでのコアを貫つらぬいた。

「────ッ!?」

　コアは一度強きよう烈れつな輝かがやきを見せ、次し第だいに黒ずんでいき、赤黒い液体を噴ふき出した。

　途と端たん、体全体に罅ひびが入り、ばらばらと崩くずれ、再形成された元の人間らしい肉体が露あらわになる。当然、鉄筋はその柔やわらかい肉を貫いたままである。体中の至る所から血が染しみ出した。

「そのタフネスには正直驚おどろかされたが、コアを破は壊かいしちまえばどうにもならんだろう？」

　黒衣の男の三つの角の緑光が激しさを増し、全身を包むように電光が走り回る。電光は密度と輝きを増し、まるでローブのように男の全身を覆おおい尽つくした。

　男が地面を蹴けると、地面から何本もの鉄筋が飛び出し、磁力でもあるかのようにくっつき合って塔とうを形成していく。

　男はその頂点に立つと、イオトを見下ろして言った。

「念には念を入れ、最後に一発ぶち込ませてもらう。それで終しまいだ。安心しろ、一いつ瞬しゆんで終わるから痛みはないはずだ」

「う……ぐっ、ぁ……」

　イオトは力を出し尽くし、動くこともままならない。

　意識は朦もう朧ろうとして消えかけており、あまりの眩まばゆさに目を細めながらも必死に男を見やるが、最も早はや彼の声を認にん識しき出来ていなかった。

　男が右手を上げると、黄衣のように見える電気のローブから稲いな妻ずまが発生し、周囲に迸ほとばしる。それらは両肩かたのコアの上で絡からみ合って収束し、巨きよ大だいな二本となった。

「じゃあな、安らかに眠ねむってくれ」

　男は最後にその一言を残し、右手を振ふり下ろす。

　両肩のコアから二本の巨大な稲妻が放たれ、イオトの体を襲おそった。

「ガ、ァ────ッ!!」

　目の前がショートして、世界は暗転する。

　痛みを通り越こし、自身の感覚の全すべてが吹ふき飛んでしまった。

　少しの間、完全な無の中にイオトは漂ただよっていた。あまりにも穏おだやかだったため、安らかさを覚えるほどだった。




　──だが、不意に頰ほおを撫なでる風を感じ、はっとしてイオトは目を開ける。




「あ、れ──？」

　気づくと地面にしっかりと立ち、脇わきにはバケットパンの入った籠かごを抱かかえていた。正面には三階建ての大きな建物があり、横の庭で数人の子供たちがボール遊びをしている。

　建物の入り口のすぐ横の窓から、二人の男女が見えた。癖くせのある赤毛の少年と、美しく長い黒くろ髪かみの少女だ。

　そしてその窓の下では、年とし端はのいかぬ女の子が気難しい顔をして、スケッチブックにクレヨンを走らせている。

「あぁ……テシー……みんな……」

　締しめつけられるように胸が痛み、籠を落としてしまう。

　胸を押さえ、顔をくしゃくしゃにしてイオトは一歩踏ふみ出した。

　そこに自分の家がある。愛する者たちがいる。ただいまと言って、皆みなを抱だきしめたかった。

　だが──そんなイオトを引き止めるものがあった。

　振ふり返れば、そこには影かげがある。異様なほどに黒く、まるで沼ぬまのようなそこから子供のもののような小さな手が無数に伸のび、行かせまいとするかのように肩かたや腕うでを摑つかんで影の中へと引きずり込もうとしてくる。

「待ってくれ！　みんながそこにいるんだ！」

　懇こん願がん虚むなしく、イオトは影の中にずぶずぶと沈しずんでいき、再び闇やみの世界に落ちた。

　その虚こ空くうの中でもがいていると、誰だれかの声が聞こえてくる。

「──ッ、早──を覚まして！　イオトッ！」

　姿は見えないが、マイノラがどこかで叫さけんでいるらしい。その声を聞いているうちに、微かすかではあるが、痛覚が戻もどってきた。

　まだ死んでいなかったのか？　と疑問に思っていると、黒衣の男の声も響ひびいてきた。

「──まさか向こうから来てくれるとはな。手間が省けたぜ」

　男はマイノラのもとへ向かうつもりらしく、足音が遠ざかっていく。

　ふざけるな、とイオトは思った。

　僕はまだ死んでいない、戦いは終わっていない、こんな中ちゆう途と半はん端ぱで終わるわけにはいかない──その強きよう烈れつな意志が、体に力を取り戻した。

「…………っ！」




　──視力が戻り、世界が復活する。




　近くの瓦が礫れきの陰かげから必死にこちらに呼びかけているマイノラの姿と、そんな彼女を手にかけるために向かう黒衣の男の姿がイオトの目に映った。

「あ、ぐ、ぅあぅううぁああああッ!!」

　イオトは言葉になっていない叫さけび声ごえを上げ、鉄筋を引き千切り、背を向けている男に向かって跳とんだ。

「なっ──がッ!?」

　はっと振ふり返った男の顔面に、遂ついにその拳こぶしが届く。

　男は吹ふき飛び、一度地面をバウンドして建築物の壁かべにぶつかった。

　痛みと失血のせいで体が震ふるえていたが、それでもイオトはその両の足でしっかと立ち、再び叫んだ。

「言っただろ！　この程度じゃ僕は殺せない！　この程度じゃ……僕は死なないんだよッ!!　侮あなどるのもいい加減にしろッ!!」

　ふらりと体が揺ゆれ、たまらず膝ひざを突ついてしまう。代わりに黒衣の男が立ち上がり、ふぅ、と息を吐はくと、口の端はしから滲にじむ血を拭ぬぐいながら神しん妙みような顔を向けてきた。

「……その言葉、そっくりそのまま返すぜ」

「っ、どういう意味だ!?」

「今、俺は完全に油断していた。お前さんなら俺を殺すことも出来たはずだが、そうしなかっただろう。しかも……」

　男は一度言葉を切り、イオトのコアに視線を向ける。いつの間にか鉄筋が引き抜ぬかれており、黒い手が穴を塞ふさごうと傷の中で蠢うごめいている。

「驚おどろかないところを見ると、コアを破は壊かいされても問題ないことを知っていたようじゃねえか。だというのにあがくことをやめ、俺の最後の一いち撃げきをわざわざ食らいやがったじゃねえか。これが侮りじゃなけりゃァ、何だって──」

　そこで男は言葉を切ると、「お前さん、まさか」と訝いぶかしげに呟つぶやいた。

「……っ！　何だっていい……まだ終わっちゃいないんだ！　だから、戦えッ！」

「戦えってよォ、お前さんは俺の敵じゃないんじゃァねえのか？」

「な、に……？　どういう……意味だっ！」

　男は口を開きかけたが、はっとするような様子を見せ、コートのポケットに手を突っ込む。そこからゴム製のケースを取り出し、中の通信機を耳に当てて大声を上げた。

「取り込み中だ！　後にしろ！　……あ？　ＧＤのやつらが？　……やれやれ、ちんたらし過ぎたか。仕方ねえ、撤てつ退たいだ撤退！」

　黒衣の男はそう言って通信を切ると、背を向けた。

「まっ……待て！　逃にげるのか!?」

「悪いがこれ以上は相手してられねえ。そんなに戦いてえなら、次の機会に相手してやる。ただし、敵として現れたのならな。自身を見つめ直し、自分がどういう存在なのかを考えてこい」

「待て──くっ！」

　咄とつ嗟さに追いかけようとするが、力が入らずまたも崩くずれ落ちてしまう。地面に片かた膝ひざを突ついて顔を上げるが、すでに男は姿を消しており、代わりにフェルがＧＤの隊員たちを引き連れて建物の陰かげから姿を現した。

「爆ばく発はつ音が聞こえてすっ飛んで来てみれば……一体ここで何があったっていうのよ？」

　フェルが話しかけてきたが、一いつ切さいイオトの耳には届かない。

　ＧＤの隊員たちが集まり出し、勝手に応急手当を始めていたが、イオトは上うわの空そらで眺ながめるだけだった。

「イオト……」

　視界の隅すみでマイノラが呼びかけてきたが、イオトはそれに気づきながらも地面に視線を落とす。

　ただ、虚むなしさだけがあった。

　黒衣の男の最後の言葉が胸に大きな穴を開けてしまったかのようだが、そうではない。

　ただ、木こ霊だましているだけなのだ。

　とうの昔に開いていた、大きな心の穴の中で──













　　　　　　　第三幕　心の底、深い場所







「んっとね、わたしはね、絵え描かきさんになりたいな！　ねえ、イオ兄にぃ聞いてるの？」

　唐とう突とつな声が耳を打ち、イオトははっと目を見開いた。

　水面の揺ゆらぎか、またはたゆたう煙けむりのように視界が歪ゆがんでいるが、次し第だいに混こん沌とんとしていた風景は形を成していき、やがて馴な染じみ深い一室となる。

　そこは、小さい頃ころより過ごしてきた孤こ児じ院いんのリビングだった。

「あれ……何で、ここにいるんだ……？　どうなってる……？」

　テーブルに頰ほお杖づえを突ついていた状態から身を起こし、自身の体を調べていると、「どうしたの？」と横の席に座る幼い少女が訊たずねてきた。

「あぁ、テシー……僕、何でここにいるんだ？　ＧＤの病びよう棟とうで療りよう養ようしていたはずなのに……」

「イオ兄ぃ、ケガしたの？」

「ああ……電気を操あやつるアウトサイダーと戦って、かなり手て酷ひどくやられたんだ……」

「何でイオ兄ぃが戦うの？」

「だって、僕はアウトサイダーだから……」

「イオ兄ぃ、何かへん！　イオ兄ぃはふつうの人間だよ！　こわい夢でも見たの？」

「夢？　全部、夢だったのか……？　アウトサイダーになって、ナイトメアと戦ったり、女の子の護衛を任されたり──」

　そしてイオトはテシーに顔を向け、恐おそる恐る彼女の頰に触ふれた。




「テシーが……テシーたちが……みんな死んじゃったのも……？」




　するとテシーは無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべた。

「うん、そうだよ。全部夢だよ」

　その笑顔を眺ながめていると、ぼんやりしていた頭の中が更さらにぼやけだし、どうでもよくなってきてしまう。

　頭の奥底で違い和わ感が残っていたが、イオトは振ふり払はらうように口を開いた。

「そうか、そうだよね……ごめんごめん、まだちょっと寝ねぼけてるみたい。それで、えっと……さっき絵描きさんになりたいって言ってなかったっけ？」

「うん、そうだよ！　ねえ、見て！　がんばって描いたの！」

　テシーが差し出してきた画用紙には絵の具が滅め茶ちや苦く茶ちやに塗ぬりたくられており、一体何の絵なのか全く分からない。

「うーん、斬ざん新しんというか何というか。絵え描かきさんになりたかったら、もっと練習しないとね」

「いっぱいしたらなれるの？」

「もちろん、きっとなれるよ。ところで……何でこんな話をしていたんだっけ？」

　訊たずねると、「宿題だよ、宿題」とすぐ横のキッチンから聞こえてくる。そちらを見やると、赤毛の少年がじゃがいもの皮を剝むきながらこちらに顔を向けていた。

「エド……いつからそこに？」

「あん？　さっきからずっとここでリジーと食事の支し度たくしてたじゃねえか。なあ？」

　エドに呼びかけられ、彼のすぐ横で鍋なべをかき混ぜていた黒くろ髪かみが美しい少女も振ふり返った。

「イオト、もしかして具合悪いの？　薬、持ってきてあげようか？」

「いや、必要ないよ。夢が悪いんだ。あまりにも恐おそろしくて辛つらい夢だったから……それで、宿題って？」

「スコットが将来の夢を作文にする宿題を出されたのよ。やっぱりあの子は芸術家を目指すみたい。それで大好きなお兄ちゃんの真ま似ねして絵描きさんになりたいって言い出したのよ。ね、テシー？」

「そ、そんなことないもん！　リジー姉ぇのいじわるっ！」

　テシーは顔を真っ赤にして部屋を飛び出していき、すぐにテーブル横の窓から見える庭に姿を現すと、他ほかの子たちと遊んでいた兄であるスコットの背中に飛びついた。

「なあイオト、ちょっといいか──って、何だお前、泣いてるのか？」

　エドに言われて、イオトは自分の目が潤うるんでいることに気づく。

「何だろう……テシーたちを眺ながめていたら、酷ひどく懐なつかしい気分になったんだ」

「ふうん？　まあいいや、それより話があんだよ。こっちに来てくれ」

「話？　皮剝きを手伝え、の間ま違ちがいじゃなくて？」

「まあ、半分はそうだな」

　イオトは思わず笑い、「仕方ないな」と軽かる口くちを叩たたきつつも、エドの横に並んで芋いもを手に取った。

「なあ、イオトはどう思う？　テシーたちの夢は叶かなうと思うか？　院長、もう歳としだろ。そろそろ体を動かすのも辛い頃ころだ。この孤こ児じ院いん、なくなるかもって話だぜ」

「何だ、そんなことか。大だい丈じよう夫ぶだよ。僕が何とかしてみせる」

「はあ？　何とかって、どうすんだよ？」

「前に僕らも進路について考えたことがあったじゃないか。リジーはダンサーに、エドは大手デパートで働きたいって二人には明確なビジョンがあるのに、僕だけ何もなくてさ」

　エドは肩かたを竦すくめ、「結局、靴くつ下した工場からしか内定貰もらえなかったけどな」とぼやいた。

「あの後、一人で考えてみたんだ。僕は将来どうしたいんだろうって。そうしたら、すぐに答えが見つかったよ。僕は、僕を育ててくれたこの院に、仲良くしてくれたみんなに恩返しがしたい。だから、僕がこの院を継つごうと思うんだ」

「継ぐって……お前、分かってんのか？　経営ってのは簡単なことじゃないんだぞ？」

「もちろん、分かってる。実は、院長先生に経営のノウハウを学んでるところなんだ。それに、進学したら役に立ちそうな学問を専門的に学んでいくつもりだよ。だから、二人は安心して自分の道を進んでいいんだ。この院は僕が守っていくから」

　照れ臭くさくて二人の顔を見ることが出来なかったが、兄弟として育ち、いつも助けてくれた二人にはっきりと自分の意思を伝えられたことがこの上なく誇ほこらしくもあった。

（あれ、でも……前にも話さなかったっけ……？）

　違い和わ感に頭を悩なやませていると、「そう、そうなのね」とリジーの優やさしい声こわ音ねが聞こえてくる。

「本当に……素す晴ばらしい夢ね。でも無む駄だよ。全部終わってしまった後なんだから」

「え？」

　横を向くと、いつもと変わらないリジーがそこにいる。いつもの笑え顔がおを浮かべている。

　だが、唐とう突とつにそのきめ細やかな美しい肌はだに赤い線のようなものが浮かび上がった。

　その線から、ぷく、ぷく、と赤い雫しずくが膨ふくらむようにして現れ、肌の上を伝って零こぼれ落ち──




　赤い線に沿ってずるりと肉体がずれ、ばらばらと崩くずれていった。




「えっ!?　う、うわあああっ!!　エ、エド、リジーが、リジーが──」

　慌あわてて背後のエドの腕うでを摑つかみ、粘ねばつく感かん触しよくに凍こおりつく。

　振ふり向くと、全身は血に塗まみれ、真っ赤な異い形ぎようと言える姿に成り果てたエドが立っていた。

「……何を守るって？　お前が？　偉えらそうなこと言っといて、この様ざまじゃねえか」

　地の底から響ひびくような声で言い残し、エドの体も幾いくつかの破片となって崩れ落ちた。

　べちゃ、ぐちゃ、と粘つく音が鼓こ膜まくを揺ゆらし、凄すさまじい血けつ臭しゆうが鼻を突つく。

「あ──うぁ、ぁ、ぁああ──！」

　声を上げたことで金かな縛しばりから解き放たれ、唐とう突とつに足が動き出す。イオトは年少組を見守っている院長に助けを求めるため、外へと飛び出した。

　そしてまた、家族だった者たちの亡なき骸がらを見ることとなった。

「──ぁ──ぁ、あ──？」

　庭は一面真しん紅くに染まり、血の湖に浮かぶのは子供たちと院長の残ざん骸がい。

　強きよう烈れつな血の臭においが鼻を突く。

　ふらりふらりとイオトは後退し、足をもつれさせ、尻しり餅もちをついた。

　イオトの目には、どくっ、どくっ、と窓から血を噴ふき出す孤児院の建物が映っていた。

　まるで建物が一つの生き物で、窓は肉体に穿うがたれた傷穴のよう。

　いつの間にか空ものっぺりとした真しん紅くに染まっており、真っ黒な太陽が浮かんでいる。

　木々も影かげ絵えのように黒々と染まり、奇き妙みような形に捻ねじれ、禍まが々まがしい存在に姿を変えていた。

　そして、地じ獄ごくに様変わりしてしまった世界に動くものが一つ。

　建物の陰かげから現れたそれは、テシーの成れの果て。

　幼い体の脇わき腹ばらから飛び出ている刃は物もののように鋭するどくて硬こう質しつ化した肋ろつ骨こつは、抱だきしめるようにスコットの首を抱かかえていた。

「う……うゥ……イオ、にぃ……タス……タスけテ……」

　肋骨は抱きしめる力を強め、血の繫つながった最愛の兄の頭を切り刻んでしまう。

　獰どう猛もうな獣けもののように牙きばを剝むき出しにしているテシー。

　その目は、愛する家族を殺してしまった恐きよう怖ふと悲しみに満ちた涙なみだを流していた。

「あ……ぁあ、そうだ……テシーはそうやって、泣いていたっけ……夢、じゃない……ははっ、夢なわけないじゃないか……」

　イオトは立ち上がり、拳こぶしを握にぎりしめ、絞しぼり出すように言った。

「ごめん、ごめんね、テシー……僕は、何も出来なかったんだ……」







「…………うぅ」

　体全体に纏まとわりつく不快感によって意識は一気に浮上し、イオトは眠ねむりから覚めた。

　正面に合成皮ひ革かくの天てん井じようが見え、背中から振しん動どうが伝わってくる。ワゴン・カーの後部座席に横たわっていることに気づいて体を起こすと、運転席のケィニッドが話しかけてきた。

「悪夢でも見ていたのかい？　凄すごくうなされていたよ。まあ、こんな道だから仕方がないか」

　窓の外に目をやると、生おい茂しげる木々が背後へと流れていく。ハーバートの屋や敷しきまでの道を隠かくす深い森の中だった。

（そうだ……あのアウトサイダーと戦ってから、もう五日経たったんだった……）

　イオトは深呼吸して冷静さを取り戻もどそうとするが上う手まくいかず、頭から夢を追い払はらうために口を開いた。

「すみません、話の途と中ちゆうだったのに……もう大だい丈じよう夫ぶですので、続けてください」

「どこまで覚えている？」

「マイノラさんをハーバートさんが働くＡＨＤ研究所まで護送する、というところまで」

「記き憶おく力りよくは問題ないようだが、やはり体調は良くないみたいだな。凄い汗あせだぞ」

　言われてバックミラーを見れば、土つち気け色いろの自分の顔が映っていた。

「……心配しないでください。ただの寝ね汗あせです」

「そんなに酷ひどい夢だったのか？」

「夢？　……いや、あれはただの過去です。度たび々たび見るので、大したことはないです」

　強がってみるものの、動どう揺ようはまだ収まらない。最近は『度たび々たび』では収まらない頻ひん度どで夢に現れており、今回はあまりにも鮮せん明めいだったがために酷ひどくこたえていた。

（……自身を見つめ直し……自分がどういう存在なのかを考えてこい、か……）

　精神の不調の原因である黒衣の男が残していったその言葉を思い出し、イオトは歯は嚙がみする。その言葉はずっと頭の中で木こ霊だまし続けており、ただひたすらに胸の奥をざわつかせていた。

「まさかここまで弱った君を見ることになるとは思わなかったよ。信しん奉ぽう者たちは君に放ったアウトサイダーを一体どこで見つけてきたんだろうな」

「分かりません……ですが、強敵でした」

「弱気になるんじゃない。君はそのアウトサイダーを追い返したんじゃないか。しかも、君の能力はコアすらも治すことがこれで分かった。収しゆう穫かくの多い戦いだったはずだよ」

　イオトは少し間を置き、「……ええ、そうですね」と答えてバックミラーから顔を背そむけた。

「と、もうすぐ屋や敷しきに着いてしまうな。話に戻もどろう。マイノラ君を研究所に移すことになったのは、警備隊が森の内部から屋敷を窺うかがう数人を発見したからなんだ。取り逃にがしてしまったがね」

「所在がバレたってことですか」

「私たちがこの森の中に潜ひそんでいることはすでに知られていたそうだが、今までは逃げ込んでしまえば追ってくることはなかったようだ。森があまりにも広大で入り組んでいるせいだろうとハーバートは思っていたそうだが……」

「……裏でルートを開かい拓たくしていたんでしょうね」

「だろうな。まあそういうわけで君の回復を待てる状じよう況きようではなくなってな、好都合にも研究所の方でマイノラ君の受け入れ準備も出来たこともあって、急きゆう遽きよ拠きよ点てんを移すことになったんだ。復帰直後で申し訳ないが、戦せん闘とうがあることを前提に気を引き締しめてかかってくれ」

　そこで木々の間から屋敷が姿を現し、ケィニッドは門を潜くぐって屋敷の前で停車する。

　籠手ガントレツトの入ったトロンボーンケースを持って車から降りると、軒のき先さきで待っていたフェルが「よ」と挨あい拶さつを口にして近づいてきた。

「元気そう……じゃないみたいね。酷い顔色だわ」

「休養中、護衛を代わってくれたそうですね。面めん倒どうを押しつけてしまって、すみません……」

「事情が事情だから、お偉えら方がたの監かん察さつが入る限界ぎりぎりまで《ブリット・サービス》は活動停止にすることにしたのよ。だから大だい丈じよう夫ぶ、ここ数日はのんびりさせてもらってたわ。さっ、早く行ってあげな。マイノラちゃんがお待ちかねよ」

「は？　お待ちかねって？」

「迎むかえにあんたをやるよう約束してるの。あの子、ずっとあんたのことを心配してたんだよ。容態はどうだ、いつ戻ってくるのかしら、って毎日毎日凄すごかったんだから」

「ど、どうしてですか？」

「あたしに訊きかないでよ。ほら、行った行った」

　フェルに背中を押され、イオトは腑ふに落ちないものの、屋や敷しきの中へ踏ふみ入った。

　中央階段を上り、廊ろう下かの奥へ真まっ直すぐ向かう。そしてすぐにマイノラの部屋の前に辿たどり着くが、ふと建造物群での一件が思い出され、足が止まってしまった。

（見捨てるような真ま似ねをしておいて、一体どんな顔をして会えばいいんだ……？）

　罪悪感が湧わき起こってノックしようとしていた手を下ろそうとした時、室内から声が聞こえてきた。

「足音が聞こえていたわ。そこにいるのでしょう？　どうぞ、入ってきて」

　イオトは思わずびくりと肩かたを震ふるわせ、顔を上げる。

　それからかなり時間を要しながらも、どうにか「はい……」と答えて扉とびらを押し開いた。

「おかえりなさい。この五日間、とても長く感じたわ」

　マイノラはベッドの上で笑え顔がおを浮かべていた。膝ひざの上にはスケッチブックが置かれ、手には色いろ鉛えん筆ぴつが握にぎられている。

「……無事で何よりです」

「ふふ、無事なのは当たり前でしょう？　あなたがあのアウトサイダーを追い返してくれたんだから」

「そ、そうでしたね……」

　胸が痛み、続く言葉が思い浮かばない。

　沈ちん黙もくが下り、気まずくなったイオトは「何を描かいていたんですか？」と口にした。

「大好きな童話のワンシーンよ。王子様が十字の剣けんで魔ま王おうに戦いを挑いどんでいるところなの」

　向けられたスケッチブックには、魔王らしき黒い影かげと勇ましく剣を振ふり上げる騎き士し、そして不安げな表情の純白のドレスを着た王女らしき女性が描かれていた。デフォルメの効いたデザインと淡あわい色使いは、幼児向けの絵本の趣おもむきがあった。

「上手、ですね……」

　ぽつりと漏もらすと、マイノラは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。その無む垢くな笑顔は彼女を酷ひどく幼く見せたが、すぐにいつもの達たつ観かんした印象を受ける表情に変わってしまう。

「怪け我がはもう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ、はい。あの、すみませんでした……あの日、君の傍そばから離はなれるべきではなかったのに……」

「いいのよ。気にしてないわ」

「えっ……そんな簡単に……」

「わたしがいいと言っているのだから、話は終わり。それよりも……ねえ、イオト。背中を拭ふいてくれないかしら？　さっき汗あせをかいてしまって体を拭いていたのだけれど、背中を上う手まく拭けなかったの」

「今は時間がありません。すぐにここから出ないといけないので」

「でも予報だと、そろそろ胞ほう子しが現れるということだけれど」

「……本当ですか？」

　慌あわてて通信機でケイニッドを呼び出すと、

『すまない、今朝ばたばたしていたものでね、私も今警備隊に聞いたんだ。みんなすっかり胞子が去った後に行動するものだと思っていたってさ』

　という気楽な答えが返ってきた。

　呆あきれていると、ガラン、ガラン、と鐘かねの音が市街地から鳴り響ひびいてきた。胞子が海岸に迫せまっていることを知らせる合図である。

「こんな状じよう況きようで襲おそってくるかしら。雇やとい主ぬしは胞子を信しん奉ぽうする人たちでも、傭よう兵へいはごく一いつ般ぱん的な人たちでしょう？」

「…………、分かりました。準備します」

　イオトはナイトテーブルへ向かい、用意してあったタオルを手に取ると、横のタライのお湯に浸ひたして絞しぼり上げた。それからテーブルの傍そばの椅い子すをベッドの横に移動させて座り、衣服を脱ぬいで待っていたマイノラの背中に当てる。

　そこで、今いま更さらながらに彼女との性別の違ちがいを思い出した。

　イオトは少しばかり緊きん張ちようし、彼女は構わないのだろうかと疑問に思うのだが、それらは柔やわ肌はだを撫なでているうちに湧わき起こった既き視し感にかき消されてしまった。

「どうしたの？」

　思わず手を止めてしまうと、マイノラが少しだけ首を傾かしげて窺うかがってきた。

「……その、懐なつかしいなって思って」

「前にもこんなことがあったの？」

「以前、一いつ緒しよに暮らしていたテシーという女の子がよく熱を出したんです。その時はいつも僕がこうして……体を拭ふいてあげていました」

「イオトはお兄さんだったのね」

「……確かにその子を妹のように思っていましたが、血の繫つながりはありません。僕もテシーも孤こ児じで、同じ孤児院で育ったんです」

　マイノラは戸と惑まどいを見せ、恐おそる恐る訊たずねてきた。

「あなたの、ご両親は……？」

「生きているのか死んでいるのかも知りません。僕は捨て子なんです。気づいた時には院で暮らしていました」

「そう、だったの……」

「気にしないでください。孤児院での生活が幸福だったので、捨て子であることを意識したことはほとんどないんです」

　するとマイノラはほっとした様子を見せ、小さく微ほほ笑えんだ。

「嫌いやなことを思い出させてしまったのかと思ったけれど……それを聞いて安心したわ。それで、テシーは元気にしてる？　今も会っているの？」

「テシーは……」

　イオトは畳たたんだタオルをテーブルに置き、深く息を吐はいた。




「……僕が、殺しました」




　衣服を整えていたマイノラは、息を飲んで振ふり向いた。

「殺したって……一体、何が……？」

　その問いに答えようとした時、窓の外に見えた胞ほう子しに二人とも視線が吸い寄せられた。

　それらは陽ひの光を反射し、人を魅み了りようする宝玉のような美しい輝かがやきを見せている。

「……皮肉ですよね。今いま頃ごろ街の人たちは建物の中に避ひ難なんして、扉とびらと窓を閉め切って震ふるえているでしょうが、胞子の光を浴びた僕たちだけがこうして恐きよう怖ふを抱いだくことなく安全に眺ながめていられるんですから」

「イオト……」

「でも、あれは人にとって害です。君の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにして、そして僕の家族を全すべて奪うばっていきました……」

　マイノラは神しん妙みような顔をして、言葉を探すように視線を彷徨さまよわせていた。

「孤こ児じ院いんに胞子が迷い込んできたんです。それにテシーが触ふれてしまい、『突とつ発ぱつ性』を発はつ症しようしてしまって……」

「突発性……聞いたことがないけれど」

「珍めずらしい例なので知らなくても仕方ありません。『突発性形態変異メタモルフオーゼ症候群』と言って、光を浴びた瞬しゆん間かん、人格崩ほう壊かいが起こる前にナイトメアとなって、暴走してしまう症状です」

　マイノラは言葉を失っている様子で、それ以上訊たずねてくることはなかった。

　だが、思い出したくもないことのはずなのに、イオトは語ることをやめられない。溜ためていたものが器うつわから溢あふれ出すかのように、次々と言葉が零こぼれ落ちてしまう。

「……その日、テシーは庭で遊ぶ子たちから一人離はなれて、孤児院の入り口の横で絵を描かいていたんです。いっぱい練習すれば絵描きになれるって、僕が言ったから……」

　その時の光景は未いまだ色褪あせることなく、まざまざとイオトの脳裏に蘇よみがえる。

「下町で夕食の買い物を終えて戻もどってきて、ただいまって声をかけようとして……その時、気づいたんです。テシーに迫せまる胞子に。名前を呼んで、必死に手を伸のばしましたが、でも間に合わなくて……」

　マイノラは悲痛な表情を浮かべ、胸に手を当てた。それでも視線を逸そらそうとせず、受け止めようとするかのごとく真まっ直すぐに眼まな差ざしを向けてくる。

「いつの間にか気を失っていて……目を覚ますと、辺りに院のみんなの亡なき骸がらが散らばっているんです。そして、ナイトメアとなったテシーが迫せまってきて……殺されるって思ったら頭が真っ白になって、き、気づいたら……僕は、あの子の体を──」

　強きよう烈れつな吐はき気けに襲おそわれ、イオトはベッドのシーツを摑つかんで体を震ふるわせた。

「テシーがナイトメアになった時、僕はアウトサイダーになっていたんですっ……！　テシーからみんなを守ることも出来たはずだし、それに、それに──こんなことしたくないって泣いていたテシーを止めることが出来たはずなんですっ!!　だというのに、僕は何も出来なかったッ!!　家族を殺した苦しみを抱いだかせたままあの子を、この手でっ……うぅ、この手でッ……!!」

　体に刻み込まれたテシーの亡骸の感かん触しよくが蘇よみがえり、イオトは喘あえいだ。

　溢あふれる鮮せん血けつは生暖かい。しかし、テシーの肉体は熱を失っていく。命が消えていくのと同じくして、その体は氷のように冷たくなり、イオトの手の芯しんまで凍こごえさせ──

「っ！」

　不意に温かい何かが手に触ふれた。

　マイノラが、握にぎりしめた手に自分の手を重ねていた。

「す、すみません、急に叫さけんだりして……」

　イオトは慌あわててシーツから手を離はなし、居い住ずまいを正した。

「いいのよ。それであなたが少しでも楽になれるのなら」

　その労いたわるような言葉に違い和わ感を覚え、イオトは顔を上げてマイノラを見やった。

　彼女の眼差しの力強さは何かの決意を湛たたえているかのようであり、今までの彼女とはまるで雰ふん囲い気きが違ちがう。

「……訊きかせてください。何が、君を変えたんですか？」

「わたし、何か変わったかしら？」

「失礼な言い方ですが……君はただ、期待するだけだったじゃありませんか。裏切られたら塞ふさぎ込んで泣いていたのに、でも今は違う……」

「…………、まるでわたしが我わが侭ままだったみたいな言い方ね」

　マイノラは少し傷ついた様子を見せたが、しかしすぐに「……でも、その通りだわ」と自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべた。

「わたしが触れ合えたのは、ほとんど使用人たちだけだったのは知っているわね」

「ええ」

「彼女たちはね、わたしの前では笑顔なのよ。でも、裏ではわたしを化け物もの扱あつかいして……早く死んでしまえと口々に言うの。長いことそういった人たちに囲まれて生活していたから、噓うそ偽いつわりない言葉が欲しかったし、恐おそれずに体に触れて欲しかったのよ……」

「……表面上は良い顔をしておいて、自分の都合で君を危険に晒さらした僕は……その使用人たちと同じです。なのにどうして、僕を許すんですか？　どうして襲しゆう撃げきのあった日、命を危険に晒さらしてまで、僕を追ってきたんですか……」

「あのアウトサイダーが現れた時にあなたが浮かべた表情を見て、気づいたのよ。あなたの無感情な態度の裏には深い苦く悩のうがあって、それがどれほどの苦しみなのかも」

「まさか、心が読めるわけじゃあるまいし……」

「これは単純な話……アウトサイダーが襲おそってきた時にあなたが浮かべた、あの救いを見つけたかのような表情に覚えがあったというだけのことよ」

　マイノラはナイトテーブルの上の写真立てを手に取ると、懐なつかかしむように撫なでた。薄うつすら微ほほ笑えんでいるが、今にも泣き出してしまいそうな雰ふん囲い気きがあった。

「わたしのお母様も、ＡＨＤを発はつ症しようして亡なくなったわ」

「えっ……」

「あなたとは大分状じよう況きようが違ちがうのだけれどね。旅行先でわたしと一いつ緒しよに胞ほう子しの光を浴びて、ＡＨＤを発症し……最後は薬を飲んで自ら命を絶ったわ。お父様が必死に治ち療りよう薬やくを開発していたのだけれど、間に合わなくて……」

　彼女は言い終わると顔を向けてきた。表情はすでに元に戻もどっており、笑みすら浮かべている。

「お母様が最後に残してくれた言葉を支えに生きてきたけれど、何年も経たつうちにその言葉を信じられなくなって……そう、まさに今のあなたのような状態だったのよ」

「君が……？　想像できませんが……」

「あなたが来てくれたから、今のわたしがあるの。同じ発症者ならきっと自分を理解してくれるだろうって勝手に希望を抱いだいて……ようやく孤こ独どくから救われるんだって思ったら、泣いてしまったわ。そして涙なみだを流しながらも、歓かん喜きのあまり笑ったのよ。あなたと同じように」

「だから、僕も同じ苦しみを抱かかえている、と……？」

　マイノラは静かに頷うなずき、真まっ直すぐ目を向けてくる。

　悲ひ哀あいに満ちているが、しかしその奥には確固たる自信が宿っていた。

「感情的になってしまったこともあったけれど……あなたがくれた希望は十年の苦しみを吹ふき飛ばしてしまったわ。それがどれほど素す晴ばらしいものなのか、あなたにも知って欲しいの。そして、苦しみから解放してあげたいと思ったのよ。その苦しみは、決して一人で背負っていいものではないから……」

　彼女の目め尻じりに浮かぶ涙が、その言葉が純じゆん粋すいであることを証明しているかのようだった。

　だが、彼女の優やさしく思いやりのある言葉や、心を見透すかすかのような深い眼まな差ざしが、なぜか切りつけられたような痛みをイオトに与あたえる。

　イオトは胸を手で押さえ、ぐっと食いしばった口を無理やりこじ開けた。

「……そういうことなら、一つ頼たのみを聞いてくれませんか」

「ええ、言ってみて！　わたしが出来ることなら、何だってしてあげるわ！」

　なら、とイオトは思い、顔を上げた。

「……僕を、護衛から外してください。戦いの日々へ、帰してください……」

　マイノラはしばし言葉を失い、呆ぼう然ぜんとした様子だった。

　だが、次し第だいにその表情を痛々しげに歪ゆがめ、首を横に振ふった。

「それじゃあ……今までと変わらないじゃない！」

「変わらなくていいんです……それを望んでいるんですから」

「どうしてそこまで固こ執しつするの？　まるで自分を罰ばつしているみたい……それじゃあ、あなたはいつまでも苦しみから救われないままで──」




「救われていいはずがないっ!!」




　イオトは椅い子すを蹴け飛とばす勢いで立ち上がり、荒あらく息を吐はいて肩かたを上下させた。

　マイノラは怯おびえた表情を浮かべているが、それでも構わずイオトは続けて叫さけんだ。

「僕は、救われちゃいけない……！　みんなを見殺しにした自分を許すわけにはいかないっ……！　罰しなきゃ気が済まないんですッ!!　あの日、何も出来なかった罪を償つぐなわなければならないんですッ!!」

　頭には孤こ児じ院いんでの温かい生活が過よぎり、家族の死に顔が浮かぶ。

　今までにないぐらい血の臭においがしていた。それは愛する人たちの死の臭いだった。

「違ちがう……違うわ！　それでは矛む盾じゆんしてしまうのよ！　だって、あなたが望んでいるのは……本当に望んでいるのは……」

　と、その時、廊ろう下かから慌あわただしい足音が聞こえ、フェルの大声が響ひびいてきた。

「イオト、すぐに出るよ！　襲しゆう撃げき者どもが森に突つっ込んできたって！」

　イオトはすぐに応じると、一度深呼吸してからマイノラに向き直った。

「イオト、わたしは……」

「もう何も言わないでください。君の気持ちは分かりました。気持ちだけは、ありがたく受け取りますが……」

　イオトは傍そばに置いておいたトロンボーンケースから籠手ガントレツトを取り出し、腕うでを通す。

　そして、その暗い眼まな差ざしを彼女に向け、宣言した。

「……それでも僕は、科せられた使命を全まつとうするだけです」







　屋や敷しきの外に出ると、害虫駆く除じよ用の黄色い防護服に身を包んだ者たちが待ち受けていた。何事かと窺うかがっていると一人が近づいてきて、「私だ。ケィニッドだ」と顔面を覆おおう透とう明めいプレートから顔を覗のぞかせた。

「その格好は？」

「胞ほう子し対策だ。こんな時のためにハーバートが用意してくれていたらしい。さあ、そんなことよりも早く乗り込め！　マイノラ君とフェル君はこっちのワゴンに！　イオト君は護衛車に乗ってしんがりを頼たのむ！」

　イオトは頷うなずき、彼にマイノラを預けると五台あるジープのうちの一台に乗り込んだ。

　それからワゴンを囲むように走り出し、緊きん急きゆう避ひ難なん用のルートとされる道へと突つっ込んでいく。

　木々が深く茂しげる中を押し進み、胞子が漂ただよう郊こう外がいの道へと飛び出した。

『後ろッ!!』

　通信機からフェルの大声が聞こえてトランクの小窓を覗のぞけば、追っ手らしき車両が続々と森から飛び出して来るところだった。乗り込んでいる者たちはライダースーツとヘルメットという胞子から身を守る格好をしており、窓から身を乗り出し短機関銃サブマシンガンで銃じゆう弾だんを浴びせてくる。

『イオト、平気!?』

「装そう甲こうが弾はじいてくれています！　応戦しますか!?」

　すると、フェルの代わりにケィニッドの声が聞こえてきた。

『待て！　この状じよう況きようで建物や車に穴を開けてみろ！　胞子が侵しん入にゆうしてナイトメアが大発生することになるぞ！』

　窓の外を見やると、路上駐ちゆう車しやの一団が見えた。近くの建物に避ひ難なんしたらしく多くが無人だが、幾いくつかの車には身を寄せ合う者の姿があった。

「くそっ、これじゃあ僕がこっちに乗っている意味が──」

　と、その時、車は川にぶつかって進路が逸それる。かなり大回りしていたらしく、街の南側がわの川沿いの道を走っており、遮さえぎるものがないために視界が開けていた。

「そうだ……ケィニッドさん、この先の旧倉庫街へ向かってください！　今は使われなくなって無人ですから、そこなら戦っても市民への被ひ害がいの心配はありません！」

『私たちはこのまま研究所へと向かわなければならないから、戦うとなったら一人でやってもらうことになるぞ!?』

「問題ありません！　やらせてください！」

『例のアウトサイダーの姿が見えないのは何とも不安だが……しかし、やむを得ないな。頼む、この状況を打開してくれ！』

「了りよう解かい！」

　イオトはジープを運転する警備隊の者にアクセルを踏ふみ込ませ、いつでも外に飛び出せるよう天てん井じようパネルに手を伸のばした。

　そしてタイミングを計っていると、通信機からマイノラの声が聞こえてきた。

『イオト、聞こえる？』

「！　どうして君の声が聞こえてくるんですか？」

『フェルの通信機を借りているの。ねえ、少しだけ話を聞いて』

「時間がないので、手短にお願いします！」

　半ば怒ど鳴なるように言うと、マイノラは少しの間を空けた後に言った。

『行かないで、イオト。一いつ緒しよに研究所へ行きましょう』

「……出来ません。早くこの状じよう況きようを打開しないと、そちらに被ひ害がいが及およんでしまいます」

『でも……あなたに死んで欲しくないの！　まだ話したいことがいっぱいあるのよっ！』

「……何を言ってるんですか？　知っての通り、僕は死ねない人間です。心配無用ですよ」

『イオト……あなたは今、あのアウトサイダーのことを考えているんじゃないかしら？』

　驚おどろきで心臓が跳はね、イオトは一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「……どうして、そう思うんですか？」

『何となく……分かるのよ』

　その時、窓の外に旧倉庫街を示す標識が見えた。

　イオトはそれをいいことにマイノラとの通信を切断し、ケィニッドの通信機に繫つなげた。

「出ます！　ケィニッドさんたちは僕に構わず行ってください！」

　すぐにコアを起動し、天てん井じようパネルを開いて身を乗り出すと、形態変異メタモルフオーゼしながら追ってくる一台へと跳ちよう躍やくする。

「く、おッ!!」

　屋根に取りつき、籠手ガントレツトを装備した右手に体液エリクシルを纏まとわせて鉤かぎ爪づめ状に凝ぎよう固こさせると、それをフロントガラス上部の出っ張りに引っ掛かける。背後へと延びる影かげからも黒い手を引き出し、それらにも手伝わせて力を込めると、ギギギギ、と耳みみ障ざわりな音を鳴らして運転席頭上の屋根が捲めくれ上がった。

「なっ!?　この──!!」

　助手席の一人が拳銃ハンドガンを撃うってくるが、イオトは構わず運転手の胸むな倉ぐらを摑つかんで引きずり出し、そして跳ちよう躍やくする。

　運転手を失った車は蛇だ行こうし、近くの赤レンガの倉庫に激げき突とつ。イオトは地面に着地すると運転手を横に投げ捨て、後続車に振ふり返ると籠手を構えて針の連射を浴びせた。

「────ァアッ！」

　三台のタイヤに針が命中し、スリップした後に倉庫のシャッターに突つっ込んで停とまる。しかし、残る三台はフロントガラスが粉々になったことも構わず、駆かけ抜ぬけていってしまう。

「行かせるかッ!!」

　すぐに籠手を構えるが、その時、唸うなるようなエンジン音が聞こえてきた。

　はっとして横を向くと、目の前に見えたのはオートバイの前輪──

「っ!?　がっ──!!」

　重質量の体当たりによって吹ふき飛ばされ、倉庫の赤レンガの壁かべに激げき突とつ。銀色のマフラーを唸うならせる黒い車体のオートバイは鮮あざやかにドリフトを決め、地面にタイヤ痕あとを刻みつけた。

「おう、どうやら間に合ったようだなァ」

　その声を聞き、イオトは慌あわてて立ち上がる。

　目の前でオートバイに跨またがる黒衣の男は、建造物群で戦ったアウトサイダーだった。

「ようやくお出でましですか……」

「何だ、俺を探していたのか？　こちとら別件の仕事を急いで終わらせて来てやったんだ。勘かん弁べんしてくれ。といっても、事情が事情でお前の足止めに回るしかなかったんだがな」

　オートバイから降りた黒衣の男はイオトに向き直り、「しっかしよォ」と言う。

「俺の予定が埋うまってる今日動き出されたもんだから、ロクに準備も出来ずこの有あり様さまよ。一応三台は後を追ってるみたいだが、さすがにアウトサイダーは突とつ破ぱ出来ねえだろうなァ。果たしてこれは偶ぐう然ぜんなのか、ハーバートの計算によるものなのか……お前さんはどう思う？」

　イオトはその答えとして、纏まとわせた体液エリクシルを凝ぎよう固こさせ、槍ランスと化した手しゆ刀とうを顔面目め掛がけて繰くり出した。

「おいおい、どういうつもりだ？　俺たちはもう戦う必要ねえだろうが」

「何を言ってるんですか……敵が目の前にいるんだから、戦うのが当たり前でしょう！」

　イオトは踏ふみ込み、今度は横に薙なぎ払はらってみるが、ひらりと躱かわされてしまう。そして男は電光を迸ほとばしらせて浮き上がるかのように跳ちよう躍やくすると、倉庫の傾けい斜しや屋根の上へと逃にげていった。

「当たり前、か。お前さんは脅きよう威いを退けるために雇やとわれてるんだろう？　なら俺のオートバイを奪うばって仲間を追うべきじゃァねえのか？　わざわざ俺に戦いを挑いどむ必要はないだろうが」

　後を追って屋根に着地したイオトは、反論出来ずに拳こぶしを握にぎりしめた。

「それは、そうですが……」

　思わず視線を逸そらした瞬しゆん間かん、黒衣の男が踏み出してくる。

　屋根のトタンとの間に反発する磁力を発生させたのか、一瞬で詰つめ寄られ、強きよう烈れつな回まわし蹴げりを脇わき腹ばらに食らってしまう。

「うッ──!?」

　通路を挟はさんだ向こう側がわの倉庫まで吹ふき飛ばされ、壁を突つき破って室内に叩たたきこまれる。置かれていた蒸留器などの器材を巻き込みながら転がり、壁際ぎわに並んでいた樽たるを破は壊かいしてようやく止まった。

「ごちゃごちゃ言いやがって。お前は戦いたいから戦うんだろう？　違ちがうか？」

　樽から漏もれ出した密造酒の匂においが立ち込める室内に、黒衣の男の声が響ひびき渡わたる。

　立ち上がったイオトはその言葉を嚙かみしめ、頭上に向かって言った。

「……その通りです。あなたともう一度会って、戦いたかった」

「ほう、なぜだ？」

「自分を見つめ直せというあなたの言葉が、ずっと頭の中で木こ霊だまして消えてくれないんです……自分の在あり方かたを否定されてる気がして、心がざわついて、毎日毎日思い出したくもないことを思い出させられて……頭がどうにかなりそうなんです！　それをどうにかするために、戦う必要があるんですッ!!」

　イオトは頭上目め掛がけて散さん弾だん射しや撃げきを行い、出来上がった大穴から屋根の上へと跳とび上がり、黒衣の男を睨にらみつけた。

「つまりこりゃァ、やつ当たりみたいなもんか？　しかし、こんなことして気が晴れるのかよ？」

「分からない……ですけど、少なくとも戦っている間は何も考えないでいられる！　戦いの中で自分を取り戻もどせるはずなんです！」

「何だか言ってることの意味がよく分からねえんだが……しかし一人で戦おうってのかァ？　さすがにこの人数と俺を相手にするのは無む謀ぼうだぜ。自殺しようってもんじゃァねえか……って、そうか。そういやお前さんは、そうだったな」

「……そうだった？　どういう意味ですか!?」

　黒衣の男はまるで戦う気がないように、胸ポケットからタバコを取り出すと吸い始める。

　そして深々と煙けむりを吐はき出した後、口を開いた。

「お前さんに問いたい。胞ほう子し災さい害がいの被ひ災さい者という不幸で理り不ふ尽じんな境きよう遇ぐうにありながら、どうして挫くじけずその足で立っていられる？　一体どんな信念があって、俺と戦おうとするんだ？」

「それが……使命だからです！　人を殺し回るナイトメアや、あんたのようにナイトメアをけしかけて一人の少女を殺そうとする人でなしを打ち倒たおす義務が、アウトサイダーである僕にはあるんですっ！」

　すると、黒衣の男は大口を開け、腹に響ひびくような笑い声を上げた。

「ハッハッハッ！　ありゃァ偶ぐう然ぜんだ！　森から出てくるところを見つけて後を追ってみたら、機会到とう来らい！　だから襲おそったまでよ！」

「何にせよ、あんたたちは襲ってきた！　なら、僕の敵です！」

「ああ、そうさなァ。そうなんだが……しかし、使命とか何とかっていうのは、冗じよう談だんじゃなく本気で言ってんのかァ？　この前も今回もハーバートの娘むすめっ子こをほったらかして、よく言えたものだなァ。お前さんには使命だなんて尊き言葉を口にする資格はねえよ」

「ふ、ふざけるなっ！　僕は今まで、ナイトメアから大勢を守ってきたんだ！　そのはずなんだ！　あんたとは遅おそかれ早かれ戦わなければならないんだから、それを少し早めただけで──」

　途と中ちゆうで大男は手をひらひらと振ふり、「あーもうそれ以上言うな」と遮さえぎった。

「やはりというか何というか……今のでお前さんがどういう人間なのか、よォく理解出来た。悪かったな、笑っちまって」

　男の態度とその言葉が妙みように癇かんに障さわり、イオトはぎりっと歯は軋ぎしりをして睨にらみつけるのだが、黒衣の男は意に介かいさず続けて言う。

「誰だれかを助けたという実感もなく、使命という言葉に支配され、人を救うという純然たる意志もねえ。そんなんでよォ、本当に救ったとか守ったとか、言えんのか？」

「な、何を言って──」

「大体よォ、おかしくなっちまいそうだから俺と戦うんだと、自分で言ったばかりだろう。心と言葉が矛む盾じゆんしてんだろうが。そうやってごちゃごちゃと誤ご魔ま化かすのは……戦う理由が他ほかにあるからじゃァねえのか？」

「────っ！」

　黒衣の男の言葉は大きな動どう揺ようをもたらし、世界がぐらりと揺ゆれる錯さつ覚かくを生んだ。

　さっと頭に孤こ児じ院いんでの出来事が過よぎり、咽むせ返る血の臭においが蘇よみがえる。焼けつくような激情が駆かけ上がり、そして心の底が痛みさえ伴ともなうほど冷たくなっていく。

「何がおかしいっていうんだ……何が違ちがうっていうんだ……やめろ、やめてくれっ──もういい、戦う気がないなら、戦う気にさせてやるまでだッッ!!」

　イオトは屋根を踏ふみ抜ぬく勢いで蹴けり、黒衣の男目め掛がけて右腕うでを振ふりかぶった。

　しかし、拳こぶしが届くよりも早く、車から這はい出てきていた襲しゆう撃げき者たちが短機関銃サブマシンガンのトリガーを引いていた。

　肉体を貫つらぬくことはなくとも、何百という弾だん丸がんはイオトの体勢を崩くずし、弾はじき飛ばす。錐きりもみ状態で倉庫の壁へき面めんに激げき突とつし、為なす術すべもなく地面に墜つい落らくしてしまう。

「ぐっ、この……！」

　顔を上げると、すでに変異を済ませた黒衣の男が目の前まで迫せまっていた。

　男は籠手ガントレツトを左手で摑つかむと、その拳を叩たたきつけるために右腕を引き──




「──本当は、分かってんだろう？」




「グ、ァッ!?」

　腹へ衝しよう撃げきが走り、男の両手から発せられた電でん撃げきが体を駆かけ巡めぐる。体の感覚が吹ふき飛び、外がい殻かくは爆はぜるように砕くだけ、イオトは生身の肉体を晒さらして地面に倒たおれふした。

「お前さんのような輩やからを、これまでに何度も見てきた。そいつらにとって何が救いになるのかもよく分かっているんだが……これ以上相手することが出来ねえんだ。上からの命令でな」

　イオトは必死に顔を上げ、黒衣の男を睨みつけた。

「う、え……？　どういう……意味だ……」

「非常に事情が込み入ってるもんで、詳くわしくは話せねえのよ。悪わりィな」

　大男は背を向けると、仲間たちに撤てつ収しゆうを言い渡わたして去っていく。

「ま……まだ、だ……僕は、まだ……戦え、る……！　行くな……行かないでくれ……っ！」

　イオトは必死に手を伸のばすが、痙けい攣れんした体は言うことを聞かず、無ぶ様ざまに這はいつくばることしか出来なかった。

「どうして……どうしてっ……！」

　イオトは弱々しく、拳こぶしを地面に叩たたきつけた。

　どうしてこの手はこんなにも役立たずなのだと、何度も何度も叩きつけた。







　しばらく旧倉庫街で倒たおれふしたままだったイオトだが、体が動くようになると街の北ほく端たんにあるＡＨＤ研究所へと向かった。

　通信機が故障して迎むかえを呼ぶことも出来ず、ひたすら歩き続けた。奇き妙みような空くう虚きよ感に支配されて思考は回らず、周囲の認にん識しきもあやふやになり、幾いく度ども人とぶつかった。

　何度も怒ど鳴なられ、それでも進み続けると、辺りが静かになったことに気づく。ふと顔を上げれば【第一ＡＨＤ研究所】とペイントされた分厚いコンクリートがそびえていた。

（いつの間にこんなところまで来たんだろう……？）

　ぼんやり考えながら門へと向かうと、「止まれ！　一いつ般ぱん人の立ち入りは禁止だ！」と警備員らしき男が詰つめ所しよから飛び出してきた。

「……《ブリット・サービス》の者です。アウトサイダーが一人来ると聞いていませんか？」

「む、確かに聞いているが……まさかお前がそうだというのか？」

　イオトは右腕うでの袖そでを捲まくり上げ、前ぜん腕わんをコア化させた。すると、警備員の男はその紅あかい輝かがやきをまじまじと見つめ、急に慌あわてだす。

「有色のコア!?　失礼、まさか子供だと思わなかったもので……今、開門します！」

　警備員が無線に声をかけると、物々しい音を立てて鉄門が開かれた。

　イオトは警備員の敬礼に送られて敷しき地ちの中へと踏ふみ込み、複数ある棟むねを見回す。すると最も背の高い十階建の中央棟とうの入り口にフェルの姿を見つけ、すぐに駆かけ寄った。

「フェルさん、他ほかの人たちは？」

「大だい丈じよう夫ぶ、みんな無事よ。ついてきな」

　フェルについてエントランスホールに踏み入ると、端はしに設置されたベンチの傍そばでハーバートとともに待ち受けていたケィニッドが声をかけてきた。

「イオト君！　無事だったか！　連れん絡らくがないものだから心配していたんだよ！」

「すみません……通信機の調子が悪かったもので。それと……これも壊こわれてしまいました」

　抱かかえていた焦こげ臭くさい籠手ガントレツトを差し出すと、ケィニッドは神しん妙みような顔をした。

「耐たい電でん仕様にしたというのに……まだ改良の余地があるということか。いやそんなことより、やはり例のアウトサイダーが現れたんだな？」

「……一方的にやられてしまいました。さすがに人数で分が悪くて……」

「そんな顔をするな。君が戦力を削そいでくれたおかげで、マイノラ君を無事送り届けられたんだ。ここは喜ぶところだよ」

「喜ぶ……？　何を言っているんですか。あいつはまだ生きています。また襲おそってきますよ。だから──」

　そこでイオトは、黙だまって窺うかがっているハーバートに顔を向けた。

「警備隊を貸していただけませんか？　一対一に持ち込めれば、戦えるはずなんです。無事だった人だけで十分ですので、お願いします」

「ふむ……幸いにも警備隊に欠員は出なかったため、貸そうと思えば最大限の戦力を用意することも出来よう。しかし、追つい撃げきの必要はもうないのだ」

「必要ない？　どういうことですか？」

「私はこの研究所の実権を握にぎる立場でな。時間がかかったが、警備体制と警備システムを刷さつ新しんし、不ふ審しんな職員の排はい除じよを済ませ、今やここは強固な城となった。ここに居れば安全なのだよ」

「そ、それじゃあ、信しん奉ぽう者たちは……？」

「向こうが態勢を整えるまでの間は放ほうっておいていいだろう。それに、ようやく薬の完成の目め処どが立った。二週間耐たえ切れば、この騒そう動どうも終局を迎むかえることになる」

「……決して短い期間とは思えません。こちらから動くべきです！」

「今後の身の振ふり方かたはすでに決めてある。詳くわしくはケィニッドから聞いてくれ。私は仕事があるからこれで失礼する。マイノラの世話を含ふくめ、今までご苦労だった」

　去って行くハーバートを呼び止める言葉が見つからず、イオトは代わりにケィニッドに向かって捲まくし立てた。

「僕に命じて下さい！　戦えと！　死しに物もの狂ぐるいで戦い続けろと！　あの男を打ち倒たおせと!!」

　その剣けん幕まくにケィニッドとフェルは驚おどろきを見せ、すぐに表情を険しいものに変えた。

「いや、君に命じるのは休息だ」

「休息？　なぜですか？　僕にそんなものは必要ありません！」

「忘れたのか？　前回の戦いで、君は五日も寝ね込むことになったんだぞ？　今回は即そく座ざに治ち癒ゆ出来る程度だったようだが、しかし本調子ではないタイミングでの戦せん闘とうだ。見えないところでガタがきているかもしれん」

「あの男の口ぶりから、バックに大きな組織がある気配が感じられました……それこそ、ＧＤの権けん威い者の息がかかっている可能性もあるんじゃないですか？　元々そういった話だったじゃないですか！　もしそうだとしたら、そんな悠ゆう長ちようなことは言ってられません！」

「その可能性は、当然ある。何せ大半のアウトサイダーはＧＤに保護されて兵士として育てられるからな。ＧＤ内の内通者がそのうちの一人を囲い込んだと考えても不自然ではない。

　……しかしごく稀まれだが、ＧＤの目が届かぬところで覚かく醒せいし、在野で活動するアウトサイダーもいるんだ。君が出会った男もそうで、組織に属していたとしてもＧＤとは関係のない小規模なものかもしれないだろう」

「それはあくまでも憶おく測そくじゃないですかっ！」

「君の言うことも同じだろう。あのねえ、イオト君。任務はまだ終わっていない。君の言う通り、いずれ襲しゆう撃げきをかけてくることだろう。先ほどの襲撃者たちから、その執しゆう念ねんを十分に感じ取れた。だからこそ、君には万全でいてもらわなくてはならないんだ。能力の性質上、こちらの陣じん営えいで例のアウトサイダーと対たい抗こう出来るのは君だけなんだから」

「しかし──」

　その時、「署長、時間」とフェルが割り込んできた。

「悪いが、私たちはこれからこの施し設せつの警備員と打ち合わせがあるため行かなくてはならない」

「待ってください、話はまだ終わってません！」

「……その冷静さを欠いた態度を見たら、余計休息が必要だと思わざるを得ないな。仕方ない、これは命令ということにする。休息を取り、頭を冷やせ。念のためＧＤに近寄ることを禁止とし、行動範はん囲いはこの研究所の敷しき地ち内とする。いいな？」

　言葉に険はないが、その目は有う無むを言わさない鋭するどさがあり、イオトはそれ以上何も言えなくなってしまった。

「では行くぞ、フェル君」

「あーうん……じゃあイオト、あたしたち行くけど、ちゃんと休みなよ？　上う手まく言えないんだけどさ……あんた、ちょっとおかしくなってるみたいよ。もし何か悩なやみがあるなら聞いてあげるから、いつでもおいでよ」

　ケィニッドに続いてフェルも去って行き、イオトはホールに取り残されてしまう。

　行く当てはなく、仕方なくすぐ傍そばのベンチに腰こしを下ろした。

（休めって言われても……一体何をすればいいんだ……？）

　睡すい眠みんを取るにしても、また悪夢にうなされるかもしれない。見慣れていたはずなのに、今はなぜか思い出すだけで震ふるえが起こる。

　自分を責める、家族たちのあの言葉。早く戦わなければ、と強きよう迫はく観念で頭が一いつ杯ぱいになる。

（戦って戦って、誰だれかを助けなくちゃ……そのために与あたえられた力のはずで──）




　──本当は分かっているんだろう？




「っ！」

　不意に蘇よみがえってくる、黒衣の男の言葉。寒さむ気けがしてイオトは思わず肩かたを抱だく。

　世界が歪ゆがみ、地面が崩くずれ去り、奈な落らくへと落ちていく恐きよう怖ふがあった。

「ああ、イオト……」

　不意に、張り詰つめた神経を優やさしく包む柔やわらかい声が耳に響ひびいてきた。

　振ふり向くと、病衣に着き替がえたマイノラがこちらに向かって歩いてきていた。足の調子が悪いのだろう、右腕うでに歩行補助の杖つえを装着して体を支えている。

「あ──」

　イオトは数時間前のことを思い出し、気まずさのあまり立ち上がった。しかし、立ち去るにも行き場所がなく、崩くずれ落ちるように腰こしを下ろすことになる。

「無事で何よりだわ。病室の窓からあなたが戻もどってくるのが見えて、急いで来たの」

　マイノラは横に座ると、安心したような微ほほ笑えみを向けてきた。

「具合が悪いというのに、どうしてそこまで……？」

「言ったでしょう？　あなたと話したいことがいっぱいあるって」

「……話は聞きます。でもその後はすぐに病室に戻ってください。それが君のためです」

「そうね。そうするべきよね。でも……困ったわ。何を話したらいいのかしら」

「……えっ、決まってなかったんですか？」

「あの時は、あなたと二度と会えないような気がして咄とつ嗟さに言ってしまったの。でも、話したいことがあるのは本当よ。ただ、いっぱいあり過ぎて迷ってしまうのよ」

　そう言って、マイノラは可お笑かしそうに笑った。

　イオトはその笑顔に視線を奪うばわれ、思わず言葉を零こぼしてしまう。

「どうして僕たちは、こんなにも違ちがうんでしょう……同じく家族を失ってるのに、君はそうやって鮮あざやかに笑う……感情を取り戻したからって、家族を取り戻せるわけじゃないのに……」

　するとマイノラは考える素そ振ぶり見せ、静かに答えた。

「……そうね。二度と取り戻せはしないわ。でも、お母様はずっと私の中にいるのよ」

「…………？」

「よく分からないって顔ね。でも、そのままの意味なのよ。それは思い出という形で、決して語りかけてくれることはないけれど……でもお母様はずっと微笑みかけてくれるの」

「……最初からそうだったんですか？」

「いいえ、初めは悲しみしかなくて、何度もお母様を求めてお墓に通ったわ。でも、語りかけても答えが返ってこないから、その代わりにお父様とお母様の思い出を語るようになったの。するとね、いつしかお母様が心の中で形作られていったのよ」

　イオトは自分の心の内に意識を向けてみる。

　しかし、そこには血だまりしかなく、深い絶望が襲おそってきた。

「もちろん今も寂さびしく思うし、もう一度会いたいと思うけれど、でもお母様の死によって誰だれかを恨うらんだり、死そのものを引きずったりはしない……だから、笑えるのよ」

「君は……きっと死を受け入れたんですね」

「ええ、そうね。きっとそういうことなんだわ」

　イオトは口を開きかけ、ぎりっと歯は嚙がみする。

　湧わき起こる激情が心を打ち砕くだいてしまいそうだった。

「やっぱり僕たちは違ちがい過ぎる……あまりにも……」

「……イオト？　どうしたの？」

「君にはハーバートさんがいる……でも、僕には誰だれ一人としていない……墓に連れて行ってくれる人も、思い出を語る人も……」

　イオトは立ち上がり、今度こそ歩き出した。

「待って、どこへ行くの!?」

　背後で立ち上がる気配があり、イオトはたまらずに大声を上げた。

「来ないでください！」

「い、イオト……？」

「君に見つめられると、心が痛いんです！　君と話していると、たまらなく胸が苦しくなるんです！　もういい加減、解放してください……もう許してくださいっ……！」

「駄だ目めよ！　一人にならないで！　一人になろうとしないで──あっ！」

　小さな悲鳴とともに鈍にぶい音がした。

　振ふり返れば、マイノラが地面に倒たおれて苦しげに呻うめいている。

「あ──」

　咄とつ嗟さに、イオトは駆かけ寄ろうとした。

　かつて、孤こ児じ院いんで一いつ緒しよに暮らしていた幼い子供たちにそうしてあげていたように。

　だが、そこにいるのは全くの別人──

「────ッ！　ぅ、ぁ、ァァァアアアアアッ!!」

　イオトは昇しよう降こう口ぐちを通って外に飛び出し、形態変異メタモルフオーゼすると敷しき地ちを囲う塀へいを跳とび越こえた。

　無我夢中だった。家屋の屋根を飛び、橋の欄らん干かんを踏ふみ潰つぶし、背後から迫せまってくる過去から逃のがれるため、夕ゆう陽ひに沈しずむ街の中をひたすら駆け続けた。

「僕はここにいるぞっ！　戦えっ！　誰でもいいから戦ってくれ！　頼たのむから──僕を救ってくれッ!!」

　街の全すべてが色褪あせ、通行人の顔は悪あく魔まのように歪ゆがんで見えた。罪人にそうするように指を向けてくる気がして、悲鳴が喉のどから込み上げてくる。

　視線の輪。眼まな差ざしの壁かべ。眼まなこの檻おり。その中にあるのは、イオトただ一人。自分一人しか存在しない世界。

　そこは、あまりにも孤こ独どくだった。

「──ぁぁぁぁぁああああァァァアアァアアアッ!!」

　裂さけるような痛みが喉のどに走り、ミキサーにでもかけられたように腹の中が痙けい攣れんした。街角でついに足を止め、変異を解き、胃の中身を戻もどしてしまう。

「──ふっ、ぅぅ、うぅ……」

　涙なみだで視界が霞かすんでいる。頭は表現のしようがないほど黒くどろどろとした感情に支配されて、半ば意識はなくなりかけていた。

　それでも迫せまりくる孤こ独どくから逃にげるため、イオトは走り出そうとするのだが、しかし逃とう避ひ行こうは唐とう突とつに終わりを迎むかえる。

「ここは……」

　その通りには美しいレンガ造りの建物が立ち並び、玉たま石いし舗ほ装そうがなされた道路が夕日に照らされて煌きらめいている。そんな街並みに被かぶるようにして、建物も道も古ぼけて罅ひび割われている幻まぼろしの通りが見えた。

　そこは、二年前までイオトの生活の中心だった場所だった。

（知っている店がほとんどない……二年でこんなに変わるものなのか……？）

　イオトは正面の丘おかへと続く緩ゆるやかな坂を見上げた。

　かつて丘の上にはイオトが過ごした孤こ児じ院いんがあったが、今は家族の墓場となっている。

「あぁ……何もない……僕には、何もないんだな……」

　そのことを改めて実感すると、足は根を生やしてしまったように動かなくなってしまう。

　最も早はや、イオトには目を瞑つぶって祈いのる他ほかなかった。

　目を開けた時、全すべてがなかったことになっていてくれ、と。全てが夢であってくれ、と。

　だが、それさえも、ケィニッドからの通信によって虚むなしく打ち破られる。

『……イオ……えてるかい？　話が……イオト君、応答してくれ……』

　消えかけていた理性が引き戻され、イオトは唾つばを飲み込んで目を開けた。

『今……バートから……があったんだが、マイノラ君が……君を探す……っていなくなったんだ。急いで探し……れ！　彼女は今……一人……はずだ！　私もこれから探し……！』

　そこでぷつりと通信が切れてしまった。

（あの子が……いなくなった……？）

　空っぽになってしまった心では、どうでもいいと思えてしまう。もう放ほうっておいていいんじゃないかとさえ考えてしまう。

　だが、世界が消え去るようにと祈るために目を瞑れば、浮かぶのはマイノラの顔。

　彼女は地面に倒たおれふしていた。待って、と叫さけんでいた。

　その彼女は、残ざん酷こくにも命を奪うばおうとする者が溢あふれ返る世界に一人きり。

「────っ！」

　どこにも行けない、もう動けない──そのはずだったのに、足が動き始める。

（見殺しには出来ない……救える力があるのにそうしないのだけは、絶対に許されない……！）

　イオトは踵きびすを返し、駆かけ出した。向かうのは、噴ふん水すい広場。外界での自分との接点を考えると、一いつ緒しよに歩いた場所へ向かった可能性が高いと思ったのだ。

　ほどなくして広場に到とう着ちやくし、賑にぎわっている周囲に目を走らせるが、しかしマイノラの姿は見当たらない。

（もしかして、高校か？　いやそれとも橋だろうか……）

　と、その時、南の広場の入り口にタクシーが停とまったのが見えた。扉とびらが開かれるが、しかし客が降りてくることはなく、運転手の怒ど声せいが響ひびいてくる。予感があって近づいてみると、険しい表情の運転手と困り顔のマイノラが車内で言い合っているのが見えた。

「こんなところで何をしているんですか……」

　覗のぞき込むと、はっとしてマイノラが振ふり返った。

「イオト！　良かったわ……やっぱりここにいたのね」

「いえ、最初からここにいたわけでは……」

　と、そこで運転手が身を乗り出し、唾つばを撒まき散らしてきた。

「おうおう、あんたこの子の知り合いか？　なら代わりにあんたが乗車賃を払はらってくれよ！　無賃乗車しようってのも問題だが、知り合いが来るからここで待てっつうんだぜ、この子！」

　マイノラに視線を向けると、「急いでいたから……」と彼女は申し訳なさそうに呟つぶやく。

　イオトは仕方なくポケットからＧＤ発行の身分証明書を取り出し、運転手に渡わたした。

「すみません、今は手持ちがないので、それをＧＤ本部の受付へ持って行ってください。事情を話せば払ってくれるはずです」

「あんたも手持ちがねえってのか。ＧＤまでの利用料も発生するけど、いいんだな？」

　頷うなずいてみせると、運転手は渋しぶ々しぶといった様子で「毎度」と言った。

「さあ、出ましょう」

　手を差し伸のべると、マイノラは黙だまって頷き。その手を取った。

　遠えん慮りよなく体を預けてくる彼女を支えて車から降ろすと、タクシーはすぐに走り去って行く。それを見送り、イオトはマイノラと向き合った。

「一体、どうしてこんな真ま似ねを？　今この時、襲しゆう撃げきをかけられるかもしれないってこと、分かってるんですか？」

　マイノラは顔を強こわ張ばらせ、「もちろんよ」と答えた。

「一週間前のこと、忘れたわけじゃないもの。ここまで来る間も、気が気じゃなかったんだから。でも……ようやく決まったのよ。あなたに話すことが」

「もしかして、さっきの続きですか？　たったそれだけのために命をかけるなんて……」

「馬ば鹿かげていると思う？　でもわたしは、命をかけるだけの意味があると信じているわ」

　そしてマイノラは顔を近づけてくると、力強く言い放った。

「あなたは、一人じゃない！　わたしがいるわ！」

「は……えっ？」

「さっき、自分は一人ぼっちだとあなたは言っていたじゃない。でも、わたしが傍そばにいる。幾いくらでもお話を聞いてあげるし、お墓にはわたしが連れて行ってあげるわ」

「あ、あの……」

「さあ、教えて。あなたの家族はどこで眠ねむっているの？」

「どこって……みんなの墓は……」

　イオトは今来た道を振ふり返り、その先の孤こ児じ院いんへと続く坂道を見つめた。

「もし躊躇ためらっているのなら、わたしが背中を押してあげる。あなたが行きたいと思うのなら、引っ張って行ってあげる。だから、聞かせて……あなたの本当の気持ちを！」

「僕の……本当の気持ち……」

　二年間、イオトは一度たりとも墓へと足を運ばなかった。家族に対する罪悪感がイオトを墓から遠ざけていた。

　だが、マイノラの問いかけは静かに胸の奥深くへと染しみ渡わたっていき、心の奥深くに埋うまっていたイオトの真実の気持ちを掘ほり起こした。

「僕は……帰りたい、です……自分の家に、帰りたいっ……」

　マイノラは優やさしく微ほほ笑えんで頷うなずくと、手を差し伸のべてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。あなたは一人じゃない。さあ、この手を取って」

　イオトは顔を上げ、マイノラと視線を交かわした。

　彼女の微笑みは慈じ愛あいに満ちていて、力強い。

「…………っ」

　時間をかけ、大きく息を吐はき出し、イオトは目の前の小さな手を取った。







　マイノラを支えながら坂を登り、やがて丘おかの上へと辿たどり着いた。

　そしてイオトは立ち尽つくすことになる。丘の上にはあるはずの建物がなく、閑かん散さんとした空間が広がっていた。

「ここなのね」

「ええ……ここに、僕の家があったんです」

　朽くちた木の柵さくがかろうじて敷しき地ちを示しており、すぐ目の前の庭は雑草だらけで荒あれ果てている。それでも走り回る子供たちの幻げん影えいを見てしまいそうで、イオトは目を逸そらした。

「イオト、大丈夫？　無理はしなくていいのよ？」

「いえ……ここまで来たんです。行きましょう……」

　柵を越こえて庭を渡り、奥を目指す。そこに背の低いブロックを四角く並べて孤児院跡あとを示す箇か所しよがあった。

　そしてそこを覗のぞき込み、整然と並べられた家族たちの墓標を見ることとなる。

「何だよ、これ……あんまりだ……」

「どうしたの？」

　イオトは首を振ふってみせる。声が震ふるえそうで、一度唾つばを飲み込む必要があった。

「ここで暮らしていた人たちは、いつか外の世界へと出て行くんです。孤こ児じ院いんはそのための施し設せつで……そして、辛つらい時とか、嬉うれしいことがあった時とか、懐なつかしむために帰って来るんです。そして僕は、そんな家族たちを迎むかえてあげるつもりで……そのはずだったっていうのに……これじゃあ逆じゃないですか。なんで、僕が迎えられているんだろう……」

　マイノラは悲しみを浮かべて相あい槌づちを打った。それから建物跡あとに踏ふみ入り、訊たずねてくる。

「あなたの家族は……どんな人たちだったの？」

　イオトも惹ひかれるようにして囲いの中へ踏み込んだ。しゃがみ込み、墓石に刻まれた文字を読み取ろうとするのだが、身寄りのない者たちの墓を掃そう除じする者などいるはずもなく、汚よごれに汚れていて読むことすら叶かなわない。

「ここにやって来る子供たちは、みんな心に傷を抱かかえていました。僕のような捨て子や、家族による暴力から逃のがれてきた子、ナイトメアに家族を殺されて身寄りがなかった子など、様々な事情を抱えてここにやって来るんです……」

「……悲しいことね」

「初めはどんな子も絶望に暮れた暗い目をしていました。でもここで暮らしていると、いつか必ず笑えるようになる日が来るんです。僕もそうでした」

　きっと自分の役目だったのだろう。そう思い知らされながら墓石の汚れを手で拭ぬぐい、そこに刻まれていた名前を見つめた。

「このトーマスという子は僕の三つ下で、小さい子たちの兄というよりはリーダーのような存在でした。遊びに行く号令も、出かける時の先頭も、いつもこの子だったんです」

　二年も時が過ぎたというのに、彼の笑え顔がおと笑い声が鮮せん明めいに思い出された。

　そして、血だまりの中、恐きよう怖ふを貼はりつけて絶命している光景も同時に蘇よみがえってくる。

　イオトは歯をぐっと食いしばり、隣となりの墓石の前に移動すると、同じように汚れを拭った。

「モリーは十歳なのに院長の次に料理が上手でした……同おない歳どしのジェーンと競きそい合っていて、当番を交代してくれとせがんでくるほどに熱心に練習していて……歳上の僕が教えてもらうこともあったんです……」

　再び、記き憶おくが蘇る。台の上に立って調理をするモリー。そして家族であり友人であり、ライバルのジェーンの姿。そして、どれがどちらのものなのか分からなくなるぐらいに切り刻まれた二人は、混ざり合うように血の中に沈しずんでいた。

「あぁ……」

　最さい奥おうの列にあったのは、テシーとスコット、そしてエドとリジーの墓。

　マイノラは覗のぞき込むと、連なる名前を見つめて訊たずねてきた。

「テシーはスコットと……エドとリジーは本当の血けつ縁えんだったのね」

「ええ……テシーたちは歳としが離はなれていましたが、エドたちは双ふた子ごで……彼らは、本当の意味での家族でした。境きよう遇ぐうのせいもあるでしょう。二組とも、お互たがいをとても大事にしていました」

　庇かばい合うように抱だき合って絶命していたエドとリジー。そして、亡なくなった者のなかで最も傷ついていたスコットの亡なき骸がらを思い出しながら、イオトは最さい奥おうに立てられていた大きな十じゆう字じ架かの前に立ち、周囲を見回した。

「何を探しているの？」

「院長先生の墓です。見当たらないのは……おそらく、家族が正式な墓地に埋まい葬そうしたからでしょう……」

「子供たちだけ、どうしてここに……」

「無む縁えん墓地はとうの昔に一いつ杯ぱいなんだそうです。だから、唯ゆい一いつ縁のあるここに埋葬されたんです……」

　ふと、イオトは思った。どうして自分は泣かないのだろうか、と。

　こういう場面で、そうなるべきなのに、涙なみだは一ひと粒つぶとして出てこない。どういうわけか、家族の墓が並ぶ光景に現実味が感じられずにいた。

「ねえ、あれは何かしら？」

　隣となりで静かに佇たたずんでいたマイノラが、視線を囲いの角に向けて言った。

　見れば、木製の棚たなが横よこ倒だおしになっていた。近づいて起こしてみると、それは孤こ児じ院いんのリビングで使っていたものだった。

「これは……」

　戸を開くと、中にはクッキーのアルミ缶かんが入っていた。恐おそる恐る手を伸のばして蓋ふたを外すと、中にはガラス玉や縄なわ跳とびの縄など子供たちが遊んでいたものと一いつ緒しよに、文字が綴つづられた紙束が収められていた。

「作文、かしら？　将来の……夢、と書かれているわね」

「院長先生が集めていた、学校の宿題です。先生はこれを読むのが好きで、いずれ僕に譲ゆずると言っていました。この夢を叶かなえるのが、将来の僕の役目だと言って……」

「そう……形かた見みになってしまったのね」

「形見？　ああ、そうか……」

　孤児院の品を一つも持っていないことを思い出し、イオトは愕がく然ぜんとした。売れるものでもなく、院長の親族も必要とせず、処分するには気が引けたのか──ここに残されていた理由は分からないが、それはイオトに残された最後の形見だった。

「あっ！」

　大事に大事に紙束を持ち上げようとしたところ、一いち陣じんの風が形見を攫さらう。周囲に散らばり、イオトは慌あわてて拾い集めるが、一枚が墓地の外へと飛び出していった。

　急いで駆かけ出し、雑草だらけの庭でどうにか摑つかむことが出来た。だが、ほっとしてその紙を広げ見て、イオトは顔を強こわ張ばらせた。

「これ、は……何だ……これだったのか……」

　力なく腕うでを下げ、イオトは紙を手放す。その一枚は再び宙を舞まい、背後へと飛んでいった。

　と、そこで背後で声が聞こえた。振ふり返ると、跪ひざまずいて必死に紙を押さえつけるマイノラの姿があった。

「どうして手放してしまうの！　大切な形かた見みでしょう!?」

「いえ、それは……それだけは、違ちがうんです……」

　マイノラは怪け訝げんな顔をし、紙に綴つづられている文字を目で追った。

　イオトは顔を背そむけ、書かれているだろうことを暗唱してみせる。

「『僕の夢は、孤こ児じ院いんを守っていくことです。六歳の時に預けられ、それから九年、院長先生と一いつ緒しよに暮らすみんなに支えられて生きてきました。この感謝の気持ちをいつか形にしてみんなに返せたらと思っているのです』。確か、こんな始まり方だったかと……」

「そう、あなたが書いたものなのね。あなたの優やさしくて温かい気持ちが伝わってくる、素す晴ばらしい作文だわ」

　マイノラは愛いとおしげに紙を眺ながめてそう言ったが、イオトは首を振って否定する。

「それは、言わば呪のろいです……みんなを絶望の中で死なせてしまった僕にとっては、何も出来なかったことを思い出させるものでしかありません……」

「イオト……あなたは思い詰つめ過ぎているわ。ここに書かれているあなたの気持ちと、ここで起きた事件は何も関係ないじゃない」

「なら……これは何だっていうんですかっ！」

　イオトは右腕の袖そでを捲まくり上げ、前腕をコア化させた。

　紅あかい輝かがやきとともに足元の影かげが蠢うごめき、暴風とともに黒い手が吹ふき荒あれる。

「見てください！　この手を！　小さくて、細くて……まるで子供の手のようじゃないですか！　きっと、死んでいった子供たちの手なんです！」

　そして、とイオトは言葉を紡つむぐと、命令を送って黒い手を肉体に嚙かませた。

「こうやって肉に爪つめを立て、引き裂さいて、目を押し潰して、僕の体内を滅め茶ちや苦く茶ちやにかき回して、いつもいつも物もの凄すごく痛いんです！　たまらなく痛いんですっ！　自分たちはこんなに痛かったんだ、これよりももっと痛かったんだって伝えようとしているかのように、この手は僕をいつも痛めつけるんです……！」

　変異が終わり、真っ黒な嵐あらしが弾はじけて悪あつ鬼きが姿を現す。

　イオトは自身の顔に手を当て、叫さけぶように言った。

「そして、影の中の手はいつだって僕を憎ぞう悪おに満ちた顔に変えてしまう！　これが呪いじゃないなら何だって言うんですか!?　この痛みを伴ともなう力は、何も出来なかった罪を贖あがなうために与あたえられたものじゃないのなら、何だって言うんですか!?」

　イオトは握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせて、悲鳴じみた声でマイノラに訴うつたえた。今までの行動を矛む盾じゆんという言葉で否定した彼女にそれは間ま違ちがいだと理解させるため、イオトは捲まくし立てた。

　だが、立ち上がったマイノラの目には、イオトの思いに立ち向かう覚かく悟ごが宿っていた。

「……わたしの目には、愛する人たちの死が悲しくて、守れなかったことが悔くやしくて、今にも泣いてしまいそうなあなたが映っているわ」

「違う！　この顔は孤こ児じ院いんのみんなの憎にくしみで──」

「そんなはずがないわ！　あなたが今話してくれたじゃない！　孤児院で一いつ緒しよに暮らしたみんなをあなたがどれほど愛していて、あなたがどれほど愛されていたかを……！」

　体に力が入ってしまったことが良くなかったのか、マイノラの足がぐらりと揺ゆれた。

　それでも彼女は杖つえで体を支え、大声で訴え続ける。

「あなたの家族は、あなたを呪のろうような人たちだったの!?　違うでしょう！　あなたを苦しめているのは、あなた自身なのよ！　もし呪いがあるとすれば、それはあなた自身が生み出したものでしかないわ！　イオト、思い出して……あなたの愛した家族が、どんな人たちだったのかを！　思い出すのよ、あなたの本当の家族の姿を！　そうしたらきっと、あなたは一人じゃなくなるから……きっとまた、あなたは家族に会えるから……！」

　途と中ちゆうから彼女の声が震え出し、唐とう突とつにその目から涙なみだがぼろぼろと零こぼれ始めた。

「な、何で君が泣くんですか……僕の話をしているっていうのに……」

「だって、悲しくて、悔しくて……胸が張り裂さけてしまいそうだから……」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、それはこちらの言葉だとイオトは憤いきどおり、怒いかりすら覚えた。

　だが、すぐに思い出される。マイノラも胞ほう子しによって母親を失っていることを。

　その途と端たん、はっとするような思いになり、彼女のこれまでの言葉や涙の意味を悟さとった。

「ああ……そうか……君は、知っているんでしたっけ……」

　イオトは変異を解くと、何度も口を開いては閉じることを繰くり返した後、手をぐっと握りしめて訊たずねた。

「悲しい……ですよね。だって、大切に思っていたんですから………明日も、その次の明日も、一緒にいられたらいいなって思っていたんですから……」

　マイノラは泣きじゃくりながら頷うなずいた。

「悔しいわよねっ……目の前で苦しんでいるのに、何も出来なくて……死んでしまうのを止められなくて……」

　全すべてに理解が及および、イオトは顔を歪ゆがめて呟つぶやいた。

「そうか、君といると苦しかったのは……同じ気持ちを抱いだいていたからなのか……」

　だからこそ彼女は心の壁かべを越こえ、癒いえない傷に触ふれることが出来た。それゆえに、彼女の言葉は深く突つき刺ささり、その眼まな差ざしに心がざわついてしまった。

（なら、この気持ちも……知っているんだろう……）

　イオトはマイノラの横を過ぎて墓場の前に立ち、マイノラに聞かせるように言った。

「使命があるから戦うなんて言いましたが……本当は違ちがうんです。そういった気持ちがあることは確かですが……でも、違うんです」

　イオトは空を見上げ、噓うそ偽いつわりのない気持ちを打ち明けた。




「本当は……死にたかったんです……」




　マイノラに驚おどろく気配はなく、静かに耳を澄すませていた。

「孤こ独どくに耐たえられなかったんです……何年も一いつ緒しよだったのに、みんな突とつ然ぜんいなくなってしまうなんて……そんなの、耐えられるわけがない……」

　イオトはそう言って、右腕うでの前ぜん腕わんを見やった。

「でも、石で潰つぶしても、ナイフで突つき刺さしても、銃じゆうで撃うち抜ぬいても、このコアは元に戻もどってしまうために死にきれず……そして、そんな自分をあざ笑う自分がいるんです……」

「イオト……」

「何も出来なかったくせに家族を求める自分が許せなくて、痛めつけて苦しめてやりたい気持ちがあったんです。そんな矛む盾じゆんする気持ちに挟はさまれて、頭がおかしくなってしまいそうだったから、噓をつくしかなくて……本当はただ死にたいだけなのに、罪を贖あがなっているつもりでいられるように、ずっと言い訳していたんです……」

　全すべてを吐はき出し、力なく膝ひざを突くと、イオトは夕暮れの中に沈しずむ墓を見つめた。

「やっぱり、来なければ良かった……こうして近くにいるのに、何も聞こえないし、何も話しかけてくれないなんて……どうして、僕だけ残して……一人だ、僕は一人ぼっちだ……」

　今度こそ、もう駄だ目めなのだとイオトは思った。

　ここが終着点。進むことも、引き返すことも出来ない。

　生き続けることも、死ぬことも出来ない、全ての終わり。

　心は闇やみの中にあり、二度とここから出られないのだと感じた。

「でも、わたしたちは出会ったわ」

　不意に温かい何かに包まれ、ふっ、と花のような香かおりがした。

　マイノラが、背中から抱だきしめていた。

「あなたは一人なんかじゃない……わたしがいるわ」

　彼女の体温は温かく、心臓の鼓こ動どうが伝わってくる。とくん、とくん、とそれはまるで慰なぐさめてくれるかのようだった。

「…………、温かい」

　懐なつかしい人ひと肌はだの温ぬくもりは、テシーの亡なき骸がらが凍こおりつかせてしまったイオトの心の奥底を溶とかす。すると、そこに封ふうじ込められていた孤こ児じ院いんでの幸福な記き憶おくが溢あふれ出てきた。

　ただの平へい凡ぼんな記憶。みんなと食事をし、一いつ緒しよに寝ねて、一緒に生きた過去。

　その中でみんなが笑っていた。エドとリジーも、そしてテシーもその記憶の中で笑っていた。

　慰なぐさめられた時、慰めてあげる時に彼らと抱だき合って感じた温かさと、今この時に背中から伝わってくる温かさは同じものだった。

「わたしに何が出来るか分からないけれど……でも、あなたの痛みを一緒に背負ってあげるから……！」

　十年の苦しみと深い悲しみが、マイノラにはあった。自分だけが救われて、それで済ますという選せん択たく肢しが、彼女にはあったはずである。

　しかし彼女は悲しみを堪こらえ、自身の心を犠ぎ牲せいにしてまで、どこまでも純じゆん粋すいに自分のことを思って泣いてくれているのだとイオトは感じた。

　その途と方ほうもない優やさしさは、一度失ったものだった。二度と取り戻もどせないものだと思っていた。

　だからこそ、彼女の気持ちがとても愛いとおしいものに思えた。

「あ、れ……何だ、これ？」

　気づくと、頰ほおに何かが伝っている。

　それは涙なみだだった。もう二度と流すことはないと思っていた涙が、止とめ処どなく溢れ出ていた。

「二年間、一度も泣いたことがなかったのに……あぁ、何で──ううぁ、ああぁぁ……！」

　イオトは空を見上げ、大きな声でみっともなく泣きじゃくった。

　二年間溜ため込んだ涙を流すその男は、大人すらも震ふるえ上がらせるアウトサイダーではない。

　二年もの月日を経てようやく愛する者たちの墓の前に立ち、彼らの死を現実として受け止めた、ただの十七歳の少年だった。







「お母様は最後に、こんな言葉を残してくれたの。いつか必ず、あなたを理解してくれる人が現れる。あなたの大好きな本に出てくる騎き士し様のように、苦しみから救い出してくれる人にきっと出会えるって」

　草むらに並んで座るマイノラがそのように語り出したのは、涙が涸かれ果てた後のことだった。

「わたしは、あなたがそうだと思ったの。初めて見た時、あなたが鏡の中のわたしと同じような悲痛な顔していたから、この人ならきっとわたしの苦しみを理解してくれる、きっとわたしを慰めてくれるって思えて、泣いてしまったものよ。でも、逆になってしまったわね」

　くすりと可お笑かしそうに笑うので、イオトは恥はずかしくなってしまう。

「それは何と言うか……すみません、期待に添そえなくて」

「あなたが謝る必要なんてないわ。謝らなければならないのは、わたしの方よ……」

「どうしてですか？」

「いっぱい我わが侭ままを言ってしまったせいで、あなたを苦しませてしまったじゃない」

「いえ、そんなことは……僕を追い詰つめていたのは、僕自身です。それを今、君が教えてくれたんじゃないですか」

　続く言葉が思いつかず、イオトは何となしに空を見上げた。

　沈しずみかけの太陽が放つ穏おだやかな輝かがやきは、空を淡あわく透すき通るアメジストの海へと変えていた。粒つぶのような星々が次々に姿を現し、その煌きらめきで夜の訪おとずれを報しらせてくれている。

「今、とても心穏やかだわ。あなたがこうして普ふ通つうに話しかけてくれて、寄り添そってくれるから……明日殺されてもいいと思えるほどに、とても心満たされているの……」

　そう言うマイノラの微ほほ笑えみは酷ひどく儚はかなげで、今にも消えてしまいそうだった。

　その言葉は、きっと冗じよう談だん混じりで言ったものだろう。しかし、彼女を取り巻く環かん境きようを考えると、そうなる可能性がないわけではない。

　彼女のことなど、どうでもいいと思ったことがあった。

　本当にそれでいいのか？　とイオトは自問する。

　決して過去は変えられず、悲しみも、自身への憎ぞう悪おも消えやしない。

　家族に会いたいという気持ちも、一生消えることはないだろう。

　だが、今この時の胸の温かさは誰だれが与あたえてくれたのか。救われたいという気持ちをかなぐり捨て、命がけで救いに来てくれたのは誰なのか──

「……安心してください。僕がそうはさせません」

　イオトがそう口にすると、マイノラはきょとんとした顔で見つめてきた。

「まるで童話の騎き士し様みたいな台詞せりふね」

「い、いや、騎士なんてそんな、僕の柄がらではないですよ」

「でもわたしを、守ってくれるんでしょう？」

　いたずらっぽくマイノラは微笑んでいるが、瞳ひとみには期待の色が見えた。

　それに応こたえるべく、イオトは少し照れながらも頷うなずいて返す。

「なら、一いつ緒しよに帰ってくれるわね？」

「ええ……一緒に、帰りましょう」

　イオトは立ち上がり、一度墓へと体を向けた。

　見つめていると切なくなり、胸が痛んだ。まだ悲しみを乗り越こえられたわけではなく、苦しみが癒いえることはない。

　それでも、イオトは背を向けることが出来た。

　そこに自分を思ってくれる一人の少女がいることを知っているから──

「どうぞ、乗ってください」

　背中を見せて体を預けるように言うと、彼女は少し頰ほおを赤らめ、躊躇ためらいがちに肩かたに手を乗せた。

「ねえ、イオト。もう一つ、お願い」

「何でしょうか？」

「あなたの言葉を聞かせて。あなたの言葉で、話しかけて」

　回りくどい言い方だが、その意味はすぐに理解出来た。

　それは、ずっと彼女が望んできたことなのだろう。

「うん、分かったよ。さあ帰ろう、マイノラ」

　そして、イオトは歩き出す。

　彼女から伝わってくる温かさを心で嚙かみしめながら。













　　　　　　　第四幕　決意の戦い







　東の空が白しらみかかる頃ころ、イオトはＡＨＤ研究所近くのビルの屋上から地上を見下ろしていた。

　視線の先にはスーツ姿の男。深夜勤務の帰りのように見えるが、研究所付近を歩き回り、注意深く周囲に視線を走らせ、時折立ち止まっては研究所を見やることを繰くり返している。

「警備隊の報告と一いつ致ちする不ふ審しん者しやを発見。接せつ触しよくします」

　男がビルの角を曲がったところでイオトは変異し、地上へと飛び下りた。

　着地してすぐにスーツ姿の男に詰つめ寄るつもりだったのだが、どういうわけかその通りに人の姿がない。

「あれ、不審者は？　捕つかまえたんじゃないの？」

　影かげが過よぎり頭上を見上げてみると、ビル壁の配管に蔦つたを絡からませて下りてくるフェルの姿があった。

「すみません、取り逃にがしました。恐おそらく、あそこを使ったのかと」

　すぐ傍そばのマンホールを示すと、着地したフェルはしかめ面つらを浮かべた。

「汚よごれが少し剝はげてるわね。追つい跡せきしても絶対撒まかれる理由はこれか」

「非常に手て際ぎわ良く姿を消したので、単独での行動ではなさそうです」

「変装した敵がこっちの動向を探さぐりに来てるってのは間ま違ちがいないだろうけど、治ち療りよう薬の試用が二日後に迫せまっているこの時に動き出したってのは、きな臭くさいどころの話じゃないわね。近いうちに一戦あるかもよ」

　イオトは黙だまって頷うなずき、黒衣の男のことを思い出す。

「その時はやはり……あのアウトサイダーも姿を現すんでしょうか」

「そりゃ現れないはずがないでしょ。どうしたのよ、珍めずらしく不安そうじゃん」

「その……勝てるかどうか、心配なんです」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。今署長が防具を作ってくれてるってさ。戦う能力はないけど、あんたの籠手ガントレツト然しかり、道具の開発力に関しては天才的なわけだし、信用してあげなよ。ま、そうじゃなくてもやるしかないんだけどね」

　彼女の言葉にイオトは頷く。その通り、やるしかない。元より逃にげるという考えはなかったが、その気持ちは以前とは違う意味を帯びていた。

「あんたさ、ちょっと変わったわよね」

「何ですか急に？」

「二週間ぐらい前にマイノラちゃんが研究所からいなくなっちゃったことがあったじゃない。あの日からよね、男らしい顔をするようになったのって。あんなにどんよりした目をしてたのに、あの子を連れて帰ってからは随ずい分ぶんとすっきりした顔をしちゃってさ……一体何があったのかなぁ？」

「えっ、いや別に、何も」

　そう言いながらマイノラの前で大泣きしたことを思い出し、顔が赤くなってしまう。

「え？　何その反応？　もしかしてあんた、ついにマイノラちゃんと一線を越こえたの!?」

「…………、そろそろマイノラが起きる頃ころなので、僕はこれで」

　背後から冷やかす声が飛んでくるが、全すべて無視して研究所へ向かって跳とんだ。







　八階の病室の扉とびらをそっと開いて中の様子を窺うかがうと、マイノラはすでにベッドの上で体を起こして本を開いていた。ちょうど窓から射さし込む陽光の中におり、まるで溶とけ込むかのようなその姿にイオトはしばし見入ってしまった。

「おはよう。随分早いわね」

　イオトに気づいたマイノラは髪かみをかき上げ、微ほほ笑えみを浮かべた。

「君こそ。今日も、眠ねむれなかったの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、眠りが浅かっただけ。それで、どうしたの？　寝ね顔がおを眺ながめに来たのかしら」

「ちょっと早いけど朝食ができたから様子を見に来たんだ」

「それは良かったわ。目覚めてから大分時間が経たってしまったから、お腹なかが空すいていたのよ」

　イオトは壁かべ際ぎわに置かれていた折おり畳たたみ式の車くるま椅い子すを展開し、マイノラを座らせると後ろから押して部屋を出た。

「乗り心地ごこち、とてもいいわ。たった五日で慣れたものね」

「それは良かったです」

「敬語に戻もどっているわよ」

「あ、ご、ごめん」

　マイノラはくすくすと陽気に笑うが、随分と白くなってしまったマイノラの髪が目の前で揺ゆれるのを見て、イオトは内心落ち着かなくなる。

（治ち療りよう薬が完成するまで、体は持つのか……？）

　何も出来ないことに歯は嚙がみする思いだったが、それでもイオトは気を使わせないように微笑み、食堂で彼女が気に入っている窓まど際ぎわの席まで車椅子を押していった。

　そしてキッチンからコーンポタージュをよそって持ってくると、それを差し出す。

「今日もおいしいわ。このスープは誰だれの好物だったの？」

「ハリーっていう名前の男の子だよ」

「その子は確か、テシーのことを好いていた子よね？」

「全然見向きもしてくれなくて、いっつもいじけていたよ」

　イオトは懐なつかしく思い、ごく自然に微ほほ笑えんでいた。そんな様子を見たマイノラが、「もう発ほつ作さは起きないようね」と訊たずねてくる。

「いや……時折だけど、まだ血の臭においが蘇よみがえってくることがあるんだ。でも、君とこうして過去を話し合っているうちに、大分良くなったよ。悪夢も見なくなったしね」

「そう……それは良かったわ。少し心配だったのよ。わたしに合わせて無理してるんじゃないかって。こうして語ることも、以前と同じように食事を用意してもらうのも……」

「考え過ぎだよ。確かに提案したのは君だけど、僕がそうしたいと思ってやってるんだ」

「そうね。そうよね……」

　マイノラの笑えみは今までになく弱々しく、いつも輝かがやいていた瞳ひとみは見る影かげもない。

　不安に駆かられて声をかけようとしたところ、マイノラは不意に窓の外に視線を逸そらした。

「分かるかしら。ずっと向こうに電波塔とうがあるでしょう？」

　マイノラが示したのは、街を横断する川の向こう側がわ──五ご芒ぼう星せい型のＧＤ本部よりも内陸側にそびえたつ尖せん塔とうだった。

「あの電波塔には展望台があって、子供の頃ころ、お父様とお母様と一いつ緒しよに登ったことがあるの。展望台には望遠鏡が設置されていて、そこから覗のぞいた景色に興奮したことを今でも覚えているわ。また自分の足で歩いて行って……レンズを覗き込みたいものね」

　その寂さびしげな言い方には、叶かなわないことを悟さとっているかのような響ひびきがあった。

「……もうすぐ薬が完成する。そうしたら足の調子も良くなって、また歩けるようになるらしい。だから諦あきらめるようなこと言わなくていいんだ」

　イオトは力強く言ってマイノラを見やり、そこでスプーンを持つマイノラの手が小刻みに震ふるえていることに気づく。

「また発作が？」

「けほっ……ごめんなさい、何でもな──っ」

　突とつ然ぜん、大きな咳せきが出始め、マイノラは苦しそうに体をくの字に曲げた。

「マイノラ！」

　慌あわてて寄り添そうと、彼女は荒あら々あらしく息を吐はき、腕うでをぎゅっと摑つかんできた。

「待ってて、今ハーバートさんを──い、つ……!?」

　イオトは鋭するどい痛みに顔をしかめ、痛みの発生元を見て息を飲んだ。

　マイノラの指先が鋭く尖とがり、爪つめと肉が混ざり合って硬こう質しつ化していた。それが腕に食い込み、痛みを発していたのだ。

　そして彼女の首に、連なる赤黒い痣あざが薄うつすらと浮き出し始めている。

「くそっ、どうしたら……何で僕はこんなに役立たずなんだッ……！」

　今までになく苦しんでいるマイノラを見つめ、イオトは拳こぶしを握にぎりしめる。

　また、失ってしまうのだろうか？　そんな恐きよう怖ふが襲おそってくるが、イオトは無力感を振ふり払はらうように顔を上げ、すぐに左耳の通信機でハーバートを呼び出した。

「緊きん急きゆうです！　マイノラの首に燃え上がる目レツドアイが現れる兆ちよう候こうが……！」

『何？　今どこにいる？』

「八階の食堂です！　早く来てくださいっ！　──あぁ、くそっ……マイノラ、マイノラッ！　返事をしてくれ！」

　その声にマイノラは反応を示し、荒あらい息づかいのまま、顔を上げた。

　そのまま喉のど元もとに鼻をすりつけるような仕草を見せ──唐とう突とつに嚙かみついてきた。

「ぐッ!?　うぅ……！」

　ずるり、ずるりと血を啜すすられる音が耳元で響ひびいた。それとともに苦しそうな呻うめき声が聞こえ、胸むな元もとには熱い湿しめり気けを感じる。マイノラがぼろぼろと涙なみだを零こぼしていた。

「マイノラ……正気に戻もどってくれ……！」

　思わず呟つぶやいたその言葉が、何らかの効果をもたらしたのかもしれない。

　ふっとマイノラの体の力が抜ぬけ、喉元から口が離はなれる。見る見るうちに指先が元通りになっていき、首の痣あざも消え、息づかいは落ち着いていく。意識を失っているが、眠ねむっているかのように穏おだやかである。

「……元に戻った？　どうなってるんだ？」
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　困こん惑わくして動けないでいると、ハーバートが慌あわただしい足音を鳴らして現れた。

「娘むすめはどうなった？」

　崩くずれ落ちそうになるマイノラの体を支え、駆かけつけたハーバートに彼女を見せる。彼はすぐに手に持っていた注射器の針をマイノラの首筋に刺さし、薬やく剤ざいを注入した。

「それが、変異した指を僕の腕うでに刺し、喉のど元もとに嚙かみついてきまして……」

「何だと？　しかし、形態変異メタモルフオーゼした様子は見られないが？」

「理由は分かりませんが、とにかく元に戻もどったんです。指先も、首に薄うつすらと浮き出てきた痣あざも」

「痣もだと？　ふむ……元に戻った、か……」

　ハーバートは凄すさまじい形ぎよう相そうでマイノラの体を観察し始めた。その表情には狂きよう気きすら感じられ、気け圧おされてしまう。

「あの、マイノラの容態は？　薬はまだ完成しないんですか？」

　訊たずねると、ハーバートは奥深い眼がん窩かからぎょろりと目玉を向けてきた。

「マイノラは人体の一部を取り込もうとする様子はなかったかね？」

「取り込む？　……すみません、どういうことかよく分からないのですが」

「以前、君からマイノラとともに噴ふん水すい広場で遭そう遇ぐうしたナイトメアが女性の骨を喰くらおうとしていたと報告を受けているのだが、覚えているか？　そのような偏へん執しつ的な嗜し好こうを示し、人体の特定の部位を喰らう動きを表さなかったかと聞いているのだ」

「えっと……偏執的かどうか分かりませんが、首を嚙まれた時に血を啜すすっていたようです」

「ふむ、血液か。形態変異直前の典型的なパターンだが……なるほど、そうか、君の治ち癒ゆ力の根源はコアではなく……ふ、ふふ、フハハハハ！　これはどういうことだ！　まるで神の加護があるかのようではないか！」

　ハーバートは唐とう突とつに狂くるったような笑い声を上げて天を仰あおぎ、両腕を開いた。そんな彼の狂きよう態たいにイオトは啞あ然ぜんとしてしまう。

「は、ハーバートさん!?　一体何を言っているんですか？」

「何を、だと？　分からんのかね？　君の力が、君の血液が！　今すぐにでも私の研究に成功という形で幕を引いてくれるのだと言っているのだ！」

「は？　え……それはつまり、薬が完成するってことですか？」

「ああ、その通りだ！　まだ副ふく作さ用ように関して懸け念ねんされることがあり、二日後の試用が危あやぶまれていたのだが……しかし！　君の血液にかかればそれも容易に解決出来るだろう！　どうだ、協力してくれるかね!?　いや、拒きよ否ひ権けんはないぞ！」

　突とつ然ぜん、様々な情報が頭に入ってきたことでイオトは混乱してしまうが、しかし理解が及およぶと目を見開いて頷うなずいた。

「そ、それはもちろん！　僕に出来ることなら、何だってします！　だから……だから、どうかマイノラを助けてください！」

「ああ、もちろんだとも！　では……よろしく頼たのむぞ」

　口こう角かくを上げるハーバートの手を取り、イオトは打ち震ふるえた。

（ずっと憎にくんできたこの力が役に立つなんて……！）

　突とつ然ぜん現れたその希望は眩暈めまいがするほどの衝しよう撃げきで、それまでのハーバートへの不ふ審しんの念など吹ふき飛んでしまっていた。

　それゆえに、ハーバートが浮かべる笑えみに暗い影かげが宿っていることに気づけなかった。







　その後、イオトは三階奥の診しん察さつ室らしき部屋に連れて行かれた。

　中央にはマイノラが寝ねかされている診察台があり、医い療りよう器具なども用意されているために診察室のようにも見えるが、イオトの腕うでから血を吸い上げる管が伸のびる先の机には、フラスコやビーカー、遠えん心しん分ぶん離り機なども置かれており、実験室のようにも思える。

（研究室にしては設備が小さ過ぎる……一体何のための部屋なんだ……？）

　疑念を持って部屋を見回していると、部屋の扉とびらが開いてケィニッドが顔を覗のぞかせた。

「やっと見つけた！　どうして通信に答えないんだ？」

「え、通信？　何のことですか？」

　お互たがいに困こん惑わくを浮かべていると、イオトの腕から注射針を抜ぬきながらハーバートが言った。

「ここには繊せん細さいな機械を置いているものでな。電波を遮しや断だんしているのだ」

「なら部屋に入る前に一ひと声こえかけてくれよ──と、今はそんなこと言ってる暇ひまはないんだ」

　ケィニッドから張りつめた気配を感じ、イオトは立ち上がった。

「何かあったんですか？」

「偵てい察さつ隊から武装集団を発見したという報告があったきり連れん絡らくがない。攻こう撃げきを受け、壊かい滅めつした可能性がある」

「っ！　くそっ、こんな時に……例のアウトサイダーは？」

「まだ確かく認にんされていないが、必ず現れるだろう。すぐに装備を整えて欲しいんだが……用事は済んだのかい？」

　顔を向けられたハーバートは、「こちらはもう十分だ」と落ち着き払はらった様子で答えた。

「ならすぐに避ひ難なんする準備を始めてくれ。イオト君は邪じや魔まにならないようこっちへ」

　頷うなずいて廊ろう下かへ出ると、ケィニッドは出入り口の横に置いてあった二つのケースに駆かけ寄った。

　一つは籠手ガントレツトを持ち運ぶのに使うトロンボーンケースだが、ケィニッドはもう一つのブリーフケースを手に取って開き、中を見せる。そこには光こう沢たくのあるウェットスーツのようなものが収められていた。

「対電撃用に作った絶ぜつ縁えん体たいスーツなんだが……すまない、ＧＤに近寄れない現状では作業場と資材の確保が大変でな。上半身部分を作るので精せい一いつ杯ぱいだった。フェル君に至っては一いつ切さい用意出来なかったものだから、例のアウトサイダーとは君一人で戦ってもらわなければならない」

　イオトはケースから絶ぜつ縁えん体たいスーツを取り出し、その場で即そく座ざに着き替がえる。肌はだに密着するタイプで、首元から手首まで覆おおい尽つくす形状をしていた。

「手は同じ素材のグローブを嵌はめてもらう。籠手ガントレツトも改良を加えて耐たい久きゆうテストもしたから心配はいらない。不安があるとしたら、頭だな。変異時は脳みそも内臓も混ざり合っているために明確な弱点になりえないが、そこからだけは電気が通ってしまう」

「ですが、逆に言えば頭だけ気をつければいいということです。胴どうを守れるだけでも十分ですよ」

「それならいいんだが……それにしても、防具を身につけた君の姿が新しん鮮せんに映るな」

「はあ、どうしてでしょうか」

「これまでは変異の邪じや魔まになるからと言って、何も身につけはしなかっただろう」

　そういえばそうだったなとイオトは思い出し、苦笑する。それは死を望んでいたがために、出来るだけ身を危険に晒さらしたくて噓うそをついていただけだった。

「今は、絶対に負けられないですから」

　そう言うと、ケィニッドは小さく微ほほ笑えんだ。それから扉とびらの小窓を覗のぞき込み、顎あごをしゃくってみせる。

「マイノラ君が起きたようだ。行ってくるがいい」

「しかし、今は緊きん急きゆう時じです」

「当然、何分も与あたえることは出来ない。しかし戦せん闘とうらしい戦闘はまだ起こっていないようだし、声をかけるぐらいの時間はあるだろう。それに、彼女は君の活力源みたいだからな。しっかり働いてもらうためにも、今は行ってきなさい」

　イオトは少し躊ちゆう躇ちよしたものの、彼の気き遣づかいに礼を述べ、部屋へ入った。

　そっと診しん察さつ台に近寄ると、マイノラがゆっくりと顔を向けてくる。その顔は血の気が引いて今にも消えてしまいそうなほど白く、見ていて痛々しい。

「マイノラ、具合はどう？」

「…………、夢を見ていたわ。自分の足で電波塔とうに出かけて、展望台の望遠鏡を覗き込んでいるの……でも、隣となりには誰だれもいなくて……一人ぼっちだった……」

　震ふるえる手が差し伸のべられ、イオトは両手で包むように握にぎりしめた。

「それは、ただの夢だよ。ここにはハーバートさんもいるし、僕もいる」

「でも、酷ひどく寂さびしかったわ……ねえ、もし完治して歩けるようになったら、展望台へ連れて行ってくれないかしら？」

「ああ、もちろんだよ。一いつ緒しよに行こう」

　彼女の弱々しい姿から目を逸そらしたくなるが、イオトは必死に笑え顔がおを作ってみせた。

「それじゃあ、僕は行くよ」

「行くって……もしかして、戦いに？」

「うん……でも、今度は絶対に負けない。約束する」

「ふふ、頼たのもしい限りね……ねえ、イオト」

「なんだい？」

「……早く帰って来てね」

「ああ、分かったよ。すぐに終わらせて、帰って来るから」

　立ち上がって踵きびすを返し、部屋を出ようとしたところ、避ひ難なんの準備を進めていたハーバートに呼び止められた。

「よろしく頼たのむぞ。ここを乗り切ることが出来れば、マイノラは生まれ変われるのだからな」

「ええ、分かっています……後はよろしくお願いします」

　イオトは頷うなずいて部屋を出ると、出入り口横に置きっ放しだったトロンボーンケースを手に取り、籠手ガントレツトを取り出して右腕うでに装着した。

　改造されているらしいが、完かん璧ぺきな調整が施ほどこされていて違い和わ感はない。

　問題があるとすれば、自分自身の心。

　死を望み、感情的になりながら戦ったとはいえ、二度も大敗を喫きつしている。勝てる確信を得られる要素はなく、不安しかない。

「落ち着け……落ち着け……」

　目を瞑つぶり、胸むな元もとを握にぎりしめ、過去を思い出す。

　孤こ児じ院いんでの生活、家族の死、そしてアウトサイダーとなって戦い続けた日々──それらの後にはマイノラと過ごした日々が、どんな過去よりも鮮せん明めいに、そしてより長く思い出された。

　それがどういうことを意味するのかを意識すると、次し第だいに落ち着きを取り戻もどし、強い覚かく悟ごが湧わき起こった。

（……この戦いに勝てば、マイノラは助かる……全すべてが上う手まくいく……！）

　イオトは目を開けると、かつてない熱意を帯びて最後の戦いへと駆かけ出した。







　中央棟とうエレベーターで一階へ下りると、エントランスホールは武装した研究所の常じよう駐ちゆう警備員で一いつ杯ぱいだった。無線機で敷しき地ち全域の情報を集める者、配置の指示を飛ばす者、入り口にバリケードを張り巡めぐらせる者など、襲しゆう撃げきへの対処で慌あわただしい。

「イオト君、こっちだ」

　声がした方を向くと、隣となりの棟に続く通路の出入り口の横にフェルとケィニッドの姿があった。

　駆け寄って「状じよう況きようは？」と訊たずねると、フェルが肩かたを竦すくめてみせる。

「とりあえず研究所周辺の避ひ難なんは完かん了りようしたんだけど、問題は中よ。一向に所員たちの避難が終わらないのよね」

「アナウンスが聞こえてないんでしょうか」

「違ちがう違う。所内で抱かかえてるＡＨＤ発はつ症しよう者とナイトメアたちの対処に手間取ってんのよ。進行抑よく制せい剤ざいとか鎮ちん静せい剤やらを与あたえないといけないんだってさ。緊きん急きゆうだし、あたしの能力で縛しばりつけとけばいいと思うんだけど」

　と、フェルに視線を向けられたハーバートは渋しぶい顔で「それは駄だ目めだ」と言った。

「本人の意志とは関係なく、ご家族の決定によるものだが……あくまでも研究に協力してもらっている体ていで預かっているんだ。ちゃんと人として扱あつかわなければならない」

「てことで、避難が進まないのよね。まあそのことは置いとくとして、あたしらはこの後どう動けばいい？」

「君たちはここで待機し、敵を迎むかえ撃うってもらう」

　イオトは中央棟とうから迫せり出しているエントランスホールの全面ガラス張りの壁かべと天てん井じようを見やり、眉まゆをひそめた。

「こんな脆もろいところで、ですか？」

「不安に思う気持ちは分かるが、まずはこれを見て欲しい」

　ハーバートは白衣のポケットからタブレット型パソコンを取り出し、表面に指で触ふれた。するとそこに研究所の見取り図が浮かび上がった。

「この赤い点は隔かく壁へきのある箇か所しよだ。見ての通り、他ほかの棟から中央棟へ続く通路を完全に塞ふさぐことが出来る位置に設置してある。その部分と窓、後は下水道に通じる蓋ふたや扉とびらも先ほど封ふう鎖さが完かん了りようしたため、中央棟に入りたければこのエントランスを通るしかない」

「待ってください。エントランスから中央棟へ続く通路の入り口にも隔壁があります。すぐに下ろすべきでは？」

「敵の心理としては、最短の距きよ離りで中央棟へ侵しん入にゆう出来るこのエントランスを抜ぬけたいはずだろう？　しかし私たちと隔壁で二重に守りを固めていたら、さすがに別方面からの突とつ破ぱを考えるはずだ。増員した警備員を全棟に配置してあるが、アウトサイダーが現れたら無意味に近い。無む駄だに犠ぎ牲せいを出すだけだ」

「なるほど、あえて開けておくことでこちらに引きつけようってことですか」

「そういうこと。人数で圧あつ倒とうしていれば君を倒たおせる、という経験が向こうにあるからな。人員を集中させて無理やり押し通してくることは大いに考えられる。そうなったらこっちのものだ。何せ、今日はフェル君がいるからね」

　ケィニッドに視線を向けられたフェルは、「お、今日はあたしが輝かがやく日？」と冗じよう談だんめかすように言った。

「当然、危険だと判断したらすぐに隔壁を下ろすが、中にはハーバートの私設警備隊も待機しているから、ある程度は安心だろう。心配があるとすれば……」

「例のアウトサイダーだけですね」

「なに、難しく考える必要はない。バックからフェル君が援えん護ご、そして君は最前線で強力な相手と一いつ騎き打うち。それはいつもと変わらない、未いまだ負けなしの布ふ陣じんだろう？」

　それを聞いて、フェルは驚おどろきの表情を浮かべる。

「へえ、署長もたまにはいいこと言うのね」

「たまにはって……まあいい、とにかく作戦は以上だ。二人とも、準備はいいかい？」

　ケィニッドの言葉に気き迫はくがこもり、イオトはわずかばかりの緊きん張ちようを覚えた。

「フェルさん、準備は？」

「とうに終わってるわよ」

　フェルと視線を交かわし頷うなずきあうと、ケィニッドに顔を向ける。

「では、よろしく頼たのむぞ」

　その号令に、イオトとフェルは同時に答えた。

「「了りよう解かい！」」




　──と、その時、頭上で爆ばく音おんが鳴り、建物が強きよう烈れつな揺ゆれに襲おそわれる。




　はっとして見上げると、中央棟とうの屋上から煙けむりが立ち込めているのが見えた。

「ちょ、ちょっと署長、まさかこれも作戦のうちとは言わないわよね!?」

「い、いや違ちがう！　これはまさか──ん？　何だ、どうなってる!?」

　ケィニッドは突とつ然ぜん、手に持っていた機器を弄いじり回しながら慌あわてふためきだす。

「ま、まずいぞ……エラーを吐はき出して操作を受けつけない！　これでは隔かく壁へきが下ろせないぞ！」

「っ!?　まさか、敵が──」

　イオトが言いかけた時、「上よッ!!」とフェルが叫さけんだ。

　次の瞬しゆん間かん、天窓が破られ、破は砕さい音とともにガラスの破片が降り注いでくる。その中を、ゴーグルと口元を覆おおうのっぺりとしたマスクを装着し、襟えりの長いパーカーのような衣服を身につけている者たちがロープを伝って滑すべり下りてきた。

「ぐぁッ!?」

　傍そばにいた警備員が声を上げ、倒たおれふす。その時すでに、敵の一人が目前まで迫せまってきていた。

　咄とつ嗟さにコアを起動するが、間に合わない。手の甲こうに装着しているスタンガンを押しつけられてしまう。

　一いつ瞬しゆん血の気が引く感覚が体を走るが、しかし、電極が触ふれているのは胴どう体たいの部分。ケィニッドが用意してくれたスーツが感電を防いでくれていた。

「こ、のォ──ッ!!」

　一気に変異を完かん了りようさせ、うろたえている敵に向かって拳こぶしを構える。だが、敵は恐きよう慌こう状態に陥おちいって右う往おう左さ往おうしている警備員たちの中に紛まぎれ込み、姿を消した。

　まるで暗くら闇やみの中で相手をしているかのごとくどこから敵が襲おそってくるか分からず、イオトはその場からほとんど動けない。しかし敵の何人かは混戦をものともせず一気に駆かけ抜ぬけ、中央棟とうの内部へ侵しん入にゆうしようとしていた。

「ケィニッドさんッ！　敵が奥へ──くッ!?」

　攻こう撃げきはやまず、首筋を狙ねらわれた一撃を躱かわし、拳を振ふるう──が、当たらない。危あやうく警備員の一人を殴なぐり倒たおすところだった。これでは味方同士の足の引っ張り合いである。

　焦あせりで頭が真っ白になりかける。だが、




「……ああもう、うっとうしいわね」




　突とつ如じよとして地面が揺ゆれ、床ゆかが盛り上がり、パネルを突つき破って木の根のようなものが姿を現した。

　まるで生き物のようにうねりながら飛び出してきた無数のそれらは、襲しゆう撃げき者たちに絡からみついて次々と捕ほ縛ばくしていく。混戦だった場はあっという間に樹海と化し、一瞬で制圧されてしまった。

　足元から生えてきた一本にひっくり返されていたイオトはすぐさま起き上がり、目の前で絡みあって壁かべのようになっている根を飛び越こえ、フェルに呼びかけた。

「無事ですか!?」

　木の根のように変異させた腕うでを床下に突っ込んでいた彼女は、「どうにかね」と苦笑を浮かべる。すると根がしなる音が聞こえ、足を絡からめ取られたケィニッドが逆さづりで運ばれてきた。

「何をしているんだイオト君！　早く行け！　動けるのは君だけだ！」

　イオトは頷うなずくと身を翻ひるがえし、敵の侵入を許してしまった通路へと向かう。

　だが、飛び込もうとしたところでブザー音が鳴り響ひびき、突とつ如じよとして隔かく壁へきが下りてきた。

「なっ!?　ケィニッドさん、どうして下ろしたんですか!?」

「違ちがう、私じゃない！　誰だれかがシステムを乗っ取って操作しているんだ！」

「そ、そんな……くそっ!!」

　イオトは目の前の隔壁に全身全ぜん霊れいの力を込めて拳を叩たたき込んだ。しかし、イオトの力でもってしても傷一つつかず、持ち上げようにも指をかける隙すき間まはない。

　中へ入る方法を模も索さくしていると、「まずいことになった！　ハーバートの警備隊が隔壁の向こうで交戦中らしい！」と通信機を耳元に当ててケィニッドは声を荒あらげた。

「イオト君、侵入した敵を追うより屋上を目指せ！　襲撃前に頭上で爆ばく音おんが鳴っただろう？　サーバルームが最上階から二つ下の階にあることを考えると、屋上から突とつ破ぱされた可能性がある！」

「しかし、マイノラたちを助けに行かないと！」

「気持ちは分かるが、サーバルームを取り戻もどさない限りどうすることも出来ないぞ！」

「っ、分かりました……しかし、どうやって上がれば……」

　遥はるか頭上を見上げて言うと、「あたしがいるでしょうが」とフェルが言った。

「え、一体どうする──うわっ!?」

　足元から木の根のような植物が束になって現れ、螺ら旋せんを描えがきながらイオトの体を持ち上げた。凄すさまじい速度で空を目指し、割れた天てん井じようを突つき抜ぬけ、中央棟とうの壁へき面めんに沿って伸のびていく。

　イオトは絡からみ合う根の上でバランスを取り、頭上を見上げた。屋上はもうすぐそこだが、次し第だいに伸びるスピードが落ちていき、ぐらりと揺ゆれた。

「──ここが限界！　後は自力でお願い！」

　地上から聞こえてきたフェルの声を合図に、イオトは全力で跳とび上がった。籠手ガントレツトの指先に体液エリクシルを纏まとわせて鉤かぎ爪づめ状に固めた指先を、どうにか屋上の縁ふちに引っかけた。

「う、お、おおおッ!!」

　体を持ち上げ、一回転して屋上に着地。広く平らな屋上は黒く焦こげついており、中心には大穴が開いている。覗のぞき込むと、サーバルームのある二つ下の階まで貫かん通つうしてしまっていた。

　すぐさまそこに飛び込むと、着地点の正面に襲しゆう撃げき者が三人。

　彼らは驚おどろいたのも束つかの間ま、すぐに手の中の拳銃ハンドガンを構えて弾だん丸がんを放っていた。

「────ッ！」

　弾丸は外がい殻かくで弾はじき飛ばし、足そく刀とう蹴げりで相手の一人を突つき飛ばす。そのまま体を捻ひねって残り二人も水平蹴りによって壁かべに叩たたきつけ、昏こん倒とうさせることに成功。

　すぐに彼らが守っていた扉とびらを開け、サーバルームに踏ふみ込む。ずらりと並ぶ大型機器の目の前に座って小型端たん末まつを操作している者がおり、近づいて端末を取り上げた。

「ま、待った、抵てい抗こうはしない！」

　技術者らしき者はそう言うが、当然信用するはずもない。端末を破は壊かいした後に男の顎あごを軽く拳こぶしで打ち、昏倒した彼を部屋から引きずり出す。

　そして仲間たちの横に並べると、外殻を蠢うごめかせて体内の通信機を起動し、ケィニッドに呼びかけた。

「こちらイオト。サーバルームにいた者たちを全すべて排はい除じよしました」

『よし、あとは私に任せろ。すぐにシステムを取り戻してみせる。ところで敵のアウトサイダーは？』

「それが、見当たらないんです。もしかしたら地上の部隊に……いや──」

　びりびりと感じる気配。イオトは咄とつ嗟さに横に向かって思い切り跳び退のく。

　すると──一いつ瞬しゆん前までいたところに、電光を纏まとう拳こぶしが突つき出された。

「……今、ここにいます」

　黒衣の男は拳を引くと、サングラス越ごしに眼まな差ざしを向けてくる。

「騒さわがしいから戻もどってきてみれば……お前さんだったか。一体どうやってこんなとこまで登ってきやがったんだァ？」

　黒衣の男は訊たずねながらも、拳を打ち出してくる。イオトは屈かがみこんで躱かわし、手を突いて体を支えながら地面すれすれの水平蹴げりで相手の足を払はらった。

　そのまま倒たおれ込むかと思われたが、そうはならない。

　体を捻ひねり、拳を床ゆかに叩たたきつけることで無理やり体を跳はね上げ、宙で複雑に回転してみせると、その勢いのまま足を振ふり下ろしてきた。

「──ッ!!」

　イオトは咄とつ嗟さに自身の影かげから黒い手を引き出し、男を弾はじき飛ばす。

　手しゆ刀とうに体液エリクシルを纏わせて槍ランスに変じ、追つい撃げきをかけるが、黒衣の男はまたも器用に宙で体勢を整え、足から着地することで容易たやすく躱してしまう。

「今日は随ずい分ぶんと張り切ってるじゃァねえか。拳に迷いがねえ。それに、捨て身の気配も感じられねえなァ。一体に何があったんだ？」

「教えてやる義理はないッ！」

　イオトは針で牽けん制せいしようと右腕うでを正面に構えるが、視界の中には放ほうり出したままの襲しゆう撃げき者たちの姿があった。

（くそっ、邪じや魔まだ……！　やっぱり、どうにか接近戦で仕留めなくちゃ──）

　と、そこで大男の十メートル後ろ、廊ろう下かの突き当たりのシャッターが下ろされている窓に気づく。

「そうだ──ケィニッドさん！　至急、九階の東窓のシャッターを上げてくださ──」

　注意が逸それた一瞬を見逃のがさず、黒衣の男は一気に距きよ離りを詰つめてくる。

　イオトは咄嗟に影から手を引き出すが、男は三つの角から電光を迸ほとばしらせ、その眩まばゆい光でイオトの影をかき乱す。

　黒い手たちは霧む散さんし、駆かけ抜ぬけてきた黒衣の男は電光を纏った掌しよう打だを繰り出してきた。

「ぐッ──!!」

　体を捻って直撃だけは避よけるが、黒衣の男の手が脇わき腹ばらを微かすかに掠かすった。

　後退してそこを見やれば、黄の印が浮かび上がっている。

「ちっ、直撃じゃなけりゃァ仕留められねえか……まあいい、印はつけた」

　男がボールを転がすかのように床ゆかを撫なでると、指先と床の接地面から電光が迸り、その中から発光する怪かい物ぶつが一いつ匹ぴき飛び出してきた。

（あれの性質は恐おそらく電気……なら──）

　イオトは体勢を立て直すと、一気に男へと駆かけ出す。

　発光体は即そく座ざに進行方向を変え、そして見事に脇わき腹ばらへとぶつかった。だが、狙ねらい通り体内に取り込まれている絶ぜつ縁えん体たいスーツが怪かい物ぶつの侵しん入にゆうを防ぎ、弾はじき飛ばした。

「なに!?　ぐ、ォ──!!」

　驚おどろきを見せた男にイオトが放ったのは──全力の体当たり。

　懐ふところに肩かたからぶつかり、砲ほう弾だんのように吹ふっ飛んだ黒衣の男は窓を塞ふさぐシャッターに激げき突とつした。

　しかしトドメにはならず、男は膝ひざを突つくものの倒たおれはしない。

「ケィニッドさん、まだですか!?」

『今システムの復旧を完かん了りようした！　すぐに開くぞ！』

　ブザー音とともにシャッターが引き上げられ、窓ガラスが露あらわになる。

「うおおおお──!!」

　イオトは立ち上がりかけている黒衣の男目め掛がけて再度突っ込み、今度は窓ガラスを突き破って男もろとも外へと飛び出した。

「野や郎ろう、やるじゃねえかッ!!」

　黒衣の男の両肩かたと額の角が再び強きよう烈れつな緑光を放ち始め、体を包むように電光が発生し、大規模な磁場が発生。彼の墜つい落らくのスピードだけが緩かん和わされ始める。

　どんどん距きよ離りが離はなれていき、先に地面へ接近していくのはイオトの方──

「くっ──!!」

　咄とつ嗟さに真横に散さん弾だん射しや撃げきを放ち、その衝しよう撃げきで体を横に逸そらした。

　そのおかげで墜落時の衝撃を幾いくばくか軽減することに成功するが、地面をバウンドするほどの衝撃が体を襲おそう。

　飛びかけた意識をどうにか繫つなぎ止め、並んで停とめられている車を跳とび越こえて黒衣の男が着地した地点に籠手ガントレツトの射出口を向ける。しかし敵の姿はなく、突とつ如じよとして横から強烈な発光が起こった。

　はっとして顔を向ければ、一台の車が凄すさまじい速度で迫せまってきていた。

「っ!?」

　車を盾たてにしてどうにかやり過ごすし、辺りを見回すものの男の姿を捉とらえることが出来ない。

『イオト、今どこにいるの!?』

　突然、耳元でフェルの大声が響ひびき、息が止まった。そのタイミングで黒衣の男が視界を横切り、すぐに針を発射するが──遅おそ過ぎる。車の陰かげに逃にげ込まれ、反撃として車が飛んできた。

「駐ちゆう車しや場でアウトサイダーと交戦中です！　どうしたんですか!?」

『今すぐ戦うのをやめて！』

「は!?　どうしてですか！」

　移動して躱かわしている間にフェルが何か叫さけんでいたが、爆ばく発はつが起こり、かき消されてしまった。

「おい、坊ぼう主ず！　取引しないか！」

　背後から声が聞こえて振ふり返るが姿はなく、次は右から呼びかけられる。

「俺ァ今急いでいてな、戦ってる暇ひまァねえんだわ。だからこうしねえか？　ここいらでお前さんを殺してやる。あの世に送ってやるぞ。それが、お前さんが戦う理由だろう？」

「……っ、そんな取引には乗れない！」

「なぜだ？　あんなに死にたがってたじゃねえか！」

「今は違ちがう！　今はあんたの敵だ！　あんたを倒たおすためにここにいる！」

「……一体何があったのやら。非常に気になるが──」

　まるで、太陽が一つ増えたような強きよう烈れつな光が差し込んできた。

　車の窓ガラス越ごしにそちらを見やると、姿を現した黒衣の男は凄すさまじい緑光を角から発し、周囲に電光を撒まき散らしていた。その光は激しさを増し、大男の姿を隠かくすほどだった。

　イオトは車の陰かげから飛び出し、黒衣の男目め掛がけて針を連射した。しかしその全すべては、引き寄せられた車によって防がれてしまう。その車には黄の印が浮かんでおり、黒衣の男が纏まとう電光で形成された黄衣から伸のびている触しよく手しゆのような一筋がそこへ繫つながっていた。

　電気の触手で次々に車が引き寄せられ、ぶつかり合って形を変えていく。漏もれ出たガソリンが引火して爆ばく発はつを起こし、煽あおられたイオトはたたらを踏ふんで顔を背そむけた。

　やがて爆音と爆風がやみ、顔を上げると──そこには魔ま人じんの姿があった。

　スクラップとなった車はとてつもない力で押し固められ、頭から胴どうまでの人型となっている。配線やバンパーが組み合わさって形成された厳しい表情や、その手の鋭するどい爪つめは悪魔じみており、体のあちこちから吐はき出されている炎ほのおは地じ獄ごくの業ごう火かのような激しさである。

「時間がねえから本気で潰つぶしに行くぞ！　殺すなと命令されているが、そんなこと構っている余よ裕ゆうなんてねえ！　死にたくねえなら、今すぐ立ち去れ！」

　魔人の中に内包されている黒衣の男が叫さけび、強烈な雷かみなりが放たれた。

　イオトの横を掠かすめ、爆音とともに周囲の地面を打ち砕くだき、石つぶてがイオトの体を打つ。

「────っ！」

　今の雷は、以前イオトを一いち撃げきで戦せん闘とう不能に追いやったものだった。

　それを何発も軽々と放たれ、イオトは悟さとってしまった。今まで手加減を加えられていたことを。

　そして、能力の特異性と応用力の全てが敵かなわないことに。

（強い……絶対に、勝てるはずがない……だけど──）

　イオトはぎゅっと拳こぶしを握にぎり、魔人を見上げた。

「……だけど、逃にげてたまるか」

　ここで逃げることは、マイノラの死を意味する。

　ありえない。そんなことは、絶対にあってはならない。

「仕方ねえな……いいか、『死ぬ』じゃァなく、『殺される』覚かく悟ごをしろよ!!」

　魔ま人じんの体が軋きしむ音を鳴らし、腕うでが振ふり上げられた。その動作は決して鈍どん重じゆうではない。

　ぶるりと体が震ふるえる。アウトサイダーとなってから初めて死の恐きよう怖ふが湧わき起こってきた。

　それでも、イオトは一歩も引くことなく魔人を睨にらみつける。

「────ォォォォオオオオオッ!!」

　決死の覚かく悟ごを叫さけびとして表し、籠手ガントレツトを構え、そして──




「ちょっとタンマッ!!」




　突とつ然ぜん、イオトと魔人の間にフェルが下りてきた。

「なっ!?　フェルさん、何やってるんですか！」

「あんたが戦ってんのは、敵なんかじゃないの！　ＧＤ所属のアウトサイダーなのよ！」

「ＧＤ所属!?　やはり、彼が内通者だったってことじゃないんですか！」

「そうじゃなくって、上層部から正式に任務を与えられて派は遣けんされてるってこと！」

「は？　正式に……って、待ってください、一体どういうことなんですか!?」

　フェルに食ってかかった直後、浮かんでいた魔人が激しい音を鳴らして地面に崩くずれ落ちた。そして、巻き上がる炎ほのおから黒衣の男が姿を現すと、フェルは苛いら立だたしげに息を吐はいた。

「もう何よ！　イオトが言ってた『三つの角のようなコアが生えたアウトサイダー』って、あんたのことだったの!?」

「おう、この姿は初めて見せるな。本当は見せたらマズいんだが……」

「聞いたわよ。あたしに姿を見られないように動いてたって。でもあんたね、ひっ捕とらえたやつらのマスクひん剝むいてみれば、見知った顔ばっかじゃないのよ！　バレるに決まってんでしょうが！」

「お前さんたちを外に締しめ出す時間稼かせぎが必要だったんだよ。それを終えたらさっさと退たい却きやくするはずだったんだが……どうやら失敗だったみたいだな。やれやれ、今回の任務は縛しばりがキツ過ぎるぜ」

　二人は軽快に話を進めていくが、今の今まで生死をかけた戦いをしていたイオトは全く話についていくことが出来ない。

「ふ、二人で話してないで説明してください！　これはどういうことなんですか!?」

　変異を解いて訊たずねると、同じく変異を解いた黒衣の男が朗ほがらかな声で言った。

「自己紹しよう介かいがまだだったな。俺はバイク・ホー。《イエロー・サイン》ってチームを率いてる」

　そう言って接近してきた黒衣の男──バイクは握あく手しゆを求めてきた。しかし、イオトがその手を取るはずもなく、「ま、そうだよな」とバイクは苦笑してみせる。

　──と、次の瞬しゆん間かん、彼は素す早ばやく差し伸のべた手を胸むな倉ぐらへと伸ばしてきた。

「ぐっ────!?」

　一いつ瞬しゆんで地面に叩たたきつけられ、肺の空気を吐はき出してしまったイオトは声を上げることも出来ない。

「ちょっとバイク！　いきなり何してんのよ!?」

「フェル、不意を突ついて俺の命を狙ねらわなかったってことは、お前はハーバートの思想に冒おかされているわけじゃァねえんだろう。だから訊たずねるんだが……お前から見てこいつをどう思う？　ハーバートの息がかかったスパイになりえると思うか？」

「ス、スパイ？　一体何の話かイマイチ分からないんだけど……大だい丈じよう夫ぶ、安心して。この子はあたしの信しん頼らい出来る仲間よ。だから早く離はなしてあげて」

　バイクはしばらく思考するように沈ちん黙もくしていたが、ふっと息を吐いた後に力を抜ぬいた。

「どういうことか詳くわしく聞かせてください……どうして僕がスパイなんて話になるんですか。スパイはそちらじゃなかったんですか？」

　立ち上がってバイクに訊ねると、逆に彼は質問を返してきた。

「お前ら、ハーバートがどんな研究をしているか知っているか？」

「当然です。ＡＨＤの治ち療りよう薬やくの研究ですよ」

　しかし、バイクは首を振ふってみせた。

「そんなまともなもんじゃねえ。やつが行っているのは──死者蘇そ生せいの研究だ」

「は……？　何ですって？」

　思わず訊きき返すと、バイクは「ま、信じられねえよなァ」と訳知り顔で頷うなずく。

「だが、やつが死者を蘇よみがえらせる方法を記述した論文をＧＤの上層部に提出したのは確かだ。そして、実験の許可を求めてきやがった」

「も、もし仮にそれが本当なら、隠かくれて研究していたってことになりますが……」

「そりゃあ許可が下りなかったからな。胞ほう子し災さい害がいの対処に充あてる人員の不足を解消することを名目にしていたらしいが、妻を亡なくして間もなくのことだってんだから、建たて前まえでしかねえのは明白だろ。まあそれ以前に、論文の内容があまりにも倫りん理りに反した内容だったんだ」

　イオトは思わずフェルと顔を見合わせる。彼女もまた困こん惑わくを浮かべていたが、すぐにその表情を引き締しめると、「どんな内容だったの？」とバイクに訊ねた。

「死体を弄いじり回すこともそうだが……その論文に書かれていた『蘇生液』の材料には、ナイトメアの細胞やらコアを必要とすることが書かれていたらしい。そしてその薬品の効能を調べるために、人体実験が必要だともな」

　バイクが意い味み深しんな視線を向けてくるが、イオトはその意味をすぐには理解出来なかった。

　だが、ハーバートと未完成の薬、研究、そしてバイクの言葉など、様々なピースが脳内で組み合わさった途と端たん、氷を突っ込まれたかのような寒さむ気けが走るとともに理解が及およんだ。

「も、もしかして、マイノラは……」

「被ひ験けん者だった、と俺たちは見ている」

「そ、そんな……そんなはずはない！　ハーバートさんはマイノラを助けるために──」

　と、そこでバイクは「ちょいと待て。通信だ」と言って、ポケットからゴムのカバーで包んだ通信機を取り出した。

　そしてスイッチを押すと、スピーカーから聞こえてきたのは──

『こちら、強きよう襲しゆう第三班！　所内全域の捜そう索さくを完かん了りよう！　しかしハーバート及および娘むすめを発見出来ず！　繰くり返す！　ハーバート及び娘を発見出来ず！』







　研究所内には襲しゆう撃げき者──《イエロー・サイン》と警備員が入り混じって駆かけ回っており、襲撃前よりも慌あわただしい様相を見せている。

　その中をイオトは駆け抜ぬけ、所内を見て回っていた。しかしハーバートとマイノラを見つけられず、エントランスに戻もどってくる羽目になる。

「マイノラはまだ見つからないんですか!?」

　駆けつけざまに訊たずねると、研究者の一人と話し込んでいたケィニッドが振ふり返り、渋しぶい顔で首を横に振った。

「そう、ですか……すみません、話の邪じや魔まをしてしまったみたいで」

「いや、いい。話は聞き終わった」

　ケィニッドが言うのと同時に研究者は踵きびすを返したが、その際、意い味み深しんにも鋭するどい一いち瞥べつを向けてきた。

「あの人は？」

「ハーバートの右腕うでだった研究者だよ。そして、私たちをずっと悩なやませていた内通者だ」

「えっ!?　不ふ審しんな人物は全員排はい除じよしたってハーバートさんが……」

「彼自身が言っていたんだ。こちらのスケジュールをリークして、自身が管理する東棟とうの地下から《イエロー・サイン》を引き入れ、中央棟の屋上へ登らせる手引きをしたんだと。まったく皮肉なことだ……騙だます側がわのハーバートが、もっとも信しん頼らいを置いていた部下に騙されていたんだからな」

　吐はき捨てるような言葉には怒いかりが含ふくまれていたが、しかしケィニッドの顔に覇は気きはなく、酷ひどく冴さえない。ハーバートの所業を知った動どう揺ようからまだ立ち直れていないようだった。

「すまない。私が騙されたばかりに苦労をかけてしまって……」

「騙されていたのは僕たちも同じです……くそっ、あのバイクという男が本当のことを話してくれていたら、こんなことにはならなかったのに……」

「それは無理な話だ。君が捜索に行っている間に聞いたんだが、彼ら《イエロー・サイン》には『正体を隠かくしたまま被ひ験けん者を保護し、ハーバートを生かしたまま研究を阻そ止しする』ことと、『殺さずにアウトサイダーを撃退せよ』という無茶な指令が下されていたそうなんだ」

「なんでそんな回りくどいことを……？」

「失うわけにはいかなかったのさ。偉い大だいな頭脳を持つ研究者もアウトサイダーも、どちらも貴重過ぎる人材だからな。それで宗教団体の名前を隠かくれ蓑みのにしたそうだが……しかし、顔の広いフェル君がいたことがバイク君たちの動きに制限をかけてしまったようで、この様ざまさ」

「……ハーバートさんは、それも計算の内だったんでしょうか」

「可能性はある。あのＧＤへの警けい戒かいぶりは、全すべてを知っていたからなんだろう……」

　イオトは拳こぶしを握にぎりしめ、歯を食いしばった。一体幾いくつの噓うそに騙だまされたのかと考えると、体が震ふるえてくる。

（一体、二人はどこにいるんだ……？）

　焦しよう燥そうに駆かられて再び所内の捜そう索さくに向かおうとしたところ、「おう、そっちはどうだ」と野の太ぶとい声が聞こえてくる。振ふり返ってみれば、バイクがフェルを引き連れて向かってきていた。

「こっちは何も……そちらは？」

「さっぱりだ。この大捜索の中で影かげも形も見つからないってのは奇き妙みようだぜ。坊ぼう主ず、一番最後にハーバートと会ってんのはお前さんだ。何でもいい、心当たりを片かたっ端ぱしから言ってみろ」

「心当たりといっても……先ほど通信で説明した通り、最後に見たのは中央棟とう三階奥の診しん察さつ室みたいな部屋です。自分で見に行きましたし、すれ違ちがいを考こう慮りよしてハーバートさんの私設警備隊にも確かく認にんしに行ってもらいましたが……誰だれもいなかったそうです」

「ハーバートの警備隊……か。そいつらは信用出来るのか？」

　その質問に、「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶのはずだ」とケィニッドが答えた。

「民間企業から引き抜ぬいた者たちだからな。研究とは一いつ切さい関係ない。書類も確認しているから間違いないよ」

「その書類が偽ぎ造ぞうってことはねえのか？」

「かなり厳正なものだったが……いや、待てよ。ここまで周しゆう到とうに計画を立てていたハーバートのことを考えると、断言出来ないな。イオト君、君が一番警備隊と接せつ触しよくすることが多かったはずだが、何か不ふ審しんに思うところはなかったかい？」

「…………、特に何も。全員が揃そろって陰いん気きで、抑よく揚ようのない喋しやべり方かたがとにかく不気味だった、ということぐらいしか……」

　他ほかに思い出せることはないかと彼らの姿を探し、そこで気づいた。エントランスにただの一人として警備隊員の姿がない。嫌いやな予感を覚え、イオトは「こちらイオト。そちらは今どこにいるんですか？」と慌あわてて通信機で呼びかける。

　すると、すぐに応答があった。

『……現在、三階の捜索を行っている』

「え、まだそこに？」

　診察室のような部屋の捜索を頼たのんだのは数時間前のこと。イオトの中で不信感が膨ふくれ上がる。

「今すぐエントランスに戻もどってきてくれませんか。一度情報を突つき合わせてみましょう」

　提案してみるが、それに対しての応答がない。「どうしました？」とイオトは繰くり返し呼びかけるが、それっきり無音が続く。

　イオトがそうしている横で、バイクも通信機を手にしていた。

「各班、ハーバートの警備隊員を目視で確かく認にんした最後の時刻を報告しろ」

　次々に答えが返され、結果、最も近い時間は二十分前と出た。

「この大だい捜そう索さくの中で二十分も姿を見られねえってのは、どう考えてもおかしいよなァ」

「………もう一度見に行ってきます！」

　イオトは返事を聞くよりも早く駆かけ出し、エレベーターを待たずに階段から三階へと上がった。

　廊ろう下かを駆け抜ぬけ、一番奥の診しん察さつ室のような部屋の扉とびらを開く。中は完全な無人で静まり返っており、ハーバートとマイノラだけではなく警備隊員の姿もない。診察台に近づき触ふれてみるが、温ぬくもりは消え去っていた。

「坊ぼう主ず、何か手がかりはあったか？」

　フェルと共に遅おくれてやってきたバイクが、部屋に入ってくるなり訊たずねてくる。イオトは周囲を見回し、首を振ふった。

「何もありません……機器がなくなっているので、どこかに移動したのは確かです」

「残されたのは学問書だけか……そっちは？」

　バイクは壁かべ際ぎわの書しよ棚だなの前にいたフェルに呼びかけるが、しかし彼女は開いている本に視線を落としたまま振り向こうともしない。

「おい、どうした？」

「……ねえ、ハーバートって科学者の部類のはずよね？」

「あん？　どういう意味だ？」

　フェルはその問いの答えとして、持っていた本を差し出してきた。

　バイクは訝いぶかしみながら受け取り、イオトも背後から覗のぞき込む。

「な、んだ、これ……？」

　医学書のカバーが掛けられているが、そこに記述されていたのは呪じゆ術じゆつや呪文、そして摩ま訶か不ふ思し議ぎな異世界についての説明だった。

「こいつァ……魔ま術じゆつ書しよってやつか？　おいフェル、他ほかの本はどうなんだ？」

「それと同じよ。変へん哲てつもない科学書とか医学書のカバーだっていうのに、中身は魔法とか錬れん金きん術じゆつについて書かれたもんばっか」

　バイクは「やれやれ」と息を吐はき、イオトたちに手で合図した。

「オカルトに傾けい倒とうするほど頭がイカれちまってたと分かったからには、一刻も早く娘むすめっ子こを助け出さなきゃならねえ。他、当たるぞ」

　言うや否いなやバイクは部屋を出て行こうとするが、フェルが制した。

「待った。どっかから風を感じるんだけど、あんたたちはどう？」

　晒さらしている両腕うでを撫なで、フェルは少しばかり寒そうにするが、しかしそこは室内である。窓も換かん気き口こうすらもないために風が吹ふき込むことはありえない。

　だが、フェルの傍そばに寄ってみると──

「確かに、少しですけど冷たい空気が流れてきて……」

　イオトの視線が向いた先は、フェルの目前の棚たなだった。棚は二つ横に並んでいるのだが、スチール製のそれはフレームが歪ゆがんで隙すき間まを作っている。そこから肌はだを撫でる冷ややかな空気が流れ出ていた。

　ごくりと唾つばを飲み込み、イオトは棚の隙間に指をかける。

　そして倒たおすようにして棚を避よけると、

「こ、これって──!?」

　そこに現れたのは刳くり貫ぬかれた壁かべと、その奥の真まっ直すぐ階下へと続いている縦穴だった。穴の中の遥はるか下にぽつりと浮かぶ光が見え、闇あん中ちゆうでも地下にまで達たつしていると分かる。

「見て、内ない壁へきにレールがあるわ。昇しよう降こう機きか何か取りつけられてるみたいね」

「間ま違ちがいない、ハーバートさんはここを使って逃にげたんですよ！」

　イオトはようやく見つけた手がかりに目が眩くらみ、すぐにでも飛びこもうとするのだが、バイクが肩かたを摑つかんで止めてきた。

「落ち着け！　ハーバートのことだ、何か罠わなでも仕し掛かけている可能性があるだろうが！」

「止めないでください！　それでも、行かなくちゃならないんですッ！」

　バイクの手を振ふり解ほどき、睨にらみつけた時だった。

　頭上に何か気配を感じてはっと顔を上げ──そこに張りついていた者と目が合った。

「っ!?」

　それは天てん井じようから突とつ然ぜん飛びかかってくる。一歩下がって攻こう撃げきを躱かわし、今いたところに下り立った者の姿を見て、イオトは驚おどろきに声を上げた。

「け、警備隊!?」

　獣けもののような四よつん這ばいの格好。下からねめつけてくる瞳どう孔こうが開き切った目。唾だ液えきを垂たれ流すままの姿はとても人間とは思えない。しかし、着ているタクティカルベストは私設警備隊が制服として着用していたもので、間違いなくその顔立ちは警備隊の一人の男のものである。

　警備隊の男は目をぐるぐると回転させ、イオトに再び焦しよう点てんを合わせると、勢い良く飛びかかってきた。

　至近距きよ離りによる突進──躱し切れない。

「ぐっ──!!」

　壁の穴あなに叩きこまれ、底へと墜つい落らくしていく。

　フェルが名前を叫さけんだが、あっという間に遠くなり、イオトは暗くら闇やみに包まれた。

「────ッ!!」

　暗闇の只ただ中なかでイオトはコアを起動して形態変異メタモルフオーゼすると、籠手ガントレツトの指先に体液エリクシルを纏まとわせて鉤かぎ爪づめ状に固める。それをすぐ横の壁かべに食い込ませて勢いを殺そうと試みるが、体勢を崩くずし、錐きりもみ状態となって落ちていった。

「う、わ、あああ────ゥ、ぐっ!?」

　想像していたよりも早く地面──ではなくリフトに辿たどり着き、奇き跡せき的にも足から着地する。体勢を崩して前方に倒たおれ込んでしまうが、受け身を取って勢いのままに立ち上がった。

（くそっ、早く戻もどらないと──、っ!?）

　イオトは目の前に伸のびる廊ろう下かを見やり、思わず目を見開いた。

　壁や床の地は白かったようだが、大だい虐ぎやく殺さつがあったかのように血ち飛沫しぶきの跡あとが至る所に黒々と残っている。

　また、両側にはガラス張りで室内が窺うかがえる手術室のような部屋があり、右手の部屋の中央にある手術台には腐くさり果てている死体が無造作に置かれ、反対側の部屋には精肉工場のようにナイトメアらしき怪かい物ぶつの死し骸がいが吊つり下げられていた。

「な、何なんだ、ここは……？」

　凍こおりついていると、少し先の十字路から一人が姿を現したことに気づいた。

　タクティカルベストを着込み、短機関銃サブマシンガンを提さげた姿。帽ぼう子しの鍔つばの下から覗のぞく死人のような目。その顔は間ま違ちがいなく、警備隊の隊長だった。

「ど、どうして隠かくされていたここに？　……一体、ここで何をしていたんだッ!?」

　イオトは声を張り上げてみたが、隊長は答えず虚うつろな目を向けてくる。

　そして短機関銃の銃口を向けてくると、何の躊躇ためらいもなく引き金を引いた。

「くっ──!?」

　銃じゆう弾だんが襲おそい掛かかり、外がい殻かくが弾はじくものの、その衝しよう撃げきにたたらを踏ふむ。

　廊下に弾たまを避よけるスペースはなく、ならばとイオトは真まっ直すぐ突つっ込み、回まわし蹴げりの一撃で短機関銃を破は壊かいする。その回転の勢いを乗せ、鳩尾みぞおちに右手の拳こぶしを叩たたき込んだ。

　吹ふき飛んだ隊長は一度地面にバウンドし、仰あお向むけで倒たおれふす。

　イオトの経験上、生身の人間はそれで昏こん倒とうするはずだった。

　そのはずだったのだが、

「うゥ、ウぅウウゥぅゥッ!!」

　隊長は呻うめきながらも立ち上がり、その顔を苦しそうに歪ゆがめる。

　途と端たん、体のあちこちに赤黒い血管が浮き上がり、体表に盛り上がり始め、




　──そして、皮ひ膚ふを突き破った。




「ッ!?」

　床ゆかに沈しずむ細切れとなった隊長の肉にく塊かいの上に、肉体からそのまま浮き出てきたかのような血管が、ぼんやりと人の輪りん郭かくを保ったまま二本の足で立っていた。

「隊長……なのか？」

　イオトがぽつりと漏もらすと、怪かい物ぶつは顔の下半分に血管を寄せ集めて口を形成し、まるで笑っているかのように歪ゆがめる。

　と、次の瞬しゆん間かん、怪物は横の壁かべに飛びついてべたりと張りつき、蜘く蛛ものごとく迫せまってきた。

「こ、の──!!」

　反射的に針を連射するが、怪物はあっという間にイオトの横を駆かけ抜ぬけ、背後へと向かって行く。

　はっとして振ふり返ると、フェルが蔦つたを利用して縦穴から下りてくるところだった。

「フェルさんッ!!」

　咄とつ嗟さに名前を叫さけぶが、すでに怪物は網あみのように体を広げて彼女に飛びかかっていた。

「きゃっ、何なのコレ!?」

　怪物はフェルの体に張りつき、鋭するどく尖とがった末まつ端たんを皮膚の下に滑すべり込ませるように差し込むと、ずるずると体内に侵しん入にゆうしようとし始める。

　フェルは怪物に銃じゆう弾だんを浴びせるが、一、二本血管が切断されるだけで効果はない。イオトは慌あわてて駆けつけようとするのだが、それよりも早く、雷かみなりを落とした時のような爆ばく音おんを鳴らして下りてきたバイクが怪物を摑つかみ上げた。

「フンッ!!」

　バイクが手から電でん撃げきを放った途と端たん、怪物の胸の奥深くで鼓こ動どうする心臓らしき物体が破は裂れつする。すると怪物はぐったりとバイクの手の中でしな垂れ、動かなくなった。

「何なんだこいつは？　ナイトメアなのか？」

　バイクが手の中の血管の束を見つめて呟つぶやくと、フェルが恐おそる恐る言った。

「あのさ、上の部屋で見つけたオカルト本でこれとそっくりな化け物のイラスト見たんだけど……もしかして何か関係あったりして……？」

　三人で顔を見合わせ、おぞましい考えに沈ちん黙もくが下りた時だった。

　頭上から『ザァ』という砂すな嵐あらしのような機械音が聞こえ、それに続いて男の声が響ひびいてきた。

『君たちは実に優ゆう秀しゆうだな。まさかこんな短時間でここが見つけられてしまうとは驚おどろきだ』

　三人は一いつ斉せいに頭上を見やり、バイクが真っ先に叫んだ。

「ハーバートか!?　一体ここで何してやがったんだ！　まさかお前は、こんな化け物を作り出そうとしてたってのか!?」

『一研究者として否定させてもらおう。決してそのような愚ぐ物ぶつを作ることが目的ではない。分かっているからこそ、ここを訪おとずれて来たのだろう？　ただ私は、妻を蘇よみがえらせるための蘇そ生せい液えきの開発をしていただけだ。その過程でそのようなものが生まれてしまったのだが、まさかこのような形で役立ってくれるとは予想外だった』

　イオトは怪かい物ぶつの残ざん骸がいを見やり、そのおぞましさに吐はき気けを催もよおすが、それを堪こらえて叫さけんだ。

「ハーバートッ!!　あんたは今どこにいるんだ!?　マイノラは無事なのか!!」

『ああ……イオト君。吐き出したその熾し烈れつな感情は、何に対してのものなのだね？　娘むすめは当然、無事に決まっている。今まで君が守ってくれたおかげでな』

「こんなところで一体何をしていたんだ!!　マイノラに何をしていた!?」

『ちょうど良い。娘の声を聞かせてやろう。今、目覚めたところだ』

　その言葉のすぐ後に掠かすれたマイノラの声が聞こえてきた。

『お父様……？　これは一体……あ、ぐっ！』

「マイノラ？　どうしたんだ、マイノラ!!」

　必死に呼びかけるが、こちらからの音声を切っているのか反応はない。

『お父様っ、痛い……やだ、何かが体の中に、ああっ、うぅ……！』

『少しの辛しん抱ぼうだ。今、体内にお前の母の血液を流し込んでいる。やがて体内に埋うめ込んだ母の細さい胞ぼうが活性化し、お前はマイノラという私の娘でありながら同時に私の妻となるのだ。また三人で電波塔とうに出かけよう。あの素す晴ばらしい景色を三人で眺ながめようではないか』

『痛いっ、痛い……！　あぁ、助けて、あっぐ……！　イオト、助けて、イオトォ……！』

「やめろ、やめてくれっ!!　何をしているんだ、ハーバートッ!!」

　激情のままに駆かけ出そうとするが、残りの警備隊員と無数の血管の怪物たちが次々と十字路から現れ、迫せまってきていた。

　その数の多さに圧あつ倒とうされかけたが、イオトはすぐに動どう揺ようを振ふり払はらって走り出した。

「邪じや魔まだ、どけぇッ!!」

　イオトは怒ど声せいを上げ、背後から飛んできたバイクの制止も構わず突つっ込み、警備隊員を踏ふみつけて頭上を跳とび越こえた。

　そして着地し、奥へと駆け出そうとしたところ、一ひと際きわ甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡わたった。

『あ、あぁあ、あぁああぁああアアアアアアッ──!!』

「マイノラ!?　どうしたんだマイノラッ!!」

　追っ手を針で牽けん制せいしながら呼びかけるが、返ってきたのは狂きよう人じんの声だった。

『安心したまえ。マイノラは生まれ変わるために眠ねむりについただけだ。しかし、君はなぜそれほどに必死になってこちらへ向かって来るのかね？　君は家族を失った痛みを知っているだろう？　可哀かわい想そうだと思わんかね？　幼くして母を亡なくし、病魔に耐たえ続けるこの子のことが』

「……っ、あんたと違ちがってマイノラはとうの昔に母親の死を受け入れている！　未来を見て生きているんだ！　あんたと違って、毎日を生きているんだッ!!」

　そこでハーバートは突とつ如じよとして黙だまり込む。

　少しの間を置いて話し始めるが、その声には多分なる闇やみが含ふくまれていた。

『あぁ……その通りだ。マイノラは、私とは違ちがうのだろう。墓の前で思い出を語り合っていると、あの子は徐じよ々じよに立ち直っていった。母は自分の心の中にいるのだと言ってな。しかし……私の心は空からのままだった。どうしても、妻が死んでしまったことを認められなかった……』

　それを聞いたイオトは、ハーバートとマイノラの容姿を思い出した。

　二人は髪かみの色から整った顔立ち、その瞳ひとみの色までよく似ていた。だが、精神だけは全くの別物であったのだと、今のハーバートの言葉が証明していた。

　むしろ似ているのは──

『私の精神の在あり方かたは、娘むすめよりも君に似ているのだろうな。そうだろう？　死にたがりよ』

「……ああ、よく似ている。家族の死にいつまでも囚とらわれ続けてしまうその弱い心は……本当にそっくりだ。だからこそ……だからこそ、あんたが間違っているって理解出来る！」

『なぜそう言い切れる？』

「マイノラが教えてくれたからだ！　絶望するだけで現実に立ち向かわないことは、死んでいった人たちの人間性を捻ねじ曲げる冒ぼう瀆とく的な行いだってことを！　そしてそれは、生きて傍そばにいてくれる人たちへの侮ぶ辱じよくでしかないッ!!」

『だから死を受け入れろと？　そんな必要などないのだと、なぜ理解しない？　人間は非常に機械的な存在だ。その者たり得る要素を組み合わせ、エネルギーを通わせてしまえば復活出来るのだ。電池を入れ替かえたラジオのように、全く同じ機能を発揮するのだよ。悲しむ必要はないのだ、イオト君。妻が復活した暁あかつきには、君の家族も生き返らせてあげよう』

　イオトは最も早はや彼の言葉を聞く気はなく、飛びつき絡からみついてくる血管の怪かい物ぶつどもを振り切り、闇やみ雲くもに直進する。

　ようやく長い廊ろう下かは終わりを迎むかえ、そこには鉄の両開きの扉とびらが存在した。

「マイノラァァァアッ──!!」

　助けたい、救いたいと思い願う。彼女の名前を叫さけび、その分厚い扉に右の拳こぶしを叩たたき込む。

　扉はひしゃげて勢いよく開き、イオトは室内へ飛び込んだ。

「────!!」

　すぐそこにガスマスクを被かぶったハーバートが待ち構えており、背中のボンベに繫つながっているホースから間かん髪はつ入れずに白はく煙えんを噴ふん射しやしてきた。

「うっ！　な、んだ……!?」

　突然腕に罅ひびが入り、そこを基点に外がい殻かくがばらばらと剝はがれ落ちた。そして素すの肉体へと戻もどってしまい、血管の怪物に覆おおい被さられて押し倒たおされてしまう。

「ぐっ、う、ぁ、あ……！」

　注射針を刺さされたような痛みが全身に走る。怪物たちが体内に侵しん入にゆうしてこようとしているのが感じられた。歯を食いしばって上体を起こすが、何匹びきもの怪かい物ぶつたちに絡からみつかれていることだけではなく、肉体そのものに力が入らないせいで立ち上がることが出来ない。

　そんなイオトを見下ろし、ハーバートは興味深そうに言った。

「さすがと言ったところか。フェル君辺りなら煙けむりを吸った瞬しゆん間かん、昏こん倒とうして動けなくなるだろう。そいつらが体内に侵しん入にゆう出来ずにいるのも、裂さけた端はしから細さい胞ぼうが復活しているからであろうな」

　ハーバートはそう呟つぶやきながら、すぐ傍そばのテーブルに向かっていき、ガスの入ったボンベとホースを置いた。

　彼を視線で追ったことにより、イオトは広々としたドーム状の空間を目まの当あたりにする。

　湾わん曲きよくする灰色の壁かべに覆おおわれた室内の中央には、蓋ふたをされている巨きよ大だいな桶おけのような機械が据すえられており、マイノラはその前に置かれた椅い子すに座らされ、拘こう束そくされていた。

「ま、マイノラ？　マイノラッ!!」

　彼女は体の至るところに管が差し込まれており、桶の中身の黒々とした液体を流し込まれ続けている。ぐったりと首を垂たれ下げて動く気配はない。目を開いているが、魂たましいを失ってしまったかのように瞳どう孔こうが開き切っている。

「こ、こんなことって……」

　その痛ましい姿にイオトは放心しかけるが、ハーバートは構いもせず自分勝手に語り出す。

「あの機械の中には妻の血液と、そしてナイトメアのコアが詰つめ込まれている。どれもこれも治ち癒ゆ力りよくの高い個体から抉えぐり出したものだ。やつらのコアから採とれる細胞は妻の体を腐くさらせることを防ぎ、埋うめ込んだ妻の細胞とマイノラの肉体の同化にも貢こう献けんしてくれた。足が動かなくなるなど、身体機能の低下という弊へい害がいが発生してしまったがな」

　しかし、と言ってハーバートは不気味な笑えみを向けてきた。

「君の血がそれらの問題点を全すべて解決してくれた。想像通り君は最良の素材だった」

「素材……？　ぐっ……僕を、蘇そ生せい液えきの材料にするつもり……だったのか!?」

「その通り。過去に例のない強力で純じゆん粋すいな、治癒を超こえて再生と言ってもいいほどの力を持つ君のコアを使うことで、ようやく蘇生液は完成する見通しだったのだ。だが……どうだ！　あくまでも右腕うでのコアは影かげを操あやつり形態変異メタモルフオーゼを司つかさどるだけで、治癒の力は血液からもたらされていたではないか！　恐おそらく右腕のコアがフィルターとなり、そこを通る血液に魔ま的な力を宿らせたのだろう！　ああまったく、昼間のあの時点で気づいていなければ、今いま頃ごろＧＤのやつらに捕つかまって全てが台無しになっていたところだ！」

　こつこつと足音を鳴らし近づいてきたハーバートは屈かがみこむと、涙なみだぐむイオトの髪かみを摑つかんで無理やり顔を上げさせた。

「君には感謝している。ただの素材から私の守護者となってくれたことを。礼として、その目で見届けさせてやろう。私が奇き跡せきを起こす様を」

「……っ、あんたの妻は死んだんだ！　たとえマイノラの体内で細胞が生きていても、魂たましいはマイノラのものでしかないッ!!」

「魂たましいはただの電気信号でしかない。その電気信号を生み出す妻の脳細さい胞ぼうさえもマイノラは内包している。細胞が活性化すれば、君の言う魂とやらも復活することだろう」

「そんな……そんなことは決してないッ！　マイノラの体はマイノラのものだ！　お願いだ、起きてくれッ!!　マイノラァッ!!」

　ほとんど最後と言ってもいいほどの力でその名を叫さけんだ。

　しかし、それはただの感情の発はつ露ろでしかない。間に合わなかったという事実を受け入れられず、悲鳴を上げただけに過ぎなかった。

　だが、それまで何の反応も示さなかったマイノラが声を発した。

「……ぁぁ……イ…………ぉト…………」

「マイノラ!?　マイノラッ!!」

　イオトは立ち上がって彼女のもとへ駆かけつけようとするが、筋肉が弛し緩かんして倒たおれてしまう。

　その横で、ハーバートは狂きよう気きに満ちた笑い声を上げた。

「は、フハハ、ハハハハハハッ！　ついに目覚めたか！　やはり私の研究は正しかったのだ！　見たか、私の研究を愚ぐ弄ろうしたクズどもよ！　私は成し遂とげたぞ!!　私は再び、妻と相見あいまみえるのだッ!!」

　誰だれにともなくそう叫ぶと、ハーバートはマイノラのもとへと歩き始めた。

「行か……せるか……！」

　頭が焼き切れそうになり、心臓が破は裂れつしそうになる。

　怪かい物ぶつが食い込んだ体のあちこちが引き裂さけ、血が噴ふき出していた。

　それでもイオトは立ち上がり、妻と信じて疑わない様子でマイノラに話しかけるハーバートに向かって右手を構え、射出口を向けた。

「……触ふれさせて、たまるかッ!!」

　そして、生身の血肉を針に変へん換かんさせようとして、




　──突とつ然ぜん、ハーバートの体に穴が開いた。




「──えっ？」

　まだ何もしていないというのに、ハーバートの胸を何かが突つき破っている。

　血に塗まみれたそれは、人間の手の形によく似ていた。

「な、んだこれは？　なぜ、なぜ私の胸が突き破──ッ!?　ッッ!!　ッ、ッ!!」

　手が引き抜ぬかれると、ハーバートは喘あえぎ始め、一歩、二歩と下がり、ふらりとイオトの方へ振ふり返りながら倒たおれた。

　その際、見えてしまった。彼の首の肉がごっそりと抉えぐり取られているのを。

　地面に倒たおれた衝しよう撃げきで、皮一枚で繫つながっていた彼の首は胴どう体たいから引き千切れて転がった。

　ハーバートがいなくなったことで、彼の向こうに隠かくされていたものが姿を現す。

　椅い子すに拘こう束そくされていたはずのマイノラが、二本の足で床ゆかを踏ふみしめて立っていた。

「……マイ、ノラ？」

　不意に、彼女は笑い出した。

　初めは小さく、次し第だいに大きくなっていく。やがて、鼓こ膜まくを破ってしまうかのような甲かん高だかい笑い声に変わっていく。そして、それに呼応するように長い髪かみがゆっくりと持ち上がり、次第に色が黒ずんでいき──

　突とつ如じよとして、その黒く染まった髪が辺り一帯に伸のび、床ゆかや壁かべを突つき破った。床が揺ゆれ動き、強きよう烈れつな振しん動どうに立っていられず、イオトは再び倒れてしまう。

（い、一体どうなって──、ッ!?）

　天てん井じように罅ひびが入り、崩くずれ落ちてくる。

　それを目にした次の瞬しゆん間かん、視界は闇やみに覆おおわれ──イオトの意識は吹ふき飛んでしまった。













　　　　　　　第五幕　二人が迎むかえた未来







　遠くでバタバタと足音が鳴っており、頭の芯しんを圧あつ迫ぱくするように鈍にぶく響ひびいている。意識は暗くら闇やみの中を漂ただよい、現在の状じよう況きようどころか自分の名前さえ思い浮かべることが出来ない。為なす術すべもなく、重低音に意識が攫さらわれていく。

　そんな中、くぐもった響きで誰だれかの声が耳に届いた。

「──ちっと我が慢まんしてろよ」

「────？　…………ッ、ぐ、うぁっ!?」

　突とつ然ぜん、脳のう髄ずいに針を刺さされたような痛みと、体内を虫に駆かけ回られるような不快感が襲おそってくる。無理やりに意識を注入されるかのように覚かく醒せいし、吐はき気けのあまりイオトは激しく喘あえいだ。

「っ！　……うぅ、はぁっ──ここは……？」

　目を開けた途と端たん、すぐ横に何かが落ちてきた。それが血管の怪かい物ぶつの死し骸がいであると気づいたイオトは慌あわてて立ち上がり、すぐ傍そばにいたバイクとぶつかってしまう。

「おう、元気そうだな。本当にタフだなァ、お前さんは」

　イオトは困こん惑わくで返事をすることもままならず、辺りを見回す。頭上には黄色の帆はん布ぷが広げられ、端はしに吊つり下げられている照明が煌こう々こうとした光を放っていた。

（て、テント？　外なのか？　いつの間に夜になったんだ!?）

　必死に思い出そうとしていると、「目覚めたようだね。無事で何よりだよ」と通信機を片手にケィニッドがテントの中に入ってきた。

「どうして僕はここに？　ここはどこなんですか……？」

「研究所の敷しき地ちを囲う塀へいの傍だ。君はバイク君たちによってあそこから救い出されたんだよ」

　イオトはケィニッドに示されるままにテントの外へと出て、そこに広がる光景に目を疑った。空を遮さえぎるようにそびえていたはずの中央棟とうの上半分ほどが、まるで内側がわから何かが噴ふき出たかのように崩くずれてなくなっており、周囲の棟は降り注いだ残ざん骸がいによって打ち崩されていた。その周辺ではＧＤの隊員たちが駆け回っており、建物内から助け出された研究者たちを担たん架かに乗せ、隣となりのテントに運んでいる。

「一体何が……」

　呟つぶやくと、テントのすぐ横に停とめられていたワゴン・カーのトランクの縁ふちに腰こしかけ、狙撃銃スナイパーライフルを組み立てていたフェルが答えた。

「あたしたちはあんたを助け出すのに必死で見てないんだけど、奇き妙みような女の笑い声をきっかけに収容されてたナイトメアたちが暴れ出して、一いつ斉せいに脱だつ走そうしたんだってさ」

「脱だつ走そう？　厳重に管理されていたはずじゃあ……」

　するとフェルは躊躇ためらう素そ振ぶりを見せ、呟つぶやくように言った。

「目もく撃げき者の話なんだけど……ナイトメアたちは、地下から現れた一人の女の子に引き連れられていたらしいわ」

「っ!?　そ、それって、まさか──」

　恐おそろしい予感があり、イオトはそれを必死に否定しようと思考を巡めぐらせる。

　だが、無情にもバイクが答えを言い放った。

「ハーバートの娘むすめっ子こだ。分かっていることをわざわざ訊きくな」

「そ、そんな……噓うそ、ですよね……？」

　イオトは救いを求めるようにケィニッドを見やるが、彼は神しん妙みような顔をして頷うなずくことはない。

「気を確かに持って聞いて欲しい。マイノラ君はナイトメアを操あやつるという、アウトサイダーに匹ひつ敵てきする超ちよう常じよう的能力を発現させてしまった。つまり……分かるね？　彼女はフェイズ３を超こえ、フェイズ４のナイトメアとなってしまったということだ」

「フェイズ、４？　ナイトメア？　何を……何を言ってるんですか……？」

「彼女の症しよう状じようが一気に進行してしまったのは、ナイトメアの体組織を注入したことが少なからず関係しているだろうな。まったく、愚おろかな男だ……妻だけではなく娘さえも失い、自分まで死んでしまうなんて……」

　ケィニッドが見つめる先のテントでは、今まさに首のない白衣姿の亡なき骸がらが死体袋ぶくろに詰つめ込まれるところだった。

「イオト君、久方ぶりにフェル君とコンビで動いてもらうよ」

「動くって、何をするんですか？　……何をさせようっていうんですか？」

「分かっているだろう？　フェイズ４のナイトメアは危険性を考えて保護は行わず、完全な殺害でもって対処しなければならない」

「ええ……分かってます。分かってますが……でも、待ってください！　相手はマイノラです！　どうにかならないんですか!?　助ける方法は何かないんですかっ!!」

　しかしケィニッドは深々と息を吐はき、覆くつがえしようのない冷れい酷こくな現実を口にした。

「ＡＨＤは不治の病だ。この世界に治す薬など、存在しない……」

「…………ッ!!」

「マイノラ君の討とう伐ばつは、バイク君たち《イエロー・サイン》とともに行う。詳しよう細さいが決まるまではこの場で待機していてくれ」

　ケィニッドはそう言い残し、バイクとともに去って行った。

「マイノラが、ナイトメア……殺害、対象……」

　口にしたところで、その事実を受け入れることは出来ない。立ち止まっている時ではないのは分かっているが、考えなければならないことが多過ぎて、逆に何も考えられないでいた。

「辛つらいのは分かるけど、ほら、しっかりしなさい」

　フェルはわざわざ狙撃銃スナイパーライフルを置き、近づいてくるなり背中を軽く叩たたいてきた。

「……む、無理ですっ！　マイノラがナイトメアになってしまったんですよ!?　僕が、助け出せなかったせいでこんなことにっ……！」

「悔くやしいのは分かるけど、ごちゃごちゃ言ったところで現実は変えられないわ。とにかく、あたしたちは命令に従うしかない。アウトサイダーであるあたしたちは、そうすることしか出来ないんだからね」

　イオトはフェルを睨にらみつけ、彼女はその眼まな差ざしを受け止めた。彼女から返される真まっ直すぐな眼差しは、理解してくれ、と訴うつたえかけてくるかのようだった。

　しかし、イオトの心は受け入れられない。

「マイノラは……研究所を出てどっちの方角へ向かって行ったんですか？」

「電波塔とうの方だってさ。そこを中心にしてナイトメアが暴れてるって話だから、多分そこにいるんじゃないのかな」

　どくん、と心臓が跳はねる。病気が治ったら一いつ緒しよに行こうと約束した場所だ。

　なぜ彼女はそこへ向かったのだろうか？　ナイトメアとなった今、理性を失っている可能性がある。しかし、記き憶おくを失うわけではない。これは偶ぐう然ぜんなのか、そうではないのか──

「イオト？　ちょっと、どこ行くつもり!?」

　イオトはフェルの制止を無視し、形態変異メタモルフオーゼを済ませてナイトメアたちが開けたものと思われる塀へいの大穴から外に出ると、すぐ近くの商業ビルの屋上目め掛がけて跳ちよう躍やくした。

　そこから次々に隣となりの建物へ飛び移り、周囲で一ひと際きわ高いビルの屋上で足を止めた。耳を澄すませば人の悲鳴と破は砕さい音があちこちから聞こえ、街の中心部に火の手と立ち上る煙けむりが見える。夜だというのに火か災さいのせいで空が明るく感じられた。

「……これを、マイノラがやったのか？」

　呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、別の建物から飛び移ってきたフェルが目の前に立ち塞ふさがった。

「待ちな！　あんた、どうするつもりなのよ？」

「マイノラのもとへ行くんです……どいてください！」

「あの子と会って、その後は？」

「そ、それは……」

「あんたはずっと戦うことに執しゆう着ちやくしてたから分からないかもしれないけど、いい？　あたしたちは、武器であり、兵器なのよ！　そういう存在でしか、生きることを許されてないの！　正確無比で忠実でなきゃ、ナイトメアと同じように殺されるわ！　あたしたちが生きるためには上の言う通りに動いて、道具になりきるしかないのよ！」

　その必死な様子に圧あつ倒とうされ、イオトは戸と惑まどってしまう。

　フェルはそんなイオトの様子などお構いなしに屋上の縁ふちへと歩いていくと、地上を見下ろして言った。

「イオト、あそこを見な」

　フェルの視線の先には二人の女性が走っており、彼女らを腕うでが鳥の羽のようになっている半人半鳥のようなナイトメアが追い掛かけ回していた。

　フェルは無言のまま腰こしのホルスターから拳銃カソーサを引き抜ぬき、弾だん丸がんを発射。

　凄すさまじい精度でナイトメアの体に命中させる。そこから生えた蔦つたが体を縛しばり、コアのある場所を百ゆ合りの花という形で暴あばき出した。

「なにぼけっとしてんのッ!!」

「は、はいっ！」

　イオトは我に返り、すぐに屋上から飛び下りた。

　空中で手しゆ刀とうに体液エリクシルを纏まとわせ、着地と同時にナイトメアに接近。その人ならざる目に自分の姿を映すよりも早く、百合の花を槍ランスと化した手刀で貫つらぬく。コアを破は壊かいされたナイトメアは雛ひな鳥どりのような甲かん高だかい鳴き声を上げ、地面に倒たおれふした。

「街中の至る所に、あの子たちのように逃にげ遅おくれた人たちがいるわ」

　傍そばに着地したフェルは蔦を引き戻もどしつつ、イオトの背後に視線を向ける。逃げ惑まどっていた若い女性二人が、すっかり怯おびえ切って立ち竦すくんでいた。

「あんたはその人たちを見捨てるわけ？　それでいいの？」

　何度も繰くり返される問い。イオトの心は揺ゆれ動いていた。

　それでも、やがてその揺れは収まっていき、たった一つの答えに辿たどり着く。

「そういうことになってしまうかもしれません……でも、僕はマイノラのもとへ行きます」

　イオトはその決意を、フェルの目を真まっ直すぐ見て言い放った。

　フェルは少しばかりの動どう揺ようを見せ、深い溜ため息いきを吐つき、そして──

「これでも行くっていうの？」

　彼女は拳銃の銃じゆう口こうを向けてきた。

「ど、どういうつもりですか？」

「このまま行かせたら、ＧＤはあんたを殺すわ。でもそうはさせない……あたしがここで足止めして、行かせなければいい！」

「何を言ってるんですか!?　僕のことなんて放ほうっておけばいいでしょう！」

「馬ば鹿かなことを言わないで！　あんたはあたしの相棒でしょう!?　相棒が死にに行くって言うなら、止めないわけがないじゃない!!」

「っ！　フェルさん……」

　今いま更さらになって気づかされる。フェルもまた、マイノラと同じように自分を思っていてくれていたのだと。過去に囚とらわれ盲もう目もく的だったがために、こんな身近な人の気持ちにさえも気づけないでいたのだと。

「フェルさん……僕、マイノラと約束したんです。一いつ緒しよに展望台へ行こうって。だから……行かなくちゃならないんです」

　イオトは変異を解き、銃じゆう口こうを向けられていることも構わず真まっ直すぐ向き直る。

　フェルは酷ひどく悲しそうな顔をした後、その目を戦士のものへと変えた。

「なら……仕方ないわね」

　その言葉とともに、トリガーにかかっていた彼女の指が動く。

　今にも弾だん丸がんが発射されそうだったが──

「やれやれ、姿がないと思えば……フェル、やめておけ。後々後こう悔かいするぞ」

　建物の陰かげから現れたバイクは傍そばに寄ってくると、フェルの握にぎる銃に手を当てて下げさせた。

「仕方ねえなァ。街のこたァ俺たちに任せろ。だから行ってこい、坊ぼう主ず」

「バイク！　あんた何言ってんのか分かってんの!?」

「こいつはあの娘むすめっ子こを守るためにこれまでやってきたんだぜ。けじめは必要だろうよ。今後、生きていくためにはよォ」

　そうだろ？　とバイクが白い歯を見せてきた。

　イオトは胸が苦しくなり、喉のどが詰つまり、上う手まく言葉が出せない。

　彼とは数時間前まで敵対しており、憎にくんだこともあった。だが、ようやく搾しぼり出せた「はいっ」という一言には、自然と敬意をこめていた。

「ほら、さっさと行け。フェルが暴れださんうちに」

　イオトはフェルを見やった。彼女と視線がぶつかり、睨にらみ合あいになる。

　しかし、しばらくして彼女は背を向け、「もう……はぁ……分かった、いいわよ。勝手にしなっ」と吐はき捨てるように言った。

「……すみません、フェルさん」

　イオトは謝罪し、同じく背を向ける。

　そしてもう一言、

「……ありがとう、ございます」

　出会ってからこれまでの様々なことに対する感謝を述べ、駆かけ出した。







　避ひ難なんが上手くいっているのか、駆け抜ぬける街に人の気配はない。しかし、代わりに異い形ぎようたちが闊かつ歩ぽしていた。

　空を見上げると巨きよ大だいで奇き怪かいな影かげが蠢うごめいており、地上には灰色の肌はだで指が鉤かぎ爪づめになっている子こ鬼おにのようなナイトメアや、巨大で丸々とした黒いゼリーのような姿のナイトメアが周囲の物を体内に飲み込みつつ行進を続けている。

　まるで世界は魔ま界かいに姿を変えてしまったかのようで、変異したイオトは上手に溶とけ込んでいた。しかしナイトメアたちには仲間を見分ける術すべがあるのか、気づいた途と端たん襲おそい掛かかってくる。

「──どけッ!!」

　イオトは蹴け散ちらそうと籠手ガントレツトを構えるのだが、ナイトメアたちは寸前で動きを止めた。

　そして不思議なことに、道を譲ゆずるかのように横に避よける。カエルのような頭を持つ個体に至っては、「そちらへ行け」とでも言うかのように水かきのある指で電波塔とうを示した。

（マイノラに操あやつられてるんだよな？　なら、僕を呼んでるってことか……？）

　恐おそる恐る前を通り過ぎると、ナイトメアたちはどこかへと消え去り、イオトの進路を阻はばむものはなくなった。

　そのまま走り続け、やがて街の南西にある大理石が敷しき詰つめられ敷しき地ちに辿たどり着く。

　前方を見上げると、放射状に広がる四脚きやくに支えられる電波塔がそびえ立っている。天頂に向かって細くなっていく途と中ちゆうの円えん盤ばん型の展望台は照明が落とされ、暗くら闇やみに沈しずんでいた。

（マイノラ……そこに、いるのか？）

　イオトは一度深く息を吐はいて変異を解き、電波塔の足元へ向かう。

　暗闇の中、エレベーターは眩まばゆい光を放って口を開いていた。その中で、肌はだが黒く溶とけてしまったかのように顔のない病衣姿のナイトメアが手招きしていた。

　イオトは少し躊躇ためらうも、覚かく悟ごを決めて中へと踏ふみ込んだ。やはりナイトメアが襲ってくることはなく、無言で展望台フロアのボタンを押し、扉とびらが閉まる。

　ごうん、ごうん、とエレベーターは鼓こ動どうのような音を鳴らし、やがて動きを停とめ、扉を開いた。

　一歩踏み出した途と端たん、背後で扉が閉まった。光源が消え、イオトは暗闇に包まれる。

　辺りを見回していると、物音が聞こえた。イオトは心臓が跳はねるのを感じながら、ゆっくりとそちらの方へと向かう。

　そして、展望台を半周した位置にある望遠鏡の前に、暗闇の中でも浮き出るほどに黒々としたものが蟠わだかまっているのを見つけ、足を止めた。

　それは、髪かみの毛だった。深い闇のようなそれは足元まで届くほどに長く、腰こし辺りから何本かで纏まとまって触しよく手しゆとなっており、うねり動いている。

　そして、その触手の隙すき間まから二本の細い足が見えていた。

「──ぁ──ぅ──」

　イオトは引き攣つった声を喉のどから漏もらし、喘あえいだ。

（違ちがう、彼女じゃない……違うはずだ……！）

　必死に否定を頭の中で繰くり返すのだが、




「あァアァ……ヨうヤく来タのね、イオト」




　不意に、その足が踵きびすを返し、その姿をイオトの前に曝さらけ出した。

「────、マイ、ノラ……」

　美しかったブロンドの髪かみは見る影かげもなく、肌はだは灰色に見えるほどに血色が悪い。

　瞳ひとみはこの世のものとは思えない禍まが々まがしい金色に輝かがやき、首に紅あかい目の痣あざが浮かび上がっている。

　白いワンピースを好んでいたのに、似つかわしくない血のように赤いドレスという格好。

　しかし、それでもその顔は、そこにいる彼女は、否定しようもなくマイノラでしかなかった。

「どうシたノ？　呆ほうケちゃっテ。見み惚とれテいるのカしラ？」

　見慣れた顔に笑え顔がおが浮かぶ。

　ただそれだけなのに、胸が締しめつけられるように痛んだ。

「…………、ここには一いつ緒しよに来る約束だったじゃないか。なのに……どうして一人で来ちゃったんだよ……」

「なァに？　傷つイたノ？　でモ、あなタが悪いノよ。あなタが寝ねこケていルのが悪イの」

　マイノラはその場でくるりと回ると、再び望遠鏡を覗のぞき込む。

「……こんなに暗いのに、見えるの？」

「えェ、見えルわ。見えるヨウになっタのよ。わたシを閉ジ込め苦シめてキた世界ノ何もかモが、自分の手ノ内にアるみタいに小さク見えルの。あぁアァ、簡単ニ捻ひねり潰つぶセそうダわ」

　ぶわりと触しよく手しゆが浮かび上がり、菱ひし形がたの先せん端たんが充じゆう血けつするかのように赤く染まる。それはまるで、吐はき出した彼女の憎ぞう悪おを表すかのようだった。
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「違ちがう……君はそんなこと言わない……！　たとえ心の底でそう思っていても……それを許さないのが君じゃないかっ！　どうして、こんなことに……何でなんだッ!!」

　果たせなかった思いが破は裂れつし、イオトは叫さけんだ。苦しみ抜ぬいた彼女がなぜこんな目にあうのだと、行き場のない怒いかりで頭がおかしくなってしまいそうだった。

「フフ、どうシたノ？　何ガ悲シいの？」

　傍そばに寄ってきたマイノラは細い腕うでを首に絡からめ、充じゆう血けつしたままの触しよく手しゆを体に巻きつけてくる。触手の最先端からは蛇へびのようにちろちろと舌のようなものが出し入れされ、イオトの体を撫なでまわした。

「ねェ、今こノ時を楽しみマしょウよ。こうシて夢が叶かなっタのだカら。アァ、何て素す敵てきナのかしラ。イオトと二人デ夜景を楽しメるなンて。大好きヨ、イオト。わたシの騎き士し様。さあ、一いつ緒しよにわたシたちを虐しいたげてキた世界ノ悲鳴を聞きマしょウ」

「…………っ」

　マイノラは変わってしまったのだという実感が胸を侵しん食しよくしていき、あまりの絶望感に目め頭がしらが熱くなった。

　しかし、まだ涙なみだは流せない。まだ、諦あきらめることは出来ない。

　怒り、悲しみ──それらを一度堪こらえ、そして静かに、それでいて必死に言葉を紡つむいだ。

「マイノラ……一緒に行こう」

「行ク？　行クってドこヘ？」

「まずは研究所へ戻もどろう。これまで症しよう状じようの悪化を防いできた薬が、きっとどこかに残ってるはずだ。それを飲めば、元に戻れるかもしれない」

「戻ルって、何に戻ルの？」

「元の君にだよっ！　マイノラ、君はフェイズ４まで症状が悪化してしまったんだ！　これからＧＤのアウトサイダーたちが殺しにやってくる！　それまでに理性を取り戻して、危険はないってことを証明しないと！」

「元ノわたシ？　こノ体を元に戻シてしマおうっテ言ウの？」

　マイノラは破顔して傍を離はなれると、腹を抱かかえて体を折り曲げた。

「馬ば鹿かナこと言ワないで！　わたシは今とてモ満たサれてイるわ！　気分モ良いシ、力に満チてイルの！　欲シいモノは全部自分デ手に入レるコトが出来ルのよ！　ほラ見て、こノ純白のドレスを！」

　そう言って、彼女は純白とは程ほど遠とおい真しん紅くのドレスのスカートの裾すそを持ち上げた。

「このドレスだっテ、そこラの店かラ奪うばっテきたノよ？　誰だれもソレを咎とがメないの！　わたシを恐おそれて誰モ何も言ワなかっタの！　きっと今ノわたシになら、アウトサイダーなんテ返かえリ討うちにシテしまえルわ！」

「気づいてくれ、君は今おかしくなっているんだ！　頼たのむから……目を覚ましてくれよッ!!」

「あァ、イオト、そんナこと言ワないデ！　わたシを否定シないデ！」

　マイノラは笑うのをやめ、怒いかりを宿した目を向けてくる。

「わたシはあなたが欲シい！　これカらもズっとわたシと一いつ緒しよにイテ欲シいの！　ナのに、どうシてそンナこと言ウの？　酷ひどいワ、あなタもわたシを殺そウと思っテいルのね？」

「違ちがう！　僕はただ、君を救いたいだけだッ!!」

「あぁアぁあアア……イオト、もうイイわ。どうシても今のわたシが嫌いやダと言うノなら、受ケ入れテくれないと言うノなラ──」

　マイノラは肩かたを抱だき、苦しそうに呻うめくと前まえ屈かがみになった。

　すると、背中が膨ふくれ上がり、何かがドレスの下で蠢うごめき始め、

「あ、ァ、アアアアア──!!」

　一ひと際きわ大きな声を上げた途と端たん、ドレスを突つき破って六枚のコウモリのような翼つばさが生え出した。

「駄だ目めだ！　それ以上体を変異させたら──」

　イオトが言うのと同時に、翼が羽ばたく。

　凄すさまじい力によって突とつ風ぷうが生み出され、マイノラの体が宙に浮く。

　体を傾かたむけて滑すべるように飛んだマイノラは、イオトの目の前で制止し、自分の口を耳元に近づけ、艶なまめかしい声で呟つぶやいた。




「受ケ入れテくれナイと言うノなラ──力デ支配シてあゲるワ」




　次の瞬しゆん間かん、触しよく手しゆによって投げ飛ばされ、展望台の窓ガラスを突き破って外へと放ほうり出された。

「────っ!?」

　地上は遥はるか下。研究所の最上階よりも圧あつ倒とう的に高い。

　パニックになりかけていたイオトだったが、突然落下が止まる。宙を飛んできたマイノラの触手が腕うでに絡からみつき、さながら磔はりつけにするように両腕を開いてきた。

「怖こわがラなくてイイのよ！　すぐ済ムかラ！」

「っ、う、あ、アアア──!!」

　イオトは咄とつ嗟さに変異し、体に外がい殻かくを纏まとうと渾こん身しんの力で触手の拘こう束そくを振ふり解ほどく。落下を始める体は、地面よりも先に電波塔とうの足の鉄骨にぶつかろうとしていた。

　必死に体勢を整え足から鉄骨に着地するも、曲線を描えがいた足場だったために弾はじき飛ばされてしまう。凄まじい速度で地面が迫せまり今にも墜つい落らくしそうだったが、滑かつ空くうで接近してきたマイノラの触手が足に絡みつき、またも投げ飛ばされる。

　イオトはその勢いのまま近くのビルの壁かべに激げき突とつ。落下しそうになるが、籠手ガントレツトの指先を鉤かぎ爪づめ状にしたものを壁へき面めんに食い込ませ、体を持ち上げて屋上へと逃にげ込む。

　だが、

「追イかけルのは初メてのコトだけド、案外楽シイものネ！」

　先回りしていたマイノラが触しよく手しゆの雨を降らせてくる。

　ぎりぎりのところで躱かわすが、触手は易やす々やすとコンクリートを貫かん通つうし、床ゆかを刳くり貫ぬいて投げつけてきた。

「やめてくれ！　何で僕たちが戦わなきゃならないんだッ！」

　イオトは飛来したコンクリートを叩たたき壊こわし、隣となりのビルに飛び移ろうとする。

　が、マイノラは逃にがすまいと回り込み、触手を差し向けてきた。

「くっ──！」

　イオトは咄とつ嗟さに、触手へ向けて散さん弾だん射しや撃げきを放った。

　マイノラに当てる気はなかったが、無理な体勢だったがために一本がマイノラの腕うでを掠かすってしまう。

「しまっ──！」

　イオトは動どう揺ようのあまり思考を停止させてしまうが、しかしマイノラは気にした素そ振ぶりを全く見せず、翼つばさを羽ばたかせて突っ込んできた。

　抱だきかかえられるようにして持ち上げられ、遥はるか頭上へと放ほうり投げられる。

　そしてマイノラは踊おどるかのように宙でくるりと回転し、触手の束を鞭むちのように振ふるった。

「が、ぁッ──!!」

　叩き落とされたイオトは凄すさまじい速度で地面へ墜つい落らく──そして、衝しよう撃げき。

　墜落地点から数十メートル先まで抉えぐるような破は壊かいの跡あとを残していく。コアが強く揺ゆさぶられ、体内の体液エリクシルは元の肉体に戻もどり、体を包んでいた外がい殻かくが砕くだけ散った。

　無防備な状態となったイオトの傍そばにマイノラが下り立ち、メデューサのように髪かみをうねらせながら近づいてくる。

　獲え物ものに貪むさぼりつくように触手たちが体に絡からみつき、先せん端たんの蛇へびの頭が肉体の至るところを嚙かむ。マイノラは痛みに喘あえいでいるイオトの体に馬乗りになり、首元に両手の指を突つき刺さした。

「う──ぁ──ぁ、あ──ぁ──」

　指が刺し込まれた場所、触手に嚙まれている箇か所しよから、どくっ、どくっ、と何かを体内に送り込まれてくる感覚があり、妙みように冷たいそれが心までも侵しん食しよくしていく。

「わたシの血を流シ込マれた者は、わたシの命令に逆ラえナくなルの。怖こわがルことはナいわ。今まデと同じデしょ？　わたシが命令し、あなタがそレを遂すい行こうスる。日常に戻もどルだけヨ」

　周囲にはナイトメアさえもおらず、痛いほどに静かだった。

　その静せい謐ひつさを邪じや魔ましないマイノラの涼すずしげな声が、イオトの耳を打つ。

「サあ、わたシの声を聞イて。わたシに全すべテを委ゆだネて」

　視界の端はしから闇やみが迫せまってきていた。世界はどんどん黒に侵おかされ、狭せばまっていく。数秒も経たたずして、何も見えなくなってしまった。




　──何も存在しない、完全な闇の世界。




　周囲のビルも、道路も、月明かりも、目の前にいたマイノラも、自分の体も──何もかもが黒く塗ぬり潰つぶされてなくなってしまい、平面の世界に入り込んでしまったような感覚に陥おちいる。

　そんな中、意識だけが奇き妙みようにも研とぎ澄すまされていき、背後に一人の存在を感じ取った。

「抵てい抗こうしないの？　あなたなら、立ち上がって戦うことも出来たんじゃないのかしら？」

　その穏おだやかな声を聞き、イオトはその存在の正体を知る。

　自身が生み出した幻まぼろしなのだろうか？　と疑問に思いながらも、イオトは答えた。

「ああ……いいんだ。僕には君と戦うことなんて出来ないから」

「どうして？　わたしはナイトメアになってしまったのよ？　放ほうっておいたら、わたしはきっと……たくさん罪を犯おかすわ」

「分かってる……でも、僕は君を殺せない。そんなこと、出来るはずがない。僕は君に救われた。今度は僕が何かをしてあげたいと思っていたんだ。だから……君の望み通りにするよ。君が僕の苦しみを背負ってくれたように、君がこれから犯すことになる罪を僕が背負って、そして一いつ緒しよに生きていく……もう、そうすることしか出来ないから……」

　本当は、病気による苦く悩のうから解放してあげたかった。ハーバートの手から助け出したかった。

　それが出来なかった以上、せめてマイノラの望みを聞いてあげたい。それがイオトの今の気持ちだった。

「マイノラ……助けられなくて、ごめん……どうして僕はいつも何も出来ないんだろう……どうして誰も助けられないんだろう……」

　頰ほおに熱い湿しめり気けを感じた。堪こらえていた涙なみだが、ついに流れ出てしまったようだ。

　すると、抱だきしめられているかのように心地ここち良い、陽ひだまりのような温かさを背中に感じた。

「短い間だったけれど、わたしたちの間にはたくさんの刺し激げき的な出来事があったわね」

「マイノラ……？」

「危ない人たちに狙ねらわれて、追われて……たくさん怖こわい思いをしたわ。でも、いつもあなたが傍そばにいた。最初は様々な感情に振ふり回されて、怒おこったり泣いてしまったりしたこともあるけれど、それも今では大切な思い出よ。あなたと過ごした日々は、わたしの心を癒いやしてくれたわ。とても満たされていて……幸福だった……」

「僕も、同じだ……同じ気持ちだよ」

「そう言ってくれて、とても嬉うれしいわ。生きていた意味があったって思えるもの……でも、それも終わり……」

「終わり？　どうして……？」

「これからあなたに命令を下すわ。そうすると、その言葉はあなたの心を支配してしまう……そうなったらもう逆らえない……」

「……なんだ、いつもと変わらないじゃないか……日常に戻もどるだけだよ……」

「…………、そうね、そうかもしれない……じゃあ、いいわね？」

　覚かく悟ごを求めるような声に、イオトは頷うなずいた。

「……あなたに、命令するわ……」

　そして少しの間を置いた後、背後の存在は言った。

　覚悟がこもった、震ふるえる声で──




「──わたしを、殺して」




　途と端たん、世界を覆おおい尽つくしていた闇やみが散り散りになって消え去った。

　夜空、建物、道路──そこにあるはずのものがイオトの視界に蘇よみがえる。

　肉体は道路に半ば埋うまるようにしてそこにあり、未いまだに触しよく手しゆが絡からみついている。だが、マイノラは喉のど元もとから指を抜ぬき、自分の頰ほおに流れ落ちるものに触ふれ、顔を驚きよう愕がくに歪ゆがめていた。

「あラ？　涙なみだ？　どうシてわたシは泣イていルのかシら？」

　言葉の響ひびきは冷静そのものであるが、その目からは止とめ処どなく大おお粒つぶの涙が流れ続け、イオトの頰に落ちていた。

「マイ、ノラ──うっ……ぐぅぅうああああッ!!」

　視界が赤く染まり、頭の奥で言葉が木こ霊だまする。




　……殺せ、殺せ、コロせ、殺せ、殺せ殺せ、コロせ、殺せ、殺せッ!!




「が、ゥ、ぁァァアアアアアアアアッ!!」

　とても自身のものとは思えない声を上げ、イオトは無意識にマイノラを跳はね上げていた。

「あっ、ぐ！」

　触手は千切れ、マイノラは空中に浮き上がる。

　そんな彼女に向かって、イオトの肉体は勝手に右腕うでを構えた。

（ま、待てッ！）

　イオトは叫さけんだ。叫んだはずだった。しかしコントロールを失った肉体は、マイノラ目め掛がけて連続で三発、散さん弾だん射しや撃げきを放っていた。

　瞬しゆん間かん、血の気が引く思いになったが、マイノラはその全すべてを躱かわしきり傷一つない。

　だというのに、彼女は顔を手で覆おおって慟どう哭こくしていた。

「あぁ、アアァ、ぁぁアああァァぁ──！　ねエ、涙なみだガ止まラないの！　あなタに殺サれそうナことが悲シくてタまらナくて、でモ嬉うれシくモあルのよ！　どうシてなノ？　この気持チはなンなの!?」

　その間にもイオトの体は意志を無視して地面を駆かけ、壁かべを駆け上がり、電灯を踏ふみ潰つぶし、身み悶もだえるマイノラを殺すべく跳ちよう躍やくしていた。

（やめろ、止やめろッ!!　何で、どうして言うことを聞かないんだッ!?）

　影かげから溢あふれ返るかのように黒い手たちが飛び出し、マイノラのドレスを引き裂さく。そして右手の指先に体液エリクシルを纏まとわせて作り出した、いつもより禍まが々まがしい形状の鉤かぎ爪づめがマイノラの肌はだを引き裂いた。

（何で僕の体なのに言うことを聞かないんだよッ!!　何で、何でなんだ──マイノラァッ!!）

　いつしか場所は電波塔とうに移うつり、複雑に組み合わさっている鉄骨の間を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回るマイノラを追いかけ、イオトは跳ちよう弾だんのごとく跳び回った。連射、散弾射しや撃げきによる轟ごう音おんが鳴り、マイノラの哄こう笑しようが響ひびき、戦いは熾し烈れつを極きわめて肉体は悲鳴を上げ続けている。

　そんな中、どうしてなのだろう、とイオトは考えていた。

　自分たちはずっと救われない日々を送ってきた。自分たちは出会って、やっと救われた。

　ようやく手に入れた穏おだやかな日々を、ただ続けたかっただけだ。

　彼女を守りたかった。今度こそ守るのだと決めたのだ。

　アウトサイダーとなったのは、彼女を守るためであったのだと思えた。

　しかし──

「ガルゥゥアアア────ッ!!」

　今ではもう、彼女の名前すら呼ぶことが出来ない。

（やめろ、止まってくれッ！　頼たのむから……言うことを聞いてくれッ!!）

　マイノラの「殺して」という命令は限界を超こえさせ、体中のあちこちに罅ひびが入り、そこから漏もれ出し気化した体液エリクシルが紅あかい軌き跡せきとなって宙に残った。

　このままでは殺せない。マイノラを殺すためには武器が必要だ。触しよく手しゆを薙なぎ払はらい、体に届き得るリーチがあり、殺傷力の高い物が欲しい──体を動かすもう一人の自分は、その考えを元に記き憶おくを漁あさり出す。

　今では大切な記憶。マイノラと過ごした日々。

　その中で、彼女は絵を描かいていた。

　童話の中の騎き士しを。

　彼は剣けんを持っていた。

　十字の剣。

　魔ま王おうを打ち倒たおす武器。

　鋭するどく長い凶きよう器き。

「グゥゥルルルゥアアアアッ!!」

　籠手ガントレツトに包まれた上じよう腕わんのコアが強きよう烈れつな熱を発し出し、そこから赤い半はん透とう明めいの体液エリクシルが溢あふれ出した。それは籠手の細部まで入り込み、機能の全すべてを侵しん食しよくしていく。

　籠手の機械部分が唸うなり声ごえを上げ、そして破は裂れつし、粉々になった。

　朦もう々もうと真しん紅くの煙けむりが立ち上る中、ぐちゃぐちゃになった右腕うでに何かが突つき刺ささっている。

（ああっ……違ちがう、それは彼女を守るためのものだろうッ!!）

　肉体はそこに刺さっているものを左手で引き抜ぬいた。

　刀身は細く、先せん端たんはほとんど針のように細い。

　洗練されていない歪いびつな形は禍まが々まがしく、その血の色はあまりにもおぞましい。

　だが、それは他ほかに例えようもなく──十字型の剣けんだった。

（こんな、こんな残ざん酷こくなことがあるかッ！　やめろ、やめろおおおおッ!!）

　イオトはその剣で束ねられて横よこ殴なぐりに振ふられた触しよく手しゆを斬きり払はらい、鉄骨を蹴けって一気に距きよ離りを詰つめた。

　そして、マイノラを殺すためにその剣を振るう。

　マイノラは咄とつ嗟さに体を逸そらすが、長い刀身は彼女の翼つばさの一枚を切り落とした。

「あアッ、痛い、イタい、痛い、痛いッ!!」

　悲鳴を上げたマイノラはすぐさま身を翻ひるがえし、電波塔とうから離はなれようと残された五枚の翼を羽ばたかせ、鉄骨の内部から外に飛び出していった。

　──そこへ唐とう突とつに、一発の弾だん丸がんが飛来する。

　空くうを裂さいて飛んできたそれは、マイノラの背中に吸い込まれるようにして当たった。

「あっ、ウぅ、なんナの!?　痛っ、いヤ、ァア、うゥウ……ッ!!」

　銃じゆう創そうの周辺から、皮ひ膚ふを突き破って蔦つたが溢れ出す。肉体に、翼に、絡からみついていく。

　左大だい腿たい部ぶ。

　右手の甲こう。

　そして、胸の中心に百合の花が咲いた。

「──ゥゥゥゥオオオアアッ!!」

　イオトは叫さけび、剣を振り上げ、鉄骨から跳ちよう躍やくした。

　はっとしたマイノラが振り返り、触手を伸のばす。

　宙にいるため、躱かわすことは不可能。触手は外がい殻かくを突き破り、腹を串くし刺ざしにする。

　だが、それと同時に、剣の切っ先は左大腿部のコアを横一いつ閃せんに斬り裂いていた。

「あ、ァあ、あァアアァああぁアアアッ!?」

　マイノラは逃にげるために浮上しようとしているが、イオトは腹に突き刺さっている触手を摑つかみ、マイノラを引き寄せた。

　ぐらりと揺ゆれた彼女の体を踏ふみつけ、更さらに跳とび上がる。

　錐きりもみ状態から体勢を立て直したマイノラは、頭上から落ちてくる悪あつ鬼きを見やり、怒いかりとも違ちがう別の感情を宿した叫さけび声ごえを上げた。

「イオトオオオオッ!!」

　その左目は、左目だけは、大海のような美しい青色だった。

　本来の彼女の色。

　そこには本当のマイノラの意志が宿り、剣けんの一いち撃げきを求めているような懇こん願がんが映されていた。

「ゥァアアアアィィィイイォォォオオオオアアアアアッ──!!」

　イオトは猛たける感情のままに叫び、剣を突つき出した。

　身を守るように前に出された右手を貫つらぬきコアを破は壊かいする。

「あっ──ァ、アァアアァア──」

　マイノラは目を見開き、大事なものを喪うしなってしまったかのように切ない顔をした。

　翼つばさは痙けい攣れんするかのように震ふるえ、ふっと体から力が抜ぬける。イオトも力が残されておらず、それ以上何もすることが出来なかった。




　──そして二人は、百ゆ合りの花びらとともに落ちていく。




　先に地面へと激げき突とつしたイオトは一度大きくバウンドし、大理石の上に転がった。

　それに続き、翼が空気を受け止めていたマイノラはたゆたうように緩ゆるやかに落ちてくる。

　とすん、という音を聞いたイオトは目を開くと、痛みに呻うめきながらも立ち上がった。

　外がい殻かくは砕くだけ散り、治ち癒ゆの力が働いておらず、右腕うでは奇き怪かいなオブジェのように捻ねじれ曲がったままで力が入らない。右足も痛みを発していたが、左手に握にぎりしめたままの十字の剣を杖つえ代わりにして、どうにかマイノラのもとへと歩いていく。

　仰あお向むけに倒たおれている彼女は意識を失い、苦しそうに喘あえいでいた。

　そんな彼女をイオトは見下ろし、その胸に咲く最後の百合の花に向かって剣先を向ける。

　最後のコアは、恐おそらく心臓。それを破は壊かいすることは、マイノラの死を意味する。

（……終わる。全すべてが終わる。これまでの何もかもが終わる……）

　大きく息を吸い込み、剣を振ふり上げ、そして──

「────っ！」

　イオトは背後に振り返り、電波塔とう前の広場を照らし出す巨きよ大だいなサーチライトの前に整列する、百を超こえるであろうＧＤの隊員たちに向かって切っ先を向けた。

「イオト君!?　何をしているんだっ！」

　今にも短機関銃サブマシンガンを撃うち放ちそうな気配を漂ただよわせる隊員たちを押し退のけ、ケィニッドが飛び出してくる。

　コア二つの破壊による弱体化でマイノラの支配下から逃のがれていたイオトは、自分の意志で彼に剣けんを向けた。

「マイノラは……殺させないっ！　絶対に殺させないッ!!」

　血が泡あわとなって口から噴ふき出し、意識が一いつ瞬しゆん飛んで倒たおれそうになる。それでも必死に堪こらえ、歯を剝むき出しにし、目の前の圧あつ倒とう的な大軍を睨にらみつけた。

「馬ば鹿かを言うんじゃない！　任務を忘れたのか!?」

「うるさい、黙だまれっ！　僕に指さし図ずするなッ！　マイノラを殺せなんて言うなッ!!」

「マイノラ君をどうするつもりだ！　彼女を殺さず、放ほうっておくというのか？　その後、街にどれほどの被ひ害がいが及およぶか君にだって分かっているだろう！」

「知ったことかッ！　僕はマイノラを救うんだッ！　今度こそ守るんだよッ!!」

「君がやらなければ、ここにいる全員で事に当たるまでだ！」

「少しでも動いてみろ！　その首を斬きり落としてやる！　マイノラを傷つけようとするやつらは皆みな殺ごろしにしてやる!!」

「これだけの数を相手に戦えると思っているのか!?」

「撃うてるならとっくに撃ってるはずだ!!　撃てないのは僕を恐おそれているからだろ!?」

「君のために私が頼たのみ込んで待機してもらっているんだよ！　これは私から君への恩情なんだ！　せめて最後に別れを告げて、誰だれでもない、君の手で楽にしてあげるんだ！」

「…………っ！」

　ケィニッドの背後を見やれば、タクティカルベストと短機関銃サブマシンガンという通常戦せん闘とう隊員の規定装備を身につけていない者たちが控ひかえている。

　格好は様々で、ラフな格好の者もいれば、物々しい鎧よろいのような物を着込んでいたりと様々だが、アウトサイダーを示す角の生えた悪あく魔まの首のマークを体のどこかに刻んでいたり、肉体の一部が結けつ晶しよう化して有色の輝かがやきを見せている。

　そして、彼らを率いているのは、バイクと狙撃銃スナイパーライフルを担かついだフェルだった。

「……だからなんだ……アウトサイダーがいるからって、何だって言うんだッ!!」

　灼しやく熱ねつの痛みが伴ともなうのも構わずコアの起動を試みる。

　だが、傷ついた右腕うでから溢あふれてくるのは血液だけだった。

「動け、動け、動けッッ!!」

　イオトは死しに物もの狂ぐるいで変異しようと試みる。

　しかし、それ以上何も起こらない。今この時、イオトはただの人間だった。

「イ、オト……」

「っ!?　マイノラっ！」

　驚おどろいて振ふり返ると、意識を取り戻もどしたマイノラが薄うつすらと目を開き、唇くちびるを震ふるわせていた。

　慌あわてて傍そばに跪ひざまずくと、マイノラはイオトに目を向け、か細い声を発した。

「わたしたち……どうなってしまうの……？」

　イオトは込み上げてきた血を飲み下し、ＧＤの者たちに動きがないことを横目で確かく認にんすると、無理やり笑え顔がおを作った。

「大だい丈じよう夫ぶ……君も僕も、元通りだ。日常に戻もどるんだよ……」

　マイノラも微ほほ笑えみ、首を振ふる。

「噓うそは嫌きらいよ……わたしを殺そうとする人たちが、すぐそこにいるんでしょう？　薄うつすらとだけど……聞こえていたわ……」

「し、心配しなくていい！　僕はまだ戦えるっ！　絶対に守るって約束する！　今までと同じさ！　今までもこれからも、僕は君を守るために戦うからっ！」

　必死に叶かなわぬ希望を捲まくし立てるイオトの手に、マイノラは自分の手を重ねた。

「ケィニッドの、言う通りにして……このままでは、あなたも殺されてしまうのでしょう？　……そんなのは、駄だ目めよ……そんなこと、わたしは許さないわ……」

「僕だって同じだ！　君を殺すだなんて、そんなこと許さないっ！」

「イオト……あなたはこれからも生きていけるのよ？　だというのに……わたしのせいで殺されてしまったとなったら、死んでも死に切れないわ……」

「やめてくれっ、そんなこと言うなよっ!!」

「お願い……あなたの手で殺して……知らない誰だれかに滅め茶ちや苦く茶ちやにされるのは、嫌いや──っ、う、アぁっ……！」

　苦しげに喘あえいだマイノラの瞳ひとみが、再び金色に染まる。それとともに捻ねじれた指先が蠢うごめき、更さらなる形態変異メタモルフオーゼを見せようとしていた。

　今更のようにイオトは気づいた。マイノラの身に起こったのは、『突とつ発ぱつ性』に近いものだと。理性が残っていたのはそういうことであり、コアを破は壊かいしたことで奇き跡せき的に浮上しただけに過ぎず、決して自分を取り戻したわけではないのだ。

「イオトっ、お願い……！　もう、これ以上……誰かを殺したくないの……！」

　その言葉を聞いて、イオトは思い出した。

　孤こ児じ院いんでの惨さん劇げき。そしてテシーの涙なみだ。

　あの涙と今のマイノラの言葉は、同じものだった。

「────っ！」

　イオトの中にあり続ける、過去の自分に対する憎ぞう悪おが囁ささやいた。

　殺してあげるのが彼女のためだ、彼女を大切に思うのなら殺してあげろ、と。

「…………」

　イオトはしばしそのまま体を震ふるわせ、歯を食いしばった。

　それから深く息を吐はき、立ち上がる。そしてマイノラと目を合わせる。

　マイノラは真まっ直すぐイオトの視線を受け止め、頷うなずいた。

　背後を振ふり返ると、ケィニッド、それにフェルとバイクも強い意志のこもった視線を向けてきていた。そうしてあげろ、それが彼女ためだと、そういう意志が感じられた。

「────う、ぅう、ぅうぅぅううぅううううッッ!!」

　再びイオトはマイノラへ向き直り、剣けんを逆手に握にぎり直し、持ち上げた。

　振ふり下ろせば、胸に突つき刺ささり、コアごと命を貫つらぬくだろう。

　そうすることで、マイノラはこれ以上の罪と悲しみを背負うことなく死ぬことが出来る。人のまま、人としての尊厳を抱いだき、人としての納なつ得とくを得て一生を閉じることが出来る。

　彼女はそれを望んでいる。誰だれもがそうするべきだと思っている。

　イオト自身も、彼女にテシーの姿を重ね合わせてそう思っている。

　だが──

「無理だっ……僕は君を殺せない、殺したくないッ!!」

　力の入らない左腕うでは小刻みに震ふるえている。振り下ろせば楽になれるのに、出来ない。

　マイノラは深い悲しみを浮かべたが、ゆっくりとその表情を微ほほ笑えみに変えた。

「あなたのその優やさしさ……大好きよ……心の底から……」

　咄とつ嗟さのことで、全く反応出来なかった。

　一本の触しよく手しゆが、足に嚙かみついてきた。

　そして、そこから流し込まれた一つの命令が、イオトの体を駆かけ巡めぐる。

「生きて」

　意識は一いつ瞬しゆんでその言葉に支配され、




　──あっ、と思った時には、十字の剣が振り下ろされていた。




　とすん、という感かん触しよく。

　貫かれた百ゆ合りの花が急激に萎しおれ、その白い花弁は血の色に染まった。

　マイノラはその口に笑みを浮かべたまま、深く深く息を吐はき出す。

　そして彼女は、最後までイオトの目を見つめながら、瞼まぶたを閉ざした。

「あっ、あ、ああ……マイ、ノラ──？」

　剣を手放し、一歩二歩と後退すると、誰かがその肩かたを抱だき留めた。

　振り向くとフェルがそこにおり、労いたわるような目をしている。

　止まっていた時間が動き出したかのように、周囲が騒さわがしくなった。

　ＧＤの隊員たちの指示が飛び交かい、彼らは二度と言葉を発することもなければ目を開けることもないマイノラの亡なき骸がらを担たん架かに乗せ、どこかへ運んでいく。

　イオトはぼうっと突つっ立って、それを眺ながめていた。

　そんなイオトの目に、光が射さし込む。

　遥はるるか東の海岸線を越こえ、陽ひの光がイオトのもとへと届いていた。

　夜が明け、新しい一日が始まる。

　そのことがたまらなく悲しくて、イオトは涙なみだを流し、泣き叫さけんだ。

　陽ひ射ざしは鮮あざやかにも照らし出す。マイノラが流した血を。マイノラが生きた証あかしを。

　そこにあるのは、明日を望み、叶かなわなかった者の死だった。

　血ちだまりの中に膝ひざを突つき、何度も何度も拳こぶしを叩たたきつける。

　喉のどが裂さけ、血を吐はき出し、気を失うまでイオトは叫び続けた。

　今はもういない少女を思い、叫び続けた。

[image: ]













　　　　　　　終幕　守護者ガーデイアン







　時刻は夕方の五時。街は沈しずむ寸前の燃えるような陽ひの光の中にあった。

　二ヶ月前にマイノラがもたらした破は壊かいの痕あとが至る所に残っているが、街に住む人々は逞たくましく、或あるいは逃とう避ひ気味に立ち直っており、通りは夜を迎むかえる支し度たくのための往来で溢あふれている。

　そういった日常の流れから外れ、路地裏の陰かげが深い場所にイオトはいた。

　通行人たちは虚うつろな目をしたイオトに向かって「浮ふ浪ろう者しやだ」と指を差し、「その若さで不ふ憫びんだ」と右腕うでの籠手ガントレツトを義手と勘かん違ちがいして口々に言う。その様は、まるで自分たちが平和な世界の住人だと信じきっているかのようである。

　だが、その通りに異い形ぎようの存在が現れたことに気づいた市民たちは、この世界が悲劇的であることを思い出し、悲鳴を上げて必死の形ぎよう相そうで逃にげ始めた。

『すまない、捕とらえ切れなかった！　イオト君、後は頼たのんだよ！』

　通信を受けたイオトは立ち上がり、陽の下に身を曝さらけ出した。

　すると、閑かん散さんとした通りを駆かけてきたナイトメアは驚おどろいて足を止め、その飛び出した眼球をぐるりと回した。

「グルゥァア！」

　ナイトメアは邪じや魔まだとばかりに鋭するどく長い牙きばを剝むき出し、蔦つたが巻きついている両手の大きな鋭するどい爪つめを振ふり回してくる。

　しかし、イオトは躱かわそうとはせず、その攻こう撃げきを一々体で受け止めた。

『イオト君!?　何をやってる、早く変異するんだ！』

　ケィニッドの喚わめくような声が聞こえ、イオトはようやく変異する。

　そして掌てのひらを空へ向ける形で固定し、籠手の内部機構を起動。改良を加えた籠手は全すべての射出口から体液エリクシルを糸のように細く射出させ、空中で編んでいく。

　やがて造り出されたのは、細く鋭するどく、無む駄だな装そう飾しよくのない洗練されたデザインの紅あかい十字の剣けん。

　手の甲こうが開き、仕込まれていた六本の凝ぎよう固こ剤ざいのケースが全て吐はき出され、カラカラと音が鳴る。イオトはそれを合図に、腹部に咲いていた百ゆ合りの花目め掛がけて突つきを繰くり出した。

　あっという間の出来事に、ナイトメアは声を上げることなく昏こん倒とうしてしまう。

　それを待っていたかのように路地裏からＧＤの隊員たちが出てきた。

「ご苦労様です。あなたたちの応おう援えんによって市民への被ひ害がいはゼロで済みました。ナイトメア捜そう索さく隊を代表し、感謝申し上げます」

　一人が敬礼を見せ、すぐにナイトメアを捕ほ縛ばく道具で縛しばりつける作業のために去っていく。

　そんな彼をぼうっと眺ながめていると、入いれ替かわりにフェルとケィニッドがやってきた。

「あんたねえ、治ち癒ゆ力りよく高いからって舐なめ腐くさってんじゃないわよ！　結局不死じゃなかったって、二ヶ月前に分かったでしょうが！　見てるこっちが冷や冷やするんだから！」

「それに、どうしてわざわざ剣けんを形成したんだ？　あれは凝ぎよう固こ剤ざいをかなり消費してしまうから、いざという時に限定するよう言ったはずだろう？」

　二人に捲まくし立てられ、イオトは視線を地面に向けたまま答えた。

「すみません……変異しなかったのは、ちょっとぼんやりしていたものですから。でも剣を形成してしまったのは、僕の意志ではありません」

　それを聞き、ケィニッドは腕うでを組んで唸うなるように言った。

「マイノラ君が最後に残した『生きて』という命令かい？　まだ消えてなかったのか」

「ええ……危機的状じよう況きように陥おちいると、この体は、生きるために最善の手段を勝手に遂すい行こうしてくれるんです……だから心配しないでください。僕は死にません」

　二人は溜ため息いきを吐つく。呆あきれているのか、それとも心配しているのか、イオトには分からなかったが、最近の自分の腑ふ抜ぬけた様子に思うところがあるのだろうと理解していた。

　しかし、どうにも気力が湧わいてこない。まるで体のどこかに穴でも開いていて、そこから力が零こぼれ落ちてしまっているかのようだった。

「とにかく傷の手当をするわよ」

　フェルがそう言って腕を取ってきたので、イオトは少しばかり驚おどろいた。

「手当て？　とっくに治ってますが……」

「じゃあ何でそんなに痛々しい顔してんのよ。今にも崩くずれ落ちちゃいそうに見えるわよ」

「そうなんですか？　僕にはよく分かりません……」

　するとフェルは目を伏ふせ、もう知らないと言わんばかりに鼻を鳴らして離はなれていった。ケィニッドも今後の打ち合わせがあると言って、今回の任務でサポートをした他部署の者たちのもとへ向かって行く。

　一人残されたイオトはその場に留とどまり、意味もなく空を見上げた。







　繁はん華か街がいから離れたイオトは、噴ふん水すい広場や学校、孤こ児じ院いん跡あとなど、マイノラとの思い出がある場所を日課の通りに巡めぐり、そして最後は電波塔とうの展望台に上った。

　ベンチに座って窓から外を眺めるのだが、その目には何も映っておらず、意識は自身の内側がわに向かっていた。

　そこにあるのは、未いまだに心に残り続ける『生きて』というマイノラの命令だった。マイノラを感じられるたった一つ残されたものであり、生きる虚むなしさを与あたえてくるものでもある。

（この苦しみは……思い出となったマイノラが僕の中で生きている証しよう拠こなんだろうか……？）

　閉館の時間だと伝えに管理人がやってきたところで、ようやくイオトは立ち上がった。

　エレベーターで地上へ下り、塔とうの外へ出ると、何となしに空を見上げてみた。ほとんど沈しずんでしまった太陽の、最後の最後に振ふり絞しぼった茜あかね色が遠くの山の縁ふちで蟠わだかまっている。もうすぐ一日が終わろうとしていた。

「ちょうど二ヶ月……か」

　イオトは一つ呟つぶやくと、目的を持って歩き始めた。

　向かったのは、ハーバートの屋や敷しきを隠かくしていた森の手前にある墓地だった。

　中ほどまで歩いていくと、母の名前とともにマイノラの名前が刻まれた墓があり、地面の下には遺体が収められた棺ひつぎが埋うまっている。

「凄すごいだろ？　一人で来られたんだ。君がいなくても、大切だった人の墓の前に立てるようになったよ。ここ最近、孤こ児じ院いん跡あとにもよく足を運ぶんだ。まあ、そこで何をするわけでもないんだけど。とにかく、マイノラ……僕は生きてるよ。君の願い通りに……」

　墓に向かってイオトは語りかけるが、その言葉に返事をしてくれる者はいない。そして、思い出を語り合う相手も、今はもういないのだった。

（何でこんなことしてるんだろう……）

　虚むなしさだけが募つのり、イオトは溜ため息いきを吐ついて墓地を出た。

　そして家路に就つこうとするのだが、突とつ然ぜんクラクションの音が聞こえてくる。顔を上げると路ろ肩かたに停とめられたワゴン・カーが見え、運転席の窓からケィニッドが顔を出していた。

「緊きん急きゆうの任務だ。乗ってくれ」

　今は妙みように眠ねむりたい気分だったが、そう言われてしまうとイオトに自由はない。仕方なく後部席に乗り込む。

「……フェルさんは？」

　空っぽの助手席を見て訊たずねると、「別件で彼女はいない。今回は単独任務だ」とケィニッドは言ってアクセルを踏ふみ込んだ。

「それで、少しは整理がついたのかい？」

「……整理？」

「二ヶ月もかかったが、ようやく墓参りに来られたんだろう？」

「ああ……ええ、そうですね、きっと……」

　ケィニッドはちらりとバックミラー越ごしに視線を寄越すと、小さく息を吐はいた。

「そうは見えないな。まったく、冴さえない顔だ。今の君は砂の城に見えるよ」

　はあ、と気のない返事をし、イオトは籠手ガントレツトに腕うでを通して戦う準備を進める。

「辛つらいのは分かるが、割り切るしかない。どこぞの宗教じゃないが、終末期を生きているんじゃないかと思うほど、この世界では簡単に命が失われてしまうんだから」

「終末……そうなのかもしれないですね……」

「でも、諦あきらめろと言っているわけではない。こんな世界でも希望はあるんだ」

「……希望？」

「君たちアウトサイダーさ。君たちがいるからこそ、まだこの世界は存在していられる。君たちが多くの悲しみを防いでくれるから、世界は成り立っているんだよ」

　その真しん剣けんな様子に、イオトは失笑してしまった。

「僕たちが悲しみを防ぐ？　……やめてください。僕には何も出来ませんよ。守りたいものは何も守れなくて、生きることを願っていた人たちが次々と目の前で死んでいくんです。僕はただの役立たずでしかない……」

「イオト君……」

　ケィニッドは何かを言おうとしていたが、口を閉ざした。

　それからしばらくの間を置き、彼は小さく呟つぶやいた。

「……やはり、君には救いが必要なようだね」

　車はとある病院の前まで来ていた。初期症状のＡＨＤ発はつ症しよう者を収容する施し設せつである。

　ケィニッドは敷しき地ちの外に車を停とめ、振ふり向いた。

「患かん者じやの一人がナイトメア化し、暴れ回ったんだ。現在は地下に隔かく離りして事なきを得ている。君にはその患者のコアを破は壊かいして無力化して欲しい。コアは右手、鳩尾みぞおち、右目だ。終わったら連れん絡らくしてくれ。その後のことは待機させてある他ほかの隊員に任せてくれればいい」

　イオトは頷うなずき、腕うでを通した籠手ガントレツトの調子を確かめ、外に出た。

　すぐさま病院の昇しよう降こう口ぐち前まで駆かけ抜ぬけ、壁かべに身を隠かくしつつ顔だけ覗のぞかせてガラス戸の向こうを窺うかがう。照明が落とされ、避ひ難なん誘ゆう導どう灯とうの緑色の灯あかりの他ほかに見えるものはない。

　扉とびらを押し開き、建物内に入る。照明が落とされているとはいえ、中は不自然にも人ひと気けがなく、隊員たちどころか職員と患者の気配もない。

　地下から脱だつ走そうしたナイトメアに殺されている可能性がある。だとしたら、視界が最悪の今現在、かなり危険な立場にあるということである。

　受付横の階段を下りながら、イオトは気を張り詰つめつつ考える。一体どんなナイトメアなのか。どれほど強い個体なのか──

　地下に下り立つと、真っ暗な廊ろう下かの一番奥の部屋から光が漏もれているのに気づく。そこにナイトメアがいるのだろうという予感に突つき動かされ、イオトはその部屋へ向かった。

　部屋の前に到とう着ちやくし、イオトはそっと中を覗のぞき込んだ。部屋の中心に繭まゆのような形の医い療りよう機器が置かれているほか、特に目につくものはない。

「……いつでも襲おそって来い。僕を殺してみろ」

　この時、イオトの心はマイノラと出会う以前の、絶望に暮れていた頃ころに戻もどってしまっていた。

　マイノラに生きて欲しいと願われた。だが、イオトは疲つかれ果て、生きる気力などとうの昔に空になってしまっており、以前と同じように死ぬための言い訳を探していた。

（体は勝手に戦ってくれるんだ。なら、流れに身を任せよう……それで死んでしまったのなら、敵わない相手だったってことだ……それなら、マイノラも仕方がないって思うはず……）

　自分を殺し得る凶きよう悪あくなナイトメアであってくれと願い、イオトは室内へ侵しん入にゆうする。

（……早く……全すべてを終わらせてくれ……）

　心の中でそう呟つぶやき、どこにもいないナイトメアを求めて視線を彷徨さまよわせ、最後の希望となる繭まゆへと近づいていき──




「──あぁ……遅おそいわ。ようやく、来てくれたのね」




　繭の中に寝ねかされていた少女がそう言うのを聞いて、息を飲んだ。

「えっ……何なん、で……どうして……？」

　自身の目が信じられず、イオトは何度も何度も瞬まばたき、目の前にいる少女を見返した。

　すっかり髪かみは白くなってしまい、以前よりも瘦やせ細って見える。

　だが、その大きな目、大海のような青い瞳ひとみ、白い肌はだは間ま違ちがいようがない。

「マイノラ──」

　息を吐はき出すようにその名を口にすると、彼女は微ほほ笑えみ、手を差し伸のべてきた。

　イオトは恐おそる恐るその手を両手で握にぎりしめる。

　命の温かさが、伝わってきた。

「何で……生きて……？」

　イオトは膝ひざを突つき、彼女の手を額に当てて呟く。

　そこへ、どこかで見ていたかのようにケィニッドが通信を入れてきた。

『電波塔とうから運び出した後、検死が行われるはずだったんだが、驚おどろくことに肉体の傷が修復されていて息を吹ふき返したんだよ』

　その説明は横たわるマイノラの枕まくら元もとのスピーカーからも聞こえており、「そういうことよ」とマイノラは話に合わせて頷うなずいた。

「ふふ……あなたって泣き虫だったのね」

　イオトがぼろぼろと流す涙なみだを手で拭ぬぐいながら、マイノラもまた涙を流していた。

「ずっと会いに来てくれなかったから、とても寂さびしかったわ……本当に本当に、寂しかった……これはわたしに与あたえられた罰ばつなのかしらって、ずっと考えていたの……あなたに嫌いやがることを押しつけたことへの罰なんじゃないかって……」

「違う、違うよ……だって、死んだと思っていたから……墓だって用意されて、それで……」

『あれだけの被ひ害がいの収拾をつけるには、彼女が死んだことになっていた方が都合が良かったんだ。それに、それはこれからも生き続けていく彼女を守ることにもなる』

「だからって、僕にまで秘密にするなんて……！」

『傷は治っていたんだが、精神はずっと人とナイトメアの境を彷徨さまよっていたんだよ。ハーバートの手記を本もとに抑よく制せい剤ざいを作り上げ、ようやくここまで安定させることが出来たんだが……余計な希望を与あたえないために黙だまっていたんだ』

　すまなかった、というケィニッドの謝罪にイオトは首を振ふり、構わないと告げる。

　マイノラが生きている。イオトにとって、それが全すべてだった。

「わたしが生きているのは……あなたのおかげだとケィニッドが言っていたわ」

「えっ……僕が？　どういうこと？」

「わたしを貫つらぬいたあの剣けんは……わたしの中で溶とけて体内で巡めぐっていたそうよ。あれはあなたの体液たいえきで作られたものだから……治ち癒ゆの力が作用したんじゃないかって」

　イオトは思わず、自分の手を見つめた。

（誰だれかの妄もう言げんなんかじゃなく、本当にこの力が、マイノラを生かした……？）

　また、涙なみだが溢あふれてきた。言葉では言い表せない感情で溢れ返り、また涙が出てきた。

『イオト君、水をさすようですまないが、実はナイトメア制圧の依い頼らいは確かにあるんだ』

「っ！　……その任務は進行中なんですか？」

『ああ。ここ最近、ＡＨＤ研究所から脱だつ走そうしたナイトメアが度たび々たびマイノラ君を求めるように病院へ向かって来ることがあったんだが、恐おそらく今回もそうだ。せっかく再会したばかりですまないんだが……行けるかい？』

「……当然です！　マイノラを守るためですから！」

　勢い良く立ち上がると、「もう……行ってしまうの？」とマイノラが心細そうな声で言った。

「ねえ、イオト……この世界を一人ぼっちで生きていくのは……辛つら過ぎるわ。だからお願い……以前と同じように傍そばにいてくれないかしら……？」

　向けられた目には、深い悲しみの色が見て取れた。

　それは鏡の中に映る自身の目と似ている。だからこそイオトには、その悲しみがどういうものか理解出来た。

「ああ、もちろんだよ。ずっと君の傍にいる。そのために……今は行かなくちゃ」

　迷いはなく、声は決して震ふるえなどしない。

　マイノラは少し間を置き、頷うなずくと、「分かったわ」と呟つぶやく。

　イオトは安心させるように微ほほ笑えみ、そして彼女に背を向けた。







　外に出ると、辺りはすっかり暗くなっており、清らかな夜風が吹ふいている。

　空には満月が浮かんでおり、その明るさに思わず視線を奪うばわれた。

『なあ、イオト君。どんなものも、たとえそれが辛く苦しく悲しいものであっても、全ての物事には意味があると私は常々考えている』

　突とつ然ぜんケィニッドが語り出し、イオトは少し戸と惑まどったものの、黙だまって耳を傾かたむけた。

『人間が吐はき出した二酸化炭素を吸った植物がそれを還かん元げんし、自身の体として成長していく。その植物を動物が食し、その動物を人間たちは取り込んで生きていく。極きよく端たんな話とはいえ、どうあがこうとも万物は関かかわり合っていると言えるだろう。

　だが、この広い世界の数え切れない生命の一つを選び、望む形で影えい響きようを与あたえようとしても大たい抵ていは叶かなうことがない。天文学的数字に阻はばまれてしまう。

　しかし、君は奇き跡せきを起こした。辛つらく悲しいことがあり、その宿命を呪のろったことだろう。でも、これまで君が生き続けてきたからこそ、マイノラ君を救うことが出来たんだ。君の生は確率の壁かべを打ち破り、全世界の中で守りたいと思った一つの命に生をもたらしたんだよ』

　イオトは目元を擦こすり、答えた。

「確かに奇跡ですね。マイノラと出会えたことも、そしてケィニッドさんに出会えたことも」

『ん？　私もかい？』

「ケィニッドさんが僕を《ブリット・サービス》に引き入れてくれなければ、マイノラと出会うことすらなかったはずです。この籠手ガントレツトを開発していてくれなければ、銃じゆう弾だんが彼女の胸を貫つらぬいていたかもしれません。本当に、幾いくら感謝しても足りません……」

『礼はいらない。いつだって私は君たちに辛い選せん択たくを強しいて、戦わせてばかりだ。だから、いつか報むくいたいと思っていたんだ。思いがけない形になったが、叶えられて良かったよ。あ、そうそう、もう一つプレゼントがあったんだ』

　ケィニッドがそう言った途と端たん、プツ、と別回線が開く電子音が聞こえた。

　それから数秒後、一人の声が響ひびいてきた。

『……イオト？　聞こえる？』

「マイノラ？　ああ、聞こえてる……聞こえてるよ！」

『ねえ……イオト』

「どうしたの？」

『……早く、戻もどってきて』

　切ない響きがこもるその言葉を聞き、イオトは目を閉じた。

「──ああ、すぐに帰るよ」

　一度大きく息を吸い込み、吐はき出しながらコアを起動。

　足元の影かげが蠢うごめき、イオトを取り囲むように広がっていく。

　そこから飛び出した無数の黒い手が吹ふき荒あれ、イオトの体を包み込んだ。

　弾はじけるように嵐あらしが消え去り、そこに現れた異い形ぎようの肉体は荒あら々あらしくて無骨に過ぎる。

　真しん紅くの牙きばは獰どう猛もうな獣けもののよう。

　落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥に紅あかい輝かがやきを湛たたえ、同じ色に染まった髪かみの毛が火か炎えんのごとく頭上で揺ゆらめいている。

　その姿は、悪あつ鬼きとしか言いようがないほどに禍まが々まがしい。

　しかしその内側がわに宿る心は、どこまでも純じゆん粋すいに一人の少女のことを思っていた。

「よっ、元気出たみたいね。行ける？」

　建物の屋上で待機していたフェルが横に下りてきて、拳銃カソーサを片手に訊たずねてくる。

「ええ、もう大だい丈じよう夫ぶです」

「じゃあ上を見てみな。あれが今回のあたしたちのターゲットよ」

　イオトは顔を上げ、満月を背景に浮かぶ存在を見やった。

　全身真っ黒な肌はだで、溶とけてなくなったかのように顔はつるりとしており、空の支配者であると訴うつたえるかのように背中の翼つばさを堂々と羽ばたかせている。

「お先！」

　フェルは駆かけ出し、すでに戦せん闘とうを開始していたＧＤの隊員たちとともに銃じゆう声せいを響ひびかせ始めた。

　フェルの攻こう撃げきを躱かわすことでナイトメアが移動し、月の前に遮さえぎるものはなくなる。

　煌こう々こうと輝かがやく満月を、イオトはもう一度見やった。

　一欠けもない真円は、満たされた自分の心を映しているかのようだと思った。

「さあ……行くぞ！」

　右の掌てのひらを空へと向け、射出口から真っ赤な糸を紡つむぎだす。

　やがて、そこに出来上がったのは、紅あかい十字の剣けん。

　今度こそ、それは大切な人を守るために姿を現した。

「すぐに──終わらせるから！」

　決意を込めて、イオトは叫さけぶ。

　愛する人たちの死を思い、数え切れない悲しみを乗り越こえ──




　胸に宿る温かさを信じ、月に飛び込むように跳ちよう躍やくした。










　　　　　　あとがき




　あとがきを書くのはもう三度目（『まだ三度目』とも言えますが）なのに、書き始めるために二日も要しました。キャラクターではなく作者本人として文章を書くのがほんッッッとに苦手な奈な坂さか秋しゆう吾ごです。どうもこんにちは。

　まずは本作を手に取っていただいた方にお礼申し上げます。いかがだったでしょうか？　あとがきから読み始めた方は……こんなページはさっさと破り捨てて、早く本編を読むといいと思いますよ。

　そして書店で手に取り、このページを覗のぞきに来てくれた方へ──

　本作は、西せい暦れき一九二五年に起こった大だい災さい害がいによって、現実世界とは別の歴史を辿たどった世界が舞ぶ台たいです。西暦で例えることは出来ませんが、科学力は今現在（二〇一六年一月）と同等以上……そんな設定です。

　その世界の人々は、海からやってくる『胞ほう子し』に脅おびやかされています。『胞子』が放つ光を浴びると人は人ならざるものに変わってしまうのですが、主人公・イオトとヒロイン・マイノラはともにその光を浴びてしまっています。

　一方（イオト）はその身に不可思議な力を宿し、特とく殊しゆ隊員として街の治安部隊で活動していますが、一方（マイノラ）は人殺しの化け物に変わってしまう恐きよう怖ふと戦いながら、孤こ独どくに生きてきました。しかしある日、訳あってイオトはマイノラの護衛につくことになり、二人は出会うことになります。それぞれが抱いだく希望や絶望、そして使命感によって苦しむことになりますが、それぞれの葛かつ藤とうを通して次し第だいに心を通わせていく……そんな物語です。このあらすじで興味が湧わいたり、王道かダークファンタジーのどちらか、またはその両方が好きならば、ぜひご購こう入にゆう検けん討とうください。




　前二作のコメディから一転、シリアス物。ようやく自分らしい作品を書けた気がしますが、初めてだらけで、何度も壁かべにぶつかり、その壁にも種類があって……とにかく難産でした。

　完成までお付き合いいただきました担当編集のお二人を始め、イラストレーターのこぞう様、校こう閲えつ様、その他製作に関かかわっていただいた全すべての方にお礼申し上げます。




　そして最後に、読んで下さった方にもう一度感謝を。何か響ひびくものがあれば幸いです。

　それではどこかでまたお会いしましょう。

　それがシリーズ第二巻だといいなぁ、と思いつつ……それでは失礼いたします。





（このあとがきを書くために丸一日費ついやした）奈坂秋吾









[image: ]







奈な坂さか秋しゅう吾ご

小樽に遊びに行った時の写真。秋ごろ日本酒「北の誉」の酒蔵を見学しにいった。その一、二ヵ月後に生産終了し閉じてしまったので、ギリギリだったらしい。

新酒が特別で格別に美味いのだけれど、もう飲めないんだよなぁ……。
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イラスト／こぞう

目上の方から「小僧」と呼ばれていたのが由来でこのペンネームになりました。後悔はございません。…少しございます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「奈坂秋吾先生」係

「こぞう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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